









































ラストエンブリオ５




集結の時、暴走再開！








竜ノ湖太郎
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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　青々と茂しげる一面のグリーンカーペットの草原。

　その夜は新月の為ためか、地上の光が余計に際きわ立だって見えた。

　風が吹ふく度たびに草葉の間からふわりと光を纏まとった羽虫が舞まい上がり、星明かりしかない闇やみ夜よを照らす貴重な光源となっていた。

　その間を、鋭するどい牙きばと爪つめを持つ四つ足の獣けものがリズミカルに大地を蹴けりながら走っていく。

　被ひ食者が掘ほった巣穴に鼻を突つっ込み徒いたずらにその眠ねむりを妨さまたげ遊ぶのは、食物連れん鎖さの上位にいる者の余よ裕ゆうの表れか、それともこの草原の豊かさの証明か。

　自然豊かなアトランティス大陸の西の果ては、夜が更ふけても生命力に満ちていた。

　───そんな、西の果ての大地で。

　彩あや里ざと鈴すず華かは叫さけび声を上げた。

「うわああああああん[image: !!!]　わ、私一人で、こんな怪かい物ぶつ、如何どうにか出来るかあああああ[image: !!!]」

　響ひびく地鳴り。巻き上がる土つち煙けむり。

　空間跳ちよう躍やくを繰くり返しながら、彩里鈴華は巨きよ大だいな岩がん塊かいの怪物から逃にげていた。

　岩塊の巨きよ人じんは一歩踏ふみ出す度に大地を砕くだきながら突き進む。小鳥は逃げ惑まどい、野の鼠ねずみは巣穴を捨てて脱だつ兎との如ごとく去っていく。

　もし鈴華が普ふ通つうに走っていればすぐに捕つかまっていただろう。

　空間跳躍で瞬しゆん時じに距きよ離りを稼かせぎながら逃げていたものの、一向に距離が広がらない。

（アルジュナ君は勝手にいなくなってるし！　アステリオス君は原住民の人たちに連れていかれちゃったし！　女の子を一人にして何処どこに行ったのさ………[image: !!!]）

　髪かみを乱れさせ、泣きたい気持ちを必死に抑おさえて鈴華は逃げ惑う。

　この岩塊の巨人が如何して鈴華を追いかけてくるのか、彼女にはとんと見当もつかない。鈴華は西の果てにあるという〝ヘラクレスの石柱ピラー〟を目指していただけだ。

　このままでは辿たどり着く前に、岩塊の巨人に握にぎり潰つぶされてしまう。

　彩里鈴華は空間跳躍が出来るだけで、ただの女の子なのだ。

「ちょ、ちょっと、もう、限界………[image: !!!]」

　膝ひざが折れ、両手を大地に突く。

　岩塊の巨人の魔まの手が伸のび、星明かりを覆おおい隠かくす。

　だが───その魔の手を振ふり払はらうように、稲いな光びかりが奔はしった。

「奔りなさい、アルマテイア[image: !!!]」

　凛りんと響く少女の声。周囲に遮しや蔽へい物がなく、地鳴りが続くこの状じよう況きようで、その少女の声は驚おどろくほど真っ直すぐに響き渡わたった。

　少女の声に呼応して、幾いく度どとなく稲光が迸ほとばしる。

　喩たとえるのであれば、其それは稲いな妻ずまの槍やりとでも言うべきだろう。稲妻は蛇だ行こうを繰り返しながら岩塊の巨人の右腹を打ち砕き、追い打ちをかける様に巨人の周りを飛び回る。

（わ、わ、わわ………[image: !!?]）

　何が何だか分からないまま、頭を隠してしゃがみこむ鈴華。

　彼女の周りには赤熱を放つ岩塊が降り注ぎ、青い草原に炎ほのおを広がらせている。平時ならばともかく、疲つかれ果てて逃げる力も残っていない鈴華にとって危険地帯でしかない。

　散雨の如く降り注ぐ岩塊が鈴華の頭上に落下してきた時。

　先ほどの声の主が、黒い髪を扇おうぎ状じように靡なびかせて立ちふさがった。

「ふっ………！」

　紗しや蘭らん───と雅みやびな音が鳴り響く。鈴すずの音と笛の音が合わさったかのようなその雅な音に呼応し、草原の大地が隆りゆう起きして立ちふさがる。

　稲妻に砕かれて赤熱した岩塊たちは大地の防ぼう壁へきによって阻はばまれた。

　岩塊の巨人は四し肢しを振り回して稲妻を追いかけるものの、追い付くはずがない。相手は文字通りの稲妻なのだ。

　伸びる右みぎ腕うでを砕き、追つい撃げきする左腕を砕き、喰らいつこうとする頭ず蓋がいを打ち砕いた。

（ひええええ………！）

　岩塊の巨人は崩くずれ落ちたものの、今度はより危険な怪物に出会ったのかもしれない。こういうトラブルとは無む縁えんの人生を送ってきた鈴華にとってこの状況は異常でしかないのだ。

　一方───稲妻の槍で巨人を打ち砕いた少女は、残ざん骸がいである焼け石を手に取って呟つぶやく。

「………驚いたわ。この怪物、アトランティス大陸にも現れてるのね」

「北側や東側でも確かく認にんしました。もしかしたら箱庭中で召しよう還かんされているのかもしれません。太陽の主権戦争で戦力が集中していることを考えると少し危あやういですね」

　もう一人、理知的な声こわ音ねの女性が何処からともなく現れる。

　頭を手で覆いながら伏ふせていた鈴華は、そこで漸ようやく冷静になった。

　ひょこりと頭を上げた鈴華は、二人の女性と視線がかち合う。

（わ………び、美人さんが二人もいる！）

　黒い髪を靡かせる少女。年ねん齢れいは十八歳くらいだろうか。
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　清せい楚そな佇たたずまいでありながら、全身を彩いろどる赤と白の服装が印象的だ。

　傾かぶいていると吹ふい聴ちようされかねない服装なのに清楚な雰ふん囲い気きを感じさせるのは、彼女自身から滲にじみ出る育ちの良さがそうさせるのだろう。

　腰こしに下げた日本刀も無骨さは感じられず、逆に様になるほどの大和やまと撫子なでしこぶりだ。

　もう一人は金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆう美人だった。そして山羊やぎの角と思おぼしきものが頭に生えていた。

　鈴華に歩み寄った黒くろ髪かみの少女は、小首を傾かしげながら声をかける。

「えーと………大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？」

「だ、大丈夫です。危ないところを助けていただき、ありがとうございます」

「ふふ、気にしなくていいわ。この大陸に居るということは、貴女あなたも参加者プレイヤーなのかしら？」

「はい。義兄弟の西さい郷ごう焰ほむらと逆さか廻まき十六夜いざよいたちと一いつ緒しよに参加しています」

　あら？　と黒髪の少女は驚きの声を上げた後、含ふくみ笑いを浮うかべた。

「十六夜君と義兄弟って………もしかして貴女、彩里鈴華さん？」

　ほへ!?　と声を上げて驚く鈴華。まさかこんなところで出会った人から十六夜の名前を聞くとは思っていなかった。

「そ、そうです。義兄あにを知ってるんですか？」

「勿もち論ろんよ。もう二年ほど会ってないけど、大切な仲間だもの」

　懐なつかしいわね、と楽しそうに語る黒髪の少女。

　鈴華は内心で「イザ兄にいの知り合い、可愛かわいい人ばかりじゃない？」と訝いぶかしんだ。

　一方、金きん髪ぱつの美女は西の水平線を指さす。

「マスター。此こ処こはまだ危険です。もう少しで〝ヘラクレスの石柱〟に着きますし、今は進みませんか？」

「わかってるわよ、アルマ。鈴華さんはどうする？」

「あ、わ、私も行きます！　石せき碑ひがあるかどうか確認しないと！」

　立ち上がって地図を広げる鈴華。

　だがそんな彼女の言葉に、アルマと呼ばれた女性は驚いた顔をした。

「………石碑？　今、石碑と言いましたか？　石柱ではなく？」

「は、はい。プラトンの原文では石柱ピラーは誤訳で、正しい文章は石碑ステラでした。だから今回の議題───〝幾いく重えに重なり合った星を辿り、古き英えい雄ゆうを訪ね、大父神宣言の謎なぞを暴あばけ〟の〝幾重に重なり合った星〟というのは、〝ステラ〟のダブルミーニングなのかなって」

　鈴華は話しながら、今回のゲームの〝契約書類ギアスロール〟を取り出す。

　羊皮紙にはこの様に書かれていた。




『　─　太陽の主権戦争　～失われた大陸編～　─





※太陽主権入手条件




①参加者同士の任意譲じよう渡と（ゲームによる自由対戦を含む）。

②別紙の大陸地図に記き載さいされたゲームを解き明かし進めよ。

③尚なお且かつ、最も神しん魔まの遊ゆう戯ぎに相応ふさわしい行動をした者に授じゆ与よ。

④　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後日記載）







※大陸内禁止事じ項こう欄らん




①参加者はアトランティス大陸から脱だつ出しゆつしてはいけない。

②参加者が脱出を試みる場合は勝利条件の謎を解く必要あり。

③参加者は大陸内で参加者を殺害してはならない。







※大陸の上陸順番について




精せい霊れい列車内で最も多くゲームで勝利した者は上陸する場所を選せん択たくできる。

上陸した者は各自の判断・自己責任で開かい催さい期間である二週間を過ごして良い。







※第一回戦勝利条件




幾重に重なり合った星を辿り、古き英雄を訪ね、大父神宣言の謎を暴け。




太陽主権戦争進行委員会　印』






　そして、二枚目の地図にはこう書かれている。




　東の〝サントリーニの迷路ラビリンス〟。

　北の〝牛飼いたちの放牧場フアーム〟。

　南の〝オレイカルコス鉱山マイン〟。

　西の〝ヘラクレスの石柱ピラー〟。




〝契約書類〟の内容を再読したアルマは、興味深そうに鈴華を見た。

「ふむ………確かに、〝契約書類〟とプラトンの原文があれば推測は可能ですね。ですが肝かん心じんの原文は何処で確認しました？」

「ローマ教皇庁にある秘密文書保管所で保存されていたものです。最近になって一いつ般ぱん公開されたんです」

「………ローマ教皇庁？　ではヴァチカンに？　どのような経けい緯いで？」

「ええと、どのような経緯でヴァチカンに保存される流れになったのかはわかりません」

「ではどのようにして、此処がギリシャ圏けんの土地であると推測したのですか？　ラテン語の誤訳はこのアトランティス大陸がギリシャ圏にあるという確信が必要なはずです」

「あ、それは意外に早く見つかりました。西の大地の水すい没ぼつした遺い跡せきには石柱にラテン語が彫ほられていましたし、私の姉弟きようだいが地質的にギリシャのものに極きわめて近いと言ってました」

　釈天とくてるが地質調査用の研究機材を持ち込ませていたのはその為ためだったのだろう。累るい計けいで五億円もの出費になったが、無む駄だにならずに済んだのは何よりだ。

　アルマは僅わずかに視線を緩ゆるめ、最後の質問をする。

「なるほど………では最後の質問です。この地には灌かん漑がい農業を行った跡あとがありました。しかし古代ギリシャ、それもアトランティス大陸があったとされる時代には灌漑農業は発展していなかったはずです。この謎はどう解きますか？」

「ええと………要するに、他ほかの国と文明圏が重なり合っていた地域ということですよね。それに木々は南国のものに近く、原住民は牛のお面をつけていました。これらを統合すると………」

　世界地図を脳内で広げた鈴華は先ほど考察したキーワードを羅ら列れつしていく。




　───古代ギリシャ世界では普ふ及きゆうしていなかった灌漑農業跡。

　───暖かい気候と南国に近い木々と生態系。

　───牛信しん仰こうが厚い地域で装そう飾しよくにも使われている。




　異なった文明圏が交わっていたということは、必然的に文明圏の境界線上に位置していたということになる。文明の集積を行っていた地域はそう多くない。

　海洋を挟はさんでギリシャ圏とエジプト圏を繫つなぐ土地。

　これら全すべてを繫ぐ場所。解答は一つしかない

「クレタ島に………極めて近い、のかな？」

　鈴華はそこでようやく思い出す。

　此処まで来る道中でアステリオスが原住民に捕とらわれたのは、クレタ島に関連した理由があったのかもしれない。

　質問に対して流りゆう暢ちような解答をする鈴華に、アルマはキラリと瞳ひとみを光らせた。

「………素す晴ばらしい。これは逸いつ材ざいですね」

「は？」

「いえいえ、此方こちらの話ですよ鈴華さん。謎なぞ解ときがそこまで進んでいるなら共に向かってもいいでしょう。私たちは競争相手ですが、謎解きの深度が同じであれば話は別です。ヘラクレスの石碑までご一緒しましょう」

　急に態度を軟なん化かさせて笑えみを見せ始めるアルマ。

　訳が分からず疑ぎ問もん符ふを大量に浮かべる鈴華。

　黒髪の少女は呆あきれたように溜ため息いきを吐ついてから、ふと思い出したように鈴華を見る。

「そういえば、まだ名乗ってなかったわね。自己紹しよう介かいしてもいいかしら？」

「は、はい！　勿論です！」

　背筋を伸のばして緊きん張ちようした面おも持もちで返事をする。当時から問題児だった十六夜の知り合いということは、確実に迷めい惑わくをかけられてきた被ひ害がい者しやの一人である。どんな愚ぐ痴ちを聞かされることになるのかと、構えてしまったのだろう。

　………しかし鈴華は知らない。彼女は決して十六夜の被害者などではない。

　彼女こそ逆廻十六夜と共に召還された、同期の桜にして共犯者。

　ロングスカートの裾すそを持ち上げて悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた少女は、新しい遊び相手に名を告げた。




「初めまして。私は久く遠どう飛鳥あすか。戦後間もない昭和から召しよう還かんされた、異い邦ほう人じんの一人です」




　　　　＊




　お互たがいの自己紹介を終えた久遠飛鳥、彩里鈴華、アルマテイアの三人は、目的の場所に向かって歩み始める。

　その道中、飛鳥は鈴華から今の十六夜について話を聞いていた。

「外界と箱庭を交こう互ごに、か………十六夜君も私たちと同じようなことをしていたのね」

「飛鳥さんも私たちの時代に？」

「ふふ、違ちがうわ。私は平安時代に用事があってね。一一世紀～一二世紀の間を行ったり来たりってところよ」

「源平合戦の頃ころですか！　うわあ、超ちよう気になる！」

　意気投合した飛鳥と鈴華は、大陸の西の端はしにある岬みさきに来ていた。

　丈たけの短い草に薄うつすらと覆おおわれた岩いわ肌はだは、度たび重かさなる地ち殻かく変動で地層が隆りゆう起きし、激しい凹おう凸とつを形成している。

　歩きにくい其そ処こから更さらに海の方に目をやると、突とつ然ぜん緑が断たち切られ、その下は斧おので強ごう引いんに叩たたき割られたような険しい断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきとなっていた。

　その岸がん壁ぺきは長い年月の間雨風に晒さらされ、波に削けずられ、人が立ち入ることを頑かたくなに拒こばみ、生命を営めるのは風に煽あおられながらも大きく翼つばさを広げている海鳥しかいない。

「それにしても………まさか断崖絶壁、それも縁へりの横穴に隠かくされているとはね。この場所なら偶ぐう然ぜん見つけるのは難しいんじゃないかしら？」

「そうとも限りません。例え謎が解けずとも、〝ヘラクレスの石柱〟へ向かう者は多いでしょう。アトランティス大陸がギリシャ圏のことだと知っていれば、行く当てがなくとも当てずっぽうで散策しに来るでしょうから」

　地図上にはサントリーニ、オレイカルコス、牛飼いなど、アトランティス大陸に所縁ゆかりのあるキーワードが記載されている。

　ミスリードなのか、それとも向かうべき順序があるのか。

　聞きかじりの知識でも、此処まで足を運んでくる参加者は多いだろう。

「とはいえ、断崖絶壁の横穴を熱心に探す者は少ないでしょう。確率は四分の一、確信が無ければ更にその四分の一というところでしょう」

「ふふ。上手うまく行けば、私たちが一番乗りというわけね。………それにしても、鈴華さんの空間跳ちよう躍やくに助けられたわ。危あやうくロングスカートでジャンプするところだったもの」

「こ、これぐらいどうってことないっすよ！」

　手を振ふりながら謙けん遜そんする鈴華。

　断崖絶壁だけあって風が強く、飛び降りている最中に流されてしまう危険性もあった。何よりロングスカートのまま飛び降りては不格好な落下になっていただろう。

　横穴を進むアルマは不思議そうに首を傾かしげながら問う。

「しかし空間跳躍とは驚おどろきました。恩おん恵けいの中でもレアリティの高いものでしょうに。何処どこで手に入れたのですか？」

「生まれつきっす。物心ついた時には出来るようになってましたし」

　ほう、とアルマは興味深そうに相あい槌づちを打つ。

「天性の恩恵………外界で超ちよう能のう力りよくと呼ばれる類たぐいのものですが。極めて興味深いですね。私の時代だと恩恵は必ず神しん霊れい・星せい霊れい・龍りゆう種しゆの三種が力を与あたえたか、もしくは試練として与えられたものでもありましたから」

「し、試練が恩恵なんですか？」

「場合によっては。神々が試練を与えずに放置してしまった場合、何処かで人類の歴史そのものが途と絶だえてしまっていた可能性もあります。………この度のゲームにも書かれている〝大父神宣言〟の謎なぞを知った時、人と神の関係性について学ぶことが出来るでしょう」

　含ふくみ笑いを浮うかべて上じよう機き嫌げんのまま突つき進むアルマテイア。

　鈴華は飛鳥に近寄り、小声で問いかける。

「アルマさんって、何だか知的な雰ふん囲い気きのある人ですね。ギリシャ神話にも詳くわしいし」

「そりゃそうよ。だって彼女、ギリシャの女め神がみだもの」

「め、女神様!?」

「ええ。それもギリシャ神話の主神ゼウスの乳母うばを務めた女神ね」

　何ですと!?　と大声を上げる鈴華。

　アステリオス達の話だと主神ゼウスとは、今回の議題である〝大父神〟その人の筈はずだ。その乳母を務めた女神ならば、謎を解くまでも無く解答を知っていてもおかしくはない。

「で、でも………その、ソレっていいんですか？」

「どういうこと？」

「だってゲームの解答を知ってる人が謎解きに参加したら、競争としてのゲームが成立しないような気がするんですけど………」

「それについてはご安心を。私の目的はマスターを育てることであって、マスターを優勝させることではありません。ヒントは与えますが解答は与えません」

「……という事よ。女神というだけあって、世間一般的な従僕って言葉が通用しないの」

　はあ、と溜息を吐いて横穴を突き進む飛鳥。

　高低差の激しい洞どう窟くつを飛鳥が覗のぞき込むと、暗く深い岩の裂さけ目が下へと延びていた。

　しかし中は不思議なことに仄ほの明るい。

　天てん井じようを見上げると、何かが星の様に瞬またたいているのが分かる。

　それはキラキラと輝かがやく粘ねん液えきで、その光に寄って来る小さな虫を何者かが捕ほ食しよくしているらしい。その光の網あみは洞窟中に張り巡めぐらされ、行き先を照らしてくれていた。

　壁かべ一面には傘かさの様な鍾しよう乳にゆう石せきが幾いく重えにも張り付いている。虫たちの蠢うごめきが作り出す光がそれらを照らし、その陰いん影えいが不気味な人の顔の様に見える。その一方で、節くれだった石せき筍じゆんや石柱が何本も聳そびえ立つ様は厳おごそかで、まるで神しん殿でんの様であった。

　最さい奥おうに近い場所に着いた途と端たん、先頭を歩いていたアルマが両手を広げて二人を止めた。

「───お待ちください」

「如何どうしたの？」

「誰だれかいます。マスターも警けい戒かいしてください」

　緊きん迫ぱくしたアルマの声に、二人も真しん剣けんな表情になる。

　この地に誰よりも早く来たということは、〝契約書類ギアスロール〟の謎を解いてこの場に来たということだ。並なみ大たい抵ていの智ち謀ぼう家ではない。

　壁の物もの陰かげに身を潜ひそめながら最奥の間を覗いたアルマ。

　最奥の間からは、幼い少女の声が響ひびいてきた。

「………うん……うん、わかっているのよ。此れぐらい一人で出来るわ。ジェームズは心配し過ぎなのよ」

（………女の子？）

　綺き羅らと光る金糸のような髪かみ。

　松明たいまつの様な微かすかな光でも流りゆう麗れいとわかるその髪に、アルマは視線を奪うばわれた。永く生きてきたアルマだが、此れほど見事な金きん髪ぱつは数えるほどしか見たことが無い。

　少女が身体からだを左右に振ると、まるで美しい毛並みの小動物が戯たわむれているかのようだ。

「何者かと話しているようですが………あの黒い物体は一体………？」

「あら。アレって黒電話の受話器じゃない？」

　ひょこり、と横から顔を出す飛鳥。同じくひょこりと顔を出した鈴華が補足する。

「古い電話だねー。黒電話なんて昔の映画ぐらいでしか見たことないですよ。そもそも回線繫がってるのかなあ？」
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「線らしきものは見当たりませんが………要するに、その電話を模した連れん絡らく用の小道具ということでしょう」

　きっと作った本人の趣しゆ味みに違いない。

　アルマは改めて耳を澄すまし、金髪の少女の会話を盗ぬすみ聞く。

「ジェームズの言う通りだったわ。〝ヘラクレスの石柱〟は石せき碑ひだった。〝幾重に重なり合った星〟というのが二重の意味を持っていたのね。………え？　一人で大だい丈じよう夫ぶかって？　だ、大丈夫よそれくらい！　私もう十二歳よ！　立派なレディだわ！」

　プクっと頰ほおを膨ふくらませて拗すねる金髪の少女。

　言動からして飛鳥や鈴華と同じ参加者プレイヤーなのだろうが、競争相手というには幼過ぎる。此れではまるで子供のお使いか何かだ。

「あ、あの。あんな小さな子を一人で放ほうっておいていいんですか？」

「………そうね。危険はなさそうだし、出て行ってもいいんじゃないかしら？」

「いえ、もう少し情報を集めましょう。相手は謎解きを含め、一番初めの到とう着ちやく者です。何かしらのアドバンテージを得られる可能性が高い」

　二人を諫いさめるアルマは、金髪の少女を警戒していた。

　子供だからといって不用意に近づくのは危険な場合がある。

　他ほかの場所ならいざ知らず、此こ処こは人外魔ま境きようの箱庭の世界。

　あんな子供が人ひと喰くいの怪かい物ぶつである可能性も否定出来ない。

「ええ………え？　伯母おば様？　あ、はい！　私一人でもお使いが出来ました！　私たちが一番乗りです！　伯母様も………レティシア伯母様も、喜んでくださいますか!?」

　飛び上がってはしゃぐ金髪の少女。だが驚いたのは飛鳥も同じだった。

「レティシア伯母様………え、レティシア!?」

　金糸かと見み紛まがうほどの流麗な金髪と紅あかい瞳ひとみ。表情は幼いが、飛鳥の知るレティシアの面おも影かげがある。何よりあの外見ならば吸きゆう血けつ鬼きである可能性は極きわめて高い。

　ガタン！　と、物もの陰かげから飛び出た飛鳥は一直線に金髪の少女に歩み寄った。

「え………ちょ、ちょっとマスター!?」

　突然のことにアルマは驚いた。鈴華も驚いた。

　だが金髪の少女はもっとびっくらこいた。

　黒電話の受話器を三回転させて取り落とし、落ちた受話器がコロコロと転がって飛鳥の足元で止まる。

　飛鳥は勢いよく受話器を拾い、蟀谷こめかみに青筋を立てて叫さけんだ。

「ちょっとレティシア!!　貴女あなたいま何処にいるの!?」

『その声………まさか、飛鳥か!?』

「そうよ！　春日かすか部べさんからレティシアが居なくなったって手紙を貰もらってから、ずっと心配していたのよ!?　一言もなく姿を消すなんて、うちの侍じ女じよ頭がしらはそこまで礼れい儀ぎ知らずだったのかしら!?」

『す、すまない。本当に申し訳なく思っているから、少し私の話も聞いてくれないか？』

　怒ど濤とうの勢いで叱しかられるレティシアと、怒濤の勢いで叱り飛ばす飛鳥。

　金髪の少女は突然の出来事に口をパクパクさせながら硬こう直ちよくしている。突然出てきた女性に受話器を奪われたのだから仕方がないといえば仕方がないのかもしれない。

　傍そばで控ひかえていた鈴華は困こん惑わくしつつも、隣となりに居たアルマに問いかけた。

「………あの、レティシアさんとは？」

「マスターの元メイドです」

「メ、メイドさんですか」

「はい。金髪美少女吸血鬼の元メイドです」

「金髪美少女吸血鬼のメイドさんですか!?　流石さすがは異世界ですね！」

　生メイドなど鈴華が居た世界では滅めつ多たにお目にかかれるものでもなければ、そもそも耳にする機会がない。

　しかも金髪美少女吸血鬼メイドとは、戦力的にも圧あつ倒とう的ではないか。

「それで、レティシアは今どこにいるの？　無事なの？」

『無事………といえば、まあ無事だ。わけあって今は姪めいの面めん倒どうを見ている。詳しい事情は十六夜たちに聞いてほしい。旧〝ノーネーム〟のメンバーもそこに集まっている筈だ』

　あら、と飛鳥は意外そうな声を上げる。

「旧〝ノーネーム〟の方たちが？　レティシアとクロアさん以外の？」

『飛鳥。今生の頼みがある。聞いてくれるか？』

「あら、今生の頼みとは随ずい分ぶんと他人行儀ね。久しぶりに話す仲間のお願いぐらい低金利で聞く準備はあるわよ？」

　皮肉めいた笑いで茶ちや化かす飛鳥。

　受話器の向こうで険しい顔をしていたレティシアは、思わず口元を緩ゆるめてしまった。

『ありがとう。持つべきものは頼もしい主あるじだな。………それで相談なんだが。私の姪であるラミアを、少しの間でいいから預かってくれないか？』

「えッ[image: !!?]」

　今度は金髪の少女───レティシアの姪であるラミアが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　飛鳥から受話器を奪い取ったラミアはレティシアに向かって叫ぶ。

「お、お、お、おば、伯母様[image: !!?]　盟主代行である私がコミュニティから離はなれては不味まずいと思うのだけれど[image: !!?]　しかも見ず知らずの人間に姪を預けるなんて、」

『確かに痛手だ。それに一時的にとはいえ、ラミアに離れられるのは辛つらい。とても辛い。ラミアはとても聡そう明めいで実力もある。何より可愛かわいい姪と離れるのが伯母として辛い』

「そ、そうよね!?　そうですよね！」

『だがな、ラミア。彼女たちは私の恩人でもあるのだ。もし彼女たちが居なければ、私は箱庭の都市の外側で奴ど隷れいにされ、好色家たちに弄もてあそばれる日々を送っていただろう』

　レティシアの告白に、ラミアの顔が強こわ張ばった。

　此れは逆廻十六夜、久遠飛鳥、春日部耀ようの三人が箱庭に召しよう喚かんされたばかりの頃ころの話。

　東の第五桁けたに本ほん拠きよを構える〝ペルセウス〟によって、レティシアは売り払はらわれようとしていた。箱庭の吸血鬼は誰もが麗うるわしい外見と金の髪を持ち、また強きよう靱じんな肉体を持って生まれてくる。しかしそんな吸血鬼にも絶対的な弱点が存在している。

　吸血鬼たちは太陽光の直射を受けられず、彼らが太陽の下で生きていくには、箱庭の大天幕によって守られる必要があるのだ。

　大天幕の加護を受けられない箱庭の外は、吸血鬼たちにとって天然の牢ろう獄ごくと変わらない。そんな場所に、当時の〝ペルセウス〟のコミュニティはレティシアを奴隷として売り飛ばそうとしたのだ。

『私たちは外界で認にん知ちされている一いつ般ぱん的な吸血鬼とは別物だ。たった一つしか弱点が無い代わりに、その一つが致ち命めい的なものとなっている。もし都市の外に売り払われていたら………私に出来たことは、己おのれの尊厳の為ために自害することぐらいだっただろうな』

「………伯母様」

『彼女はそんな私の大恩人だ。こうして巡り合えたのも何かの縁えん。彼女に力を貸してやってくれないか？』

　一いつ瞬しゆん、会話が途と切ぎれる。

　だがラミアの声が唐とう突とつに冷たくなり、

「伯母様。相手は人間です。私たちの最終目標を考えれば、馴なれ合うべきではありません」

　今までの幼さを押し殺した声こわ音ね。

　人間に対する明確な侮ぶ蔑べつと嫌けん悪お、そして怒いかりが幼い身体を震ふるわせている。

「人間たちの偏へん見けんが、怨えん嗟さが、詩人たちの享きよう楽らくが、吸血鬼の女王であるお母様をあのような化け物にしてしまったこと。私は決して忘れていません。───人類に報むくいを、詩人たちには絶ぜつ滅めつを。それが私の願いだとお伝えしましたよね？」

　寂さびしそうな声で、縋すがるように訴うつたえるラミア。その声には親愛と依い存ぞん愛が絡からみ合い、消えてしまいそうな儚はかなさと、燃え上がりそうな怒りが含ふくまれている。

　応答を間ま違ちがえれば、ラミアは今からでも親愛を憎ぞう愛あいに変えてしまいかねない。

　レティシアは少し言葉を詰つまらせたが、それでも諭さとすように続けた。

『………頼たのむ。不ふ甲が斐いない伯母の為、王族の名めい誉よを挽ばん回かいしてくれないか？　私たちの目的を果たしてからでは恩を返すのは不可能だろう？』

「………。わかりました。ですが今回だけです。この件が終われば伯母様と彼女たちは無関係の間あいだ柄がら。伯母様は、私だけの伯母様になる。そう約束してくださいますか？」

『ありがとう、ラミア。もう一度飛鳥に代わってくれ』

　飛鳥を強く睨にらみつけたラミアは受話器を投げ、そっぽを向きながら平らな岩に腰こしを掛かける。どういうことなのかサッパリ状じよう況きようを摑つかめていない飛鳥は、彼女に聞こえない距きよ離りまで離れてからレティシアに問うた。

「………あの、レティシア？　どういうこと？」

『すまない。姪のラミアを頼む。………私一人では、その子を救うためにどうすればいいのかわからないんだ』

　無力感の籠こもったレティシアの声音に、飛鳥は溜ため息いきを吐つく。

　それと同時に、状況を悟さとった。

（要するに………レティシアが〝ノーネーム〟を離れたのは、姪であるこのラミアさんに関係があるってことね）

　人ひと質じちにされているのか。

　騙だまされているのか。

　又または何かの恩おん恵けいで洗脳されているのか。

　どのような状況なのかまでは、レティシアには説明する権利はないようだ。

「………馬ば鹿かね。相談してくれたら、私や十六夜君も飛んで帰ったのに」

『………言葉もない』

「別にいいわ。よく考えたら、離れていた私がどうこう言える立場じゃないものね。事情が分からないから何とも言えないけど、とりあえずラミアさんと一いつ緒しよに行動してみて、私なりのやり方で問題を解決する。基本方針はそれでいい？」

『勿もち論ろんだ。飛鳥なら………私の主人になら安心して任せられる。何せあの原石だった問題児が二年も修しゆ行ぎようしてきたんだ。きっと私よりも頼もしくなっているに違いない』

「ふふ、それについては期待しておいていいわ。レティシアも気を付けてね」

　頼もしい言葉にレティシアは頷うなずいて返し、通話を切った。

　それと同時に受話器がギフトカードになってラミアの手に戻もどる。今まで見たことの無い機能に少しだけ好こう奇き心しんが疼うずいたが、今はそれどころではない。

　コホンと咳せき払ばらいをした飛鳥は、ラミアを振ふり返った。

「ええと、ラミアさんでいいかしら？　私は久遠飛鳥。太陽主権戦争の参加者プレイヤーの一人よ」

「………知ってるわ。そっちの女め神がみがアルマテイアでしょ」

「おや、私のこともご存じでしたか」

「当然よ。今回のゲームの内容、貴女にとっては謎なぞ掛かけにならないでしょう？　どうしてもっと早くに来なかったの？」

「私の目的はマスターの成長であって、優勝ではありませんから」

　フンッ、とラミアは鼻で笑い飛ばした。随ずい分ぶんと暢のん気きなことだと思ったのだろう。その仕草は如何いかに可か憐れんな少女であっても可愛げの欠片かけらも感じられない。

　だが何故なぜか飛鳥は口元に笑えみを浮うかべ、微笑ほほえましく近づいた。

「さ、行きましょうか。奥は薄うす暗ぐらいし、手でも繫つなぐ？」

「結構よ。子ども扱あつかいされるのは不ふ愉ゆ快かいだわ。………あと、一番乗りは私たちのコミュニティ。それは譲ゆずれないのだわ」

「大だい丈じよう夫ぶよ、それくらい分かってる」

「しかしよくこの場所が分かりましたね。並の知識では此こ処こに到とう達たつすることは不可能でしょう。流石は吸血鬼の王族。見事な智ち勇ゆうと讃たたえずにはいられません」

　極ごく上じようの笑みでラミアを持ち上げるアルマ。

　ラミアは尖とがらせていた唇くちびるを少し和やわらげ、得意気に金きん髪ぱつを搔かき揚あげて胸を張る。

「当然じゃない。私たちのコミュニティには〝最強〟を確信して呼び出されたゲームメイカーが在ざい籍せきしているの。誰だれが相手でも彼には勝てないわ」

「………ほう。〝最強〟のゲームメイカーと来ましたか」

　アルマの笑みが鋭するどくなる。

　修しゆ羅ら神仏が集つどうこの箱庭の世界で〝最強〟の名は決して軽くない。

　神しん霊れいにせよ、英えい傑けつにせよ、一つの世界で頂に立つ者が集うのがこの世界だ。

　その箱庭で軽々しく〝最強〟を口にしていいわけがない。

　本来なら嘲ちよう笑しようで返すところだが、アルマは一ひと先まずその嘲あざけりを横に置く。

　実際問題、この地に足を運ぶには相応の知識が必要だ。鈴華の様に地政学的な見地で当たりを付ける者もいれば、ヘラクレスの石柱というだけで訪おとずれる者もいる。

　だが───ラミアとレティシアの先ほどの会話を聞く限り、彼女たちは正当な推理を以もって此処に辿たどり着いたように思えた。

　それも鈴華と同じく、プラトンの原文を読んでいなければ正確な推理は不可能だ。

「〝最強〟であることを自じ称しようした以上、此方こちらも礼れい儀ぎとしてお聞きしましょう。貴女あなたのゲームメイカーはどの様な手段でこの地に足を運ぶように提案したのですか？」

「そんなの、プラトンの書いた原文を読めばすぐに解けるわ。まあ簡単に読むことが出来ない場所に保存してあるから、〝如何どうしてその場所に保管されることになったのか〟という経けい緯いから推理出来ないとパーフェクトとは言えないでしょうね」

　ラミアの言葉に、飛鳥と鈴華は視線を交かわして頷き合う。

　鈴華は先ほど〝プラトンの原文が一般公開されたから読むことが出来た〟と口にした。だがラミアは一般公開された事実を知らない。

　この矛む盾じゆんが意味するところは余りにも大きい。

（ゲームメイカーは一般公開されるより前の時代の人物。十六夜君たちとは違う時代の人間ということ）

（しかも原文がローマ教皇庁の秘密文書保管所に保存された経緯を推理することが可能で、尚なお且かつヴァチカンに顔が利きく人物………え、ヤバくない？）

　秘密文書保管所が一般公開されるようになったのは近代に入ってからのことだ。外部の研究者たちには並なみ大たい抵ていのコネクションでは立ち入ることが出来ない。例え推理が可能であっても、相応の身分が無ければ存在を確認することすら出来ないだろう。

（………なるほど。最強のゲームメイカーなどと放言したくなるわけです。太陽主権戦争と云いえば箱庭を代表する大おお舞ぶ台たい。状況と立場が嚙かみ合った結果とはいえ、先せん陣じんを切ることに成功すれば名を売る為にその様な手段をとることもあるか）

　アルマは評価を話半分に留とどめておく。

　少なくとも〝ローマ教皇庁にコネクションを持つ人物〟ということははっきりした。

　相手からアドバンテージを奪うばうにはこれで十分だろう。

「ふふ。ラミアさんのご友人は素す晴ばらしいのですね。もし機会があれば指南いただきたいものです。───さて、そろそろ本題に移りましょうか」

　アルマが一歩前に出る。

　最さい奥おうの間に在った石せき碑ひは到達者たちを待ちかねていたかのように薄うすく光っている。

　石碑に触ふれようとしたアルマを慌あわてて押しのけたラミアは、胸を張って石碑の盤ばん面めんに触れた。




　　　　＊




　───視界が白い光に包まれる。

　瞼まぶたを閉じても目が眩くらむほどの閃せん光こうに、一同は反射的に己の顔を庇かばった。アルマテイアは〝境界門〟が開いたのだと瞬しゆん時じに悟ったが、何処どこに飛ばされたのかまでは分からない。

　臨戦態勢のまま身を任せていると───

　突とつ如じよ、別の洞ほら穴あなの宙空に放ほうり出された。

「わ!?」

「きゃ!?」

「マスター！」

　飛鳥と鈴華を抱だき寄せたアルマテイアは、洞穴の下にある湖に落下した。ラミアは悠ゆう々ゆうと黒い影かげの翼つばさを広げて飛ひ翔しようし、落下した三人を呆あきれながら見る。

　鍾しよう乳にゆう洞どうに生息している光る虫はこの地でのみ見られる生物だ。

〝境界門〟で別の場所に跳ちよう躍やくしたが、アトランティス大陸の外に出たわけではない。

　ラミアは現状を確認してから溜息を吐く。

（不用心に落ちたけど、湖に毒とか仕込まれている可能性を考えないのかしら？）

　見知らぬ土地の水に触れるだけでも警けい戒かいするべきなのに、飛び込むなど論外だ。どんな怪かい物ぶつが棲すみ着いているかも分からない土地だというのに。

　呪じゆ術じゆつの類たぐいを受ける可能性だって考こう慮りよしなければならない。

（全く、こんなレベルの低い人たちと行動しなきゃいけないなんて………伯母おば様は何を考えているのかしら）

　不満そうに頰ほおを膨ふくらませて顔をそむけるラミア。

　彼女にしてみれば、辛かろうじて認めてやってもいいのはアルマテイアだけだろう。

　何せ神王インドラに並ぶ最強の神霊と名高い、大父神ゼウスを育てたという女神だ。警戒しておくに越こしたことは無い。

　今回のアトランティス大陸の謎なぞについても情報を独どく占せんしている可能性が───

（あ………そ、そういうことなんだわ！）

　パァ、とラミアの表情が明るくなる。

（アルマテイアから大父神ゼウスの情報を聞き出せれば、ゲームを優位に進められる！　伯母様は私に諜者スパイをしろと言っているのだわ！）

　得心がいったラミアは嬉うれしそうに両手を振って喜ぶ。決して、自分はレティシアに煙けむたがられているわけでは無い。ちゃんと意味のある行動だったのだ。

　そうと決まれば彼女たちに取り入る作戦を考えねばならない。

　湖面に近づいたラミアは偉えらそうな笑顔で影の翼を広げる。

「仕方ないわね。ほら、摑まりなさいな」

「た、助かるわ………！」

「ぐおお………何か箱庭に来てから落下してばっかりな気がする！」

　飛鳥と鈴華はラミアの翼に摑まり、岸の方へと戻っていく。

　アルマは気持ちよさそうに水泳しながら先回りして安全を確かく認にんする。

　地底湖の天てん蓋がいは非常に高く、先ほどの洞どう窟くつよりも更さらに深い場所にあるようだ。アルマは湖の周囲に設置された街灯を見ると、瞳ひとみを見開いて驚おどろく。

「此れは………ガス灯でしょうか？」

「ガス灯？」

「天然ガスを用いた街灯です。如何やらこの場所の至る所から噴ふき出ているようですが………もしかしたらこの場所は、地下数千メートルに存在しているのかもしれません」

「でもガス灯があるっていうことは、人が住んでいるってことですよね？」

　鈴華の言葉に三人とも頷く。先ほどまでの鍾乳洞は精々五〇メートル程度だったが、この地底湖は天蓋までの距きよ離りだけで五〇〇メートルはあるだろう。

　飛鳥はスカートの裾すそを絞しぼりながら不思議そうに天蓋を見る。

「地底湖は人間が造ったわけじゃなさそうね。精せい霊れいたちかしら？」

「精霊たちの巣というには神聖な雰ふん囲い気きが漂ただよっています。恐おそらく、造ったのは神霊でしょう。力学的に耐たい久きゆう性の高い造形をしているのを鑑かんがみると、地母神に属する類の神霊が生み出した場所かと推測できます」

　瞳を細めて天蓋を睨にらむアルマ。崩くずれないように曲線を描えがいた円えん筒とう状にすることによって空洞が簡単に押しつぶされないようにしている。

「精霊の造った自然洞窟ではあのような形になることはあり得ません。間ま違ちがいなく神霊の業わざです」

「なら神聖な場所で間違いないわね。舗ほ装そうされた道もあるし、原住民の人も近くにいるかもしれないわね。ならこんな格好のままで会うのは良くないわ」

　スカートの裾を払はらう仕草を飛鳥がすると、何時いつの間にか服が乾かわいていた。鈴華の服も先ほどまでと全く同じ様に乾いてしまい瞳を瞬またたかせて驚いている。

　一いつ瞬しゆんで乾いた衣服に喜びながら鈴華はクルクルと回った。

「うわあ………なんだか、雨の日に役立ちそうな魔ま法ほうですね！」

「ふふ。魔法ではないけれど、私の新しい仲間がこういうのが得意なのよ。………ほら、ガラティア。怯おびえてないで出てきて挨あい拶さつなさい」

　飛鳥の長い髪かみの後ろから、小さな精霊がヒョコリと顔を覗のぞかせる。

　亜あ麻ま色いろの髪を三つ編みにして垂らしているガラティアという精霊は、警けい戒かい心しんを最大にして鈴華を睨みつけている。だが鈴華は瞳を輝かがやかせ、

「こ………小人さん!?　何コレ超ちよう可愛かわいいんですけど!?」

「小人型の精霊ね。ギリシャではニンフって呼ばれているそうよ」

　自し然ぜん霊れいの上位種であるニンフはギリシャの伝承では様々な役割をもって登場する。中には神霊に匹ひつ敵てきするほどの精霊が居るほどだ。

　その愛らしさに瞳を輝かせた鈴華は手を伸のばして乗せたい衝しよう動どうを必死に抑おさえている。

「さ、さ、触さわってもいいでしょうか!?　具体的に言うと、手の平に乗せて柔やわらかそうなほっぺをツンツンしてもよろしいでしょうか!?」

「ん～それはどうかしら。………どうする、ガラティア？」

「ヤ、ヤダー！」

　飛鳥が笑いかけると、ガラティアは頰を染めてブンブンと首を横に振ふる。

　如何やら恥はずかしがり屋の精霊らしい。ガラティアは警戒心を強めたまま、ササっと飛鳥の首の後ろに隠かくれてしまった。

「あらら………ごめんね、鈴華さん。さっきの落下で怯えちゃったみたい」

「いえいえ、お気になさらず！　隙すきを見て仲良くなる作戦を立てておきますんで！　それより凄すごいですねガラティアちゃん！　精霊ってみんなこんなことが出来るんですか？」

「この子が水辺の精霊だからよ。少し前にスキュラ───」

「スキュラ？」

「えっと、この子と同じ水辺の精霊で、私の新しい仲間の一人ね。その子にお願いされて魔ま女じよ退治に出かけたのだけど、その時に懐なつかれたのよ。この子が一いつ緒しよのお陰かげで箱庭によくある落ちモノトラップも怖こわくないし、その水が有害かどうかもすぐわかるの」

「………ふぅん？」

　隣となりで聞いていたラミアはピクリと眉まゆを動かす。先ほどは無策で湖に落ちたのかと思っていた彼女だが、如何やら一応の危機管理はしていたらしい。

　三人が話している間、アルマは石碑らしきものを確認していた。

「マスター。こちらの畔ほとりに次の石碑があります」

「仕事が早いわね、アルマ」

「ちょっと！　最初に触れるのは私という約束でしょ!?」

　小走りで割り込むラミア。

　先ほどと違ってこの地の石碑には文字が刻まれていた。

　ラミアの後ろから石碑を覗き込んだ飛鳥たちは、その文面に目を通す。




『　─　lost　Atlantis　fastmission　─


古き英えい雄ゆうを訪ねし者たちよ。

汝なんじらの智ち恵えを認め、新たなる試練を開かん

海かい魔まを打だ倒とうし、己おのが武を示すがよい　　　』






　読み終わった刹せつ那な───地底湖が巨きよ大だいな渦うずを巻いてうねり始めた。

　水流と共に伸びる触しよく手しゆが洞穴の天蓋まで届くと同時に鍾乳石を摑つかみ上げる。叩たたき折られた鍾乳石が雨の様に広がると、アルマは鋼はがねの天幕となって全員を覆おおった。

　横から顔を出した飛鳥は地底湖の中から現れた敵を見み据すえる。

「………なるほど。智力の次は武力ということなのね。ゲームのコンセプトが見えて来たかもしれないわ」

「そ、そんなことを言ってる場合じゃないですよ!?　早く奥に逃にげないと！」

「まあまあ、落ち着いて。───アルマ。アレが何かわかる？　ギリシャ系？」

「いえ、わかりません。海綿体の触手があるということは、造形的には海かい獣じゆうのカリュブディスに近いと思うのですが………」

　珍めずらしく歯切れが悪いアルマ。

　飛鳥と同じように顔を乗り出したラミアは、敵を見るや否いなや顔を顰しかめた。

「ふぅん………神格持ちの海獣ね。あれ完全に神しん獣じゆうじゃない」

「神獣？」

「ええ。低級だけど神しん霊れいよ。確かカリュブディスって大地母神ガイアの娘むすめでしょ？　この地底湖が神聖な場所だというのなら、その守護者として招かれたんじゃない？」

　神獣カリュブディス───其それはギリシャ神群にて語られる海の獣けものだ。

　大地母神ガイアと海神ポセイドンの娘として生まれたカリュブディスは罪を犯おかしたことにより、イタリアのメッシーナ海かい峡きようを護まもる海の獣に変えられたという。

　陸地を隔へだてる海峡の神獣は大渦を造り出し、海を渡わたる英雄たちの旅路を阻はばんだという。

（ガイア直系の神獣となると、ケルベロス辺りと同格ってことかしらね。………まあ、私の敵じゃないけれど）

　ラミアはどうしたものかと考えていた。ラミアが少しその気になればあの程度の敵など倒たおすのは容易たやすいことだ。少なくともラミアには十二分にその力がある。

　彼女は外界の吸きゆう血けつ鬼きとは別の生態系を持つ種族だ。水が苦手とされる吸血鬼とはほぼ無関係と言い切っていい。この程度の水流でどうこうなることは無い。

　しかし………〝ウロボロス〟の盟主の一人である自分が、簡単に手の内を他人に見せてもいいものなのだろうか。

「アルマテイア。貴女あなたなら簡単に倒せるんじゃないの？」

「あー………ん、それは、」

「海獣の類は雷かみなりを霧む散さんさせて逃がしてくるのよ。ほら、海に落らく雷らいしても何も起こらないでしょう？　海中の魚だって落雷を受けても無事だって話だし」

　海水は導電率が極きわめて高く雷が落ちても海面で霧散させてしまう為ため、落雷によって海かい棲せい動物の命が奪うばわれることは少ない。

　海上に居るならともかく、海の中に潜もぐられていてはほぼ効果が無いのだ。

「地底湖を吹き飛ばすつもりでやればまた話は違いますが………アレがもしも伝承にあるカリュブディス本人なら、倒してしまうのは少し心苦しい。彼女もスキュラ達と同じく、怪かい物ぶつに変えられた伝承を持つ者です」

　飛鳥の表情が途と端たんに不快な色に染まる。

　腰こしに下げた日本刀の柄つかに手を置くと、海底に潜ひそむ獣を睨んだ。

「………そういうこと。なら私の出番かしらね」

「私は鈴華さんを守っていて動けません。一人でいけますか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。鈴華さんもラミアさんも、此こ処こを動いちゃ駄だ目めよ！」

　軽い足取りで飛び出して行く飛鳥。鈴華は驚いて叫さけんだ。

「ちょ、ちょっと飛鳥さん!?」

　怒ど濤とうの勢いで降り注ぐ鍾しよう乳にゆう石せきを搔い潜くぐり、飛鳥は湖畔まで一気に距離を詰つめる。片手に風切り笛を構えた彼女は、先ほどの様に大地を隆りゆう起きさせて盾たてにする。

　カリュブディスは己おのれの攻せめが効かぬと判断するや否や、地底湖に巨大な渦を造り出して己の身体からだを晒さらした。その姿は巨大な海月くらげの様にも見えたが、無数に伸びた触手には牙きばの様なものが窺うかがえる。

　ちょっとした大だい蛇じやね、と苦笑いする飛鳥。

　もし触手に捕つかまれば飛鳥の細い身体は軽く食いちぎられるだろう。

　しかし少女とは思えないほどの健けん脚きやくを見せる飛鳥は次々に触手を躱かわして突つき進み、ロングスカートをヒラリと靡なびかせて搔い潜っていく。

「あわわ………！　わ、私も助けないと………！」

「止やめておくべきだわ。それにあの人ならアレくらい大丈夫じゃない？」

　投げ遣やりに言い捨てるラミア。慌あわてふためく鈴華。

　しかしラミアの見立ては正しかった。

　一〇〇を超こえる触手が飛鳥を搦からめとろうと伸びるものの、スカートの裾を捕とらえることさえ出来ていない。地底湖の底から巨大な姿を見せたカリュブディスは鍾しよう乳にゆう洞どうの天蓋に届くほどの竜たつ巻まきを起こして飛鳥を牽けん制せいする。

（身体能力的には半神半人と言ったところね。………けど、肉体と精神が嚙かみ合ってないように見えるのは気のせいかしら？）

　高い身体能力に比べて、足運びが危あやうい印象を受けるラミア。

　まるで別々の人間が一つに重なり合った結果、歪ゆがみが生まれているようにも思えた。その証拠に、竜巻に煽あおられた飛鳥は腰を落とせば防げる程度の攻めに四苦八苦している。

　だが───飛鳥が風切り笛を振ると、彼女の周りにだけ無風の凪なぎが訪おとずれた。此れを好機と見た飛鳥は一気に前進する。

　足首が湖面に浸つかるぐらいの距離に近づくと、飛鳥はギフトカードを取り出して叫ぶ。

「荒あら療りよう治じで悪いけど、湖の中から引きずり出してあげる。───来なさい、ディーン[image: !!!]」

　地底湖の底から伸びる、巨大な二本の鉄てつ腕わん。一体どこに隠れていたのか定さだかではないが、足元からの奇き襲しゆうにカリュブディスは絶ぜつ叫きようを上げた。

『ＰｕＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]』

『ＤＥＥＥＥｅｅｅｅＥＥＥＥＥＮ[image: !!!]』

　巨大な鉄腕に締しめ上げられるカリュブディスは全すべての触手を使って引き剝はがそうと試みるがビクともしない。

　地底湖から現れた紅あかい鋼の巨きよ人じんは胸に刻まれた太陽のシンボルを輝かせて吼ほえ猛たける。

　遠くで見ていたラミアは目め一いつ杯ぱいに眉を歪めた。

（あの太陽のシンボルって………まさか、ギリシャ神話のオールドタロス!?　噓うそ、何で

〝ウロボロス〟から盗ぬすみ出された鉄巨人がこんなところで出てくるのよ!?　しかも神しん珍ちん鉄てつを使って改良されてるし、オールドタイプよりちょっとカッコいいじゃない!?）

　ラミアの口にしてる〝タロス〟とは金や銀、或あるいは青銅で造られたギリシャの自動人形のことだ。

　三年前───〝黒死斑ブラツク・の死神パーチヤー〟の率いた魔ま王おう〝グリムグリモワール・ハーメルン〟が倒された際、ハーメルンの中から分ぶん裂れつしたコミュニティが彼らからとある鉄巨人を奪だつ取しゆし、龍りゆうの純血種たちの力を借りて数世代進化させた紅い鋼の巨人がいた。

　神珍鉄を使うことによって無限の動力を得ることを可能にした鉄巨人。

　神造永久機関を積んだ鉄巨人〝ディーン〟は数々の戦いを越こえて今は久遠飛鳥の忠実な僕しもべとして従事している。

　ディーンはカリュブディスを高く摑み上げて、勢いよく湖畔に叩きつけた。

　刀の柄に手を掛かけた飛鳥は真っ直すぐにカリュブディスを見つめる。

　常人には只ただの怪物にしか見えていないが、刀の柄を強く握にぎる飛鳥の瞳ひとみには違うものが見えている。巨体の中心核かく───淡あわく光る点を見つけた飛鳥は瞳を光らせて吶とつ喊かんした。

「ふっ───[image: !!!]」

　抜ぬき打ち一いつ閃せん、カリュブディスの巨体に剣けん閃せんが奔はしる。

　ラミアはその太刀たち筋すじに眼めが点になった。

（ぼ………凡ぼん庸よう………[image: !!!]）

　此れだけ強力な使い魔を複数所持しているというのに、その居合い抜きは平へい々へい凡ぼん々ぼん、辛かろうじて殺傷能力を維い持じできているという程度のものだった。

　及きゆう第だい点ギリギリ、三回振ふれば二回は赤点を取ってしまうだろう。

　しかし………技術的には凡庸と言い切れる太刀筋だったが、その刀の軌き跡せきは違った。カリュブディスの肉体に亀き裂れつの様なものが奔ると、巨体の中心核が眩まばゆい光を放つ。

　カリュブディスの全身が毒にでも侵おかされたように痙けい攣れんし始めると、全ての触手が力を失って湖に落ちていく。

[image: ]

「た………倒したのかな？」

「………？　死んでるようには見えないわね」

　不安そうに見ていた鈴華に、ラミアが怪け訝げんそうに返す。

　生命活動を行っているという意味では、確かに死んではいないようだ。だが様子がおかしい。飛鳥が近づいても反応が無いどころか、傍かたわらに立つディーンにまで無反応だ。

　飛鳥はカリュブディスに近づき何かを拾い上げると、鈴華とラミアを振り返った。

「もう終わったわよ！　二人とも此方こつちにいらっしゃい！」

「………本当に？　生きてる様にしか見えないけど」

「ね、眠ねむらせたんじゃない？」

「ふふ。此方に来たら分かるわよ」

　両手で何かを隠かくしながら悪戯いたずらっぽく笑う飛鳥。

　二人は顔を見合わせながら足早に飛鳥の許もとへ向かう。

　飛鳥が両手を開くと───其そ処こには、スヤスヤと寝ね息いきを立てる小人型の精せい霊れいがいた。

「わ、わ、わわ………！　め、めちゃくちゃ可愛かわいいんですが[image: !!?]　ガラティアちゃんじゃないみたいですけど、如何どうしたんですかこの子[image: !!?]」

「この子がカリュブディスの本体、霊れい格かくそのものよ。伝承と切り分けたから、霊格も小さくなっちゃったんだけどね。でもこれで呪のろいからも解放された筈はずよ」

「………っ……なんですって………[image: !!?]」

　伝承と霊格を切り分けた───そう聞いた途端、ラミアは吃驚びつくりして総身を震ふるわせた。本来ならそんなことは絶対に不可能だ。否いな、存在してはならないと言っても過言ではない。

　箱庭で呼こ称しようされる〝霊格〟の高さを示す指標は大まかに分けて三つある。

　一つは物質界に於おける〝総質量〟。星霊が最強種に数えられるのは、この分野で頂点に立つ種族であるからだ。物質体マテリアル、星辰体アストラル、虚数体タキオンを統合させた完全生命体である星霊種は、三大最強種の中でも特に強大とされている。

　二つ目が〝時間密度〟。此れは霊格が発生してから現在に至るまで存在している時間、及および平行世界に於ける霊格の発生確率、存在密度が高ければ高いほど霊格は強く輝かがやく。

　星霊種はこの分野でも強大だが、人類だと王族、半神半人などがこれに該がい当とうする。

　平行世界に於いて〝全く同一の事象が観測される〟というのは、統計的因果律の中でも宇宙せかいの発生と同時に確約されていなければ観測できない、最も強い霊格といえるだろう。

　箱庭だと〝未来視〟という権能は此れら二つの総積量を推量する力を意味するものだ。

　アルファから定められた宇宙の総積量。

　人は此れに名前を与あたえる時───〝運命〟と呼称する。

「〝煌こう炎えんの都みやこ〟で一度だけ黒くろウサギがそれらしいことを言っていたけれど、その時は詳くわしくは教えてくれなかったわ」

「この辺りの知識が必要な謎なぞ解ときとなると、殆ほとんどが四桁けた以上の相手ですから。マスターに教えても混乱するだけだと思ったのでしょう」

　此れらが先天的霊格であるのに対し、三つ目は後天的な霊格の付ふ与よに位置づけられる。其れが〝成し得た功績に依よって得られる霊格〟のことだ。

「伝承と霊格の関係性は………えっと、なんだったかしら？」

「世界に与えた影えい響きよう・功績・代だい償しよう・対価。代表的なものだと土地の開かい拓たく、新概がい念ねんの発はつ掘くつ、生いけ贄にえの儀ぎ式しきなどが該当しますね」

　此れは以前、飛鳥たちがハーメルンの魔王と戦った時に説明されたことだ。

「〝功績が存在しているということは、伝承が存在している〟。真実と少し異なりますが、認にん識しきとしては其処まで間ま違ちがってはいません。主題として必要な情報は、この霊格が後天的なものであるという点ですね。マスターの星せい剣けんには伝承と本体を切断する力があるのです」

「まあ本人が望めば元に戻もどる程度のものだけどね。アマクニさん曰いわく───

『姫ひめの棒ぼう振ふり剣けん術じゆつは酷ひでぇもんだ。星剣に触ふれることは出来ても、振ることは出来ねえ。梵ぼん我が一いち如によの極きよく致ちを体得しなきゃ、打ち直した天あまの叢むら雲くもの剣つるぎも画が竜りよう点てん睛せいを欠くって物だ』

　───という事だけど。まあ棒振り剣術でもこれくらいわけないわ」

　ふふん、と少し得意げな顔をする飛鳥。

　だがラミアは彼女の言葉を聞いて脳内の資料を高速で漁あさっていく。

（アマノムラクモノツルギ………二年前に初めて表おもて舞ぶ台たいに出た、神しん秘ぴ殺しの剣のこと？　ならアマクニっていうのはその製作者？　でもアルマテイアは星剣って言っていたし………星剣って言うからには、星造兵装ではないの？）

　神秘殺しの剣についてはラミアも聞いている。

　二年前に〝ノーネーム〟の面々が参加したギフトゲームで、フェイスレスという女王騎き士しが使っていた剣のことだ。自身を含ふくめた周囲一帯の完全霊格封ふう印いんという破格の力を持った剣だ。

　伝承と霊格を切り分けるという力は、其れを局地的なものに絞しぼった使い方だろう。

　動かなくなったカリュブディスの巨体を睨にらんだラミアは、険しい瞳で問い直す。

「………納なつ得とくしたのだわ。カリュブディスやスキュラは〝怪かい物ぶつに変えられた伝承〟を持つ精霊たち。その〝怪物に変えられた伝承〟だけを切除したというわけね？」

「そういうこと。他ほかにも魔ま術じゆつ的なものなら無条件で無効化出来るし、風評による呪いの解除もお手の物よ」

　平静を装よそおいながら、ラミアは胸の鼓こ動どうを抑おさえつけていた。

　星造兵装であるかという真しん偽ぎは最も早はや問題ではない。

　否、出来るならば真実であって欲しい。

　もしも───もしも本当に、伝承と霊格を切り分けるというのが真実なのだとしたら。詩人たちによって造られた、呪われた伝承さえも切り裂さけるというのなら。

（お母様の………お母様の吸きゆう血けつ鬼きの呪いも、切り離はなせるかもしれない………[image: !!!]）

　───此れはもう、数千年以上も前の話だ。

〝箱庭の騎士〟である吸血鬼が、魔王に堕おちた時。

　詩人たちによって引き起こされた全ての風評・醜しゆう聞ぶんを一身に受けたことで怪物に堕ちてしまった女性がいた。吸血鬼の女王レティシア＝ドラクレアの妹君だったラミア＝ドラクレアは、悍おぞましい怪物に堕ちてしまったのだ。

　第四の最強種とまで称たたえられる詩人たちは、歴史的解かい釈しやくを自分たちの詩や歌・創作物で歴史に干かん渉しようすることが出来る。

　美しかった白い肌はだには鱗うろこが生え、紅あかく愛らしかった唇くちびるには見るものを恐きよう怖ふさせるような醜みにくい牙きばが生えた。己おのれの子を喰くい殺す呪いを受けたラミア＝ドラクレアは、腹の中に居た子供を守る為ために永い眠りにつかざるを得なくなったのだ。

（………落ち着くのだわ。詩人たちの起こした歴史改変にまで手を出せるか分からない。まず試金石が必要よ）

　だが───そんな都合のいい試金石がそうそう転がっているはずが無い。

　それに詩人たちの改変は〝主催者ホスト権限マスター〟のゲームリメイクさえも可能にする。つまり多くの場合は魔王と同等の力を持っているということだ。

　つまり理想の試金石は───〝主催者権限〟を使うことが出来ずとも魔王に匹ひつ敵てきし、詩人たちの改変を受けた経験があり、尚なお且かつあのへっぽこ剣術で斬きることが出来る相手だ。兎とにも角にも剣術のハードルが高い。あの凡庸な剣術で斬り捨てる相手など限られる。

　そんな好条件が揃そろった相手が都合よく───

（………あ、）

　───いる。いや、いた。

　その全ての条件に符ふ合ごうする相手が〝ウロボロス〟に在ざい籍せきしている。

（あの男を試金石にするのは悪くない案だわ。元より〝アヴァターラ〟の動向を探さぐる為にクリシュナが目覚めさせた使い捨ての駒こまだったわけなのだし）

　とはいえ、切り捨てるなら相応の理由と作戦が必要だ。

〝ウロボロス〟の盟主たちに手て土産みやげも準備しなければならない。

（だけど………やる価値はある）

　ラミアは覚かく悟ごを決め、飛鳥たちを振り返る。

　飛鳥たちは丁度、石せき碑ひに浮うかび上がった文字を読み始めていた。

「えーと次は………地図？」

「アトランティス大陸の東を示しています。もしかしたら次の石碑を示しているのかもしれません。それなりに距きよ離りがあるので移動が大変そうですし、私が皆みなさんを運んだ方が良さそうですね」

「じゃあ早さつ速そく外に出て───」

「待って。その前に、私から話があるわ」

　ラミアが手を挙げると飛鳥たちが一いつ斉せいに視線を向ける。

　極きわめて危険な賭かけになるが、やり遂とげるしかない。元より〝ノーネーム〟に所属していた久遠飛鳥には〝ウロボロス〟と戦うだけの理由がある。

　此方こちらから餌えさを撒まいてやれば喰いつかない理由はない。

　胸むな元もとから〝ウロボロス〟の旗印シンボルが入ったエンブレムを取り出すと、ラミアはおもむろに告げた。

「今まで身分を隠していたことをお詫わびします。───私はラミア＝ドラクレア二世。

〝ウロボロス〟の盟主の一人として、違い約やくの英えい雄ゆうアルジュナについて相談したいことがあります」







[image: 第一章]




　一方───東の果てにある原住民の集落。

　朝焼けと同時に、逆さか廻まき十六夜いざよいは目覚めた。

　昨夜ゆうべの激戦で疲つかれ果てていた所為せいか、珍めずらしく深い眠ねむりについていたらしい。

（………驚きよう天てん動どう地ち。久しぶりに時間の感覚がなくなるくらい眠りこけてたわ）

　ボリボリと頭を搔かきながら身体からだを起こす。

　すると、十六夜の服が下に引っ張られた。

「っと………なんだ、アルビノのチビか」

　警護を含めて十六夜の隣となりで寝ねかしつけていた、白皮症アルビノの少女。

　クリシュナを名乗る何者かによって命を狙ねらわれていたこの少女は、粒りゆう子し体研究の被ひ験けん者しやの一人だった。

〝天の牡お牛うし〟事件のトリガーにもなったこの少女は、粒子体研究の権けん威いを高めようとしていた外界の組織とそれを増長させようとしている箱庭のコミュニティによって命を狙われていた。しかも黒人系白皮症患かん者じやである彼女はかつて十六夜が破は壊かいした組織の生き残りによって造られた命である可能性が高い。

　戸こ籍せきが存在しない少女だからこそ被験体として有用だったのだ。

　父もなく、母もなく、この世に身寄りが一人もいない少女。

　天てん涯がい孤こ独どくの命として生を受け、昏くらい闇やみの底で生きてきた彼女は───スヤスヤと健すこやかな寝ね息いきを立てつつ、十六夜の服をガッシリと摑つかんでいた。

　十六夜は苦笑いを浮かべつつその手を離す。

「まあ、元気なようで何よりだ。ちょいと外に用事があるから大人しく寝てな」

「………んぁ」

　手を離すと同時に、ガシ！　と少女の手が十六夜の服を摑む。

「………てい」

　ガシガシ!!

「てい」

　ガシガシガシッ[image: !!!]

「ＯＫ、上着はくれてやる。暖かくして寝てやがれ」

　天てん丼どん芸をしている場合ではない。

　寝しん台だいの近くにあったシャツに着き替がえた十六夜は借り受けた宿舎の外に出る。

　白はく亜あの建物群が徐じよ々じよに朝日に照らされ始めた。戸口に飾かざられた魔ま除よけの牛の仮面にもそれが反射し、集落と共に仮面たちも起きてくるような錯さつ覚かくを覚える。

　庭に植えられた葡ぶ萄どうの木の陰かげでは小鳥が囀さえずり始めていた。

　原住民が竈かまどに火を入れ始めたのか、煮に炊たきをする香かおりも漂ただよってくる。

　近くの水場で頭から水を被かぶった十六夜は、猫ねこの様に頭を振ふって髪かみを搔き揚あげた。

「まあ、長い夜だったからな。流石さすがに疲れた。まだ体がだるい」

　身体の疲れを翌日に持ち越こしたのは三年ぶりだ。

　肩かたを回すと関節が気持ちのいい音を鳴らしてくれる。

（自称クリシュナとオルフェウス、あとヘラクレスとも戦ったっけ。刺し激げきのある相手は大だい歓かん迎げいだけど、こうも一度に相手をするとこたえるな）

　何いずれも魔ま王おうに比ひ肩けんする高名な英えい雄ゆう英えい傑けつたちだ。

　三年前までならコミュニティ総出で戦っていたほどの相手である。

（追い返しはしたけど、まだ手の内を全部見たわけじゃない。油断は出来ないか）

　特に〝ウロボロス〟は魔王連盟を名乗り、三年前は箱庭の至るところで暴れ回っていたコミュニティだ。魔王マクスウェルや混こん世せい魔王などが在籍し、箱庭の秩ちつ序じよを乱した彼らの目的は未いまだに判明していない。

　その〝ウロボロス〟の創設者を名乗った自称クリシュナとは今回の一件で決着を付けたい。

　だが彼ら程ほどの英えい傑けつならば〝主催者ホスト権限マスター〟を保有していた可能性がある。

　修しゆ羅ら神仏でさえ逃のがれることが出来ない最高位の強制執しつ行こう権を破らずして、彼らを超こえたとは言えないだろう。

　例えばヘラクレスは〝十じつ戒かいの試練〟と呼ばれる強大な力を持った〝主催者権限〟を保有している筈はずである。ギフトゲームの代名詞の一つに数えられるほど有名な試練なら、やはり一度は挑ちよう戦せんしておかねばならないだろう。

　そしてクリシュナに至っては、人類で初めて語られた救世主の一人だ。

　クリシュナ本人でないにしてもそれに近い恩おん恵けいを秘ひめている可能性は極めて高い。

　対たい抗こうするには十六夜も相応の切り札が必要だ。

　右手に癒ゆ着ちやくして離はなれない手てつ甲こう───焰ほむらが血中粒Blood 子加速器acceleratorと呼んでいた武器も、もう少し色々と試ためしてみたい。

　身体の気け怠だるさが反動なのだとしたら、相応のリスクがある武器だと考えておくべきだ。

「っし、水被って目も覚めてきた。焰はまだ寝てるだろうし、噂うわさのヘラクレスに少しぐらいちょっかいを出しに行っても、」

「コラコラ、止やめておきなさい。相手は寝ていてもヘラクレスだぞ。半はん端ぱに喧けん嘩かを売るのはよした方がいい」

　宿舎から出てきた人影に、十六夜は悪戯いたずら心ごころを諫いさめられる。意外そうな顔をした十六夜は、宿舎から出てきた男性───詩人のオルフェウスに振り返った。

「……へえ？　意外だな、オルフェウス。随ずい分ぶんとヘラクレスに対して親しげじゃないか」

「おや、僕がヘラクレスと仲が良いと意外なのかい？」

「そりゃそうだろ。伝承通りの関係なら、ヘラクレスはアンタの弟を殺していることになっている。相応の確かく執しつがあるものと思うのが普通じゃないか？」

　今度はオルフェウスが意外そうな顔をした。

　十六夜が口にしているオルフェウスの弟殺しとは、ヘラクレスが幼い頃ころの話だ。

　ヘラクレスは幾いく人にんかの師を持っていたと伝えられているが、その一人がオルフェウスの弟だったと伝承には残っている。

「変なことを知ってるな、十六夜君は。………まあ、仲が悪かった時期があるのも確かだよ。僕が〝アルゴー船〟に乗ったのはヘラクレスを殺す為ためだったわけだし」

「そりゃ随分と殺さつ伐ばつとした航海だったんだな」

「ふふ、そうだね。だけどまあ、ディストピア戦争の際に、お互たがいに憎み合ってる場合じゃないと話し合ってね。今となってはヘラクレスと一番交友があるギリシャの英えい傑けつは僕になってしまったというわけさ」

　肩を竦すくめて苦笑いを浮かべるオルフェウス。憎み合っていたということは、ヘラクレスもオルフェウスを疎うとんでいたということだ。かのディストピア戦争は、憎しみ合っていた二人の間あいだ柄がらを変えてしまうほどに熾し烈れつだったと言うのだろうか。

「………まあ、ディストピア戦争で色々とあったってことか。永遠の憎しみなんてそうそうあるもんじゃないし」

「まあね。僕も変わったけど、それでもヘラクレスほどじゃない。弟で子しを取るなんて昔のアイツからは考えられなかったよ。アイツが弟子を取り始めたなんて聞いたら、彼の恩師たち全員が眼めを剝むきながら泡あわを吹ふき、決死の覚かく悟ごで止めに入ったことだろうさ」

　クスクスと笑いながらオルフェウスは十六夜の隣に立ち、水場で顔を洗い始める。

　十六夜は両腕を組みながら、難しい顔で空を見上げる。

「ヘラクレスの弟子ねえ。………それってもしかして、春日かすか部べの親父のことか？」

「なんだ、知ってたのか」

　春日部耀ようの父親、春日部孝こう明めい。

　元〝ノーネーム〟の最強戦力とまで称された異い邦ほう人じん。

　何年も前から行方ゆくえ不明となっている人物だったのだが、ヘラクレスの弟子だという噂うわさはチラホラと出回っている。

「そういえば今の〝ノーネーム〟はコウメイ君の娘むすめが頭首についてるんだっけ？　いやあ、月日が経たつのは早いなあ！　母親似の可愛かわいらしい子に育ってるかい？」

「どうだろうな。二年も会ってないとどんな成長をしてるか想像もつかねえもんだ。あの食いしん坊ぼうのことだから、意外に丸々とした体形になっている可能性が微粒子レベルで」

「………ふぅん？　出迎えにも来てくれないと思ったら、そんなこと話してたの？」

　ピタリと、懐なつかしい少女の声を聞いて会話を止めた。

　数日前に電話越ごしに聞いた声でもあったが、やはり生音声だと二年も時間が経ったのだと実感してしまった。

　しかし郷きよう愁しゆうを楽しむにしては随分と怒ど気きが含ふくまれている。

　二年間もほったらかしにしていたのだから仕方がないと言えばそうなのだが、もう少し感動の再会っぽい雰ふん囲い気きを漂わせてくれてもいいのではないだろうか。

　苦笑いを浮かべた十六夜は、岩場の上から彼を見下ろしている少女へ挨あい拶さつした。
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「………よう。二年ぶりだな、春日部。それとも〝ノーネーム〟の頭首様リーダーと呼んだ方がいいんですかね？」

「少しでもそう思ってるなら、もう少し報連相をちゃんとしてくれてもいいと思うな。まさか二年間で手紙が二通しか届かないなんて思わなかったよ」

　ムス、と腰こしに手を当てながら批難する春日部耀。

　彼女の苦言を無視した十六夜は腕うでを組み、マジマジと二年ぶりに会う同志を見る。

　十六夜が最後に会った時───春日部耀はまだ十四歳だった。

　発言や行動にも何処どこか幼さがあり、大型のネコ科動物に近い印象があった。

　しかし身長が僅わずかに伸のびて身体つきも少し女性らしくなったせいか、以前よりも遥はるかにしっかりとした雰囲気がある。

　突とつ然ぜんコミュニティの頭首になって色々と苦労したに違ちがいない。

　十六歳になって肉体的にも精神的にも成長したのだろう。

　自由奔ほん放ぽうだったあの春日部耀から、まさか報連相などという単語が飛び出てくるとは、二年前には想像もしていなかった。

「ふむ………中身と外見、共に成長は及きゆう第だい点といったところか」

「………？　どういうこと？」

「コッチの話。春日部が想像を超こえて立派になったもんだから、その変わり様に全米が涙なみだしたってだけの話だ」

　肩を竦めてヤハハと笑う十六夜。

　その隣で半口を開きながら耀を見ていたオルフェウスが居た。

　パクパクと鯉こいの様に口を開閉させた彼は、驚きよう嘆たんした様に耀へ近づいていく。

「お………驚おどろいたな、コレは。何てことだ！　二に千ち華かちゃんそっくりじゃないか!?」

「へ？」

「二千華？」

「コウメイ君のお嫁よめさんだよ！　いやあ、あの時の赤子がこんなに大きくなるなんて、月日を感じるなあ！　元気にしてたかい!?」

　突とつ然ぜん母親の名前を出された耀は、面食らったように言葉を失っていた。

　両手を持ってブンブンと振り回すオルフェウスを怪しげな瞳ひとみで見た耀は、訝いぶかるように問いかける。

「十六夜。この人、誰だれ？」

「クロアと同じく元〝ノーネーム〟の創始者だってよ。お前の両親とも知り合いらしい」

「あ、そういうこと。初めまして、春日部耀です。両親がお世話になりました？」

「うーん、疑問形なのがオジサンは悲しい。けど許そう、コウメイ君たちの世話をしていたのは主にヘラクレスだったからね。───ハハ、懐かしいな！　君をお母さんのお腹から取り上げたのも、あのヘラクレスなんだよ？」

　今度こそ二人はびっくらこいて視線を交わし合った。

　親しいとは聞いていたが、まさかそこまで親しいとは思っていなかった。つまり春日部耀の両親とヘラクレスは仲間というよりも、むしろ家族として親しい間柄だったということだ。耀は自分が覚えてない幼い頃の話を振られ、恥はずかしそうに頰ほおを搔かく。

「えっと………そういえば父さんの作品って、ギリシャ系の英雄を題材にしているのが多かったかもしれない」

「へえ？　そういえば彫刻家なんだっけか？」

「うん。学生だった頃にヨーロッパのフィレンツェに特待生として留学していたって聞いてる。あの頃の作品って、ヘラクレスとかアスクレピオスばっかりなんだよね」

「あれれ、おかしいな。僕の彫像はなかったの？　さっきはああ言ったけど、結構助けてあげた筈はずだよ？」

「うん、無かったと思います」

　即答され、今度は真ま面じ目めに傷つくオルフェウス。詩人ではあるものの、彼とてギリシャ神話にその人ありとされてきた英傑だ。自身を称たたえる彫像に興味がない筈が無い。

　耀はもう一度だけ思い出そうと腕を組んでみたが、やはり思い当たらないと判断してスルーする。

　十六夜はむしろ、耀の口ぶりを訝しんだ。

（………？　ヨーロッパのフィレンツェ？）

　花の都フィレンツェと云えば、ヨーロッパよりもまずイタリアの名が先に挙がる筈だ。

　イタリアの首都であるローマですらなく、〝ヨーロッパのフィレンツェ〟などという呼び方は現地人も怒いかり狂う呼び方だろう。

　しかしその違い和わ感かんを察したのは十六夜だけだったらしく、オルフェウスは顎あごを撫なでながらしみじみと昔を振り返っている。

「懐かしいねえ。箱庭に召しよう還かんされたコウメイ君とアーサー君の二人が居なければ、魔王ディストピアの打倒は成し得なかっただろう。あの二人は本当によく戦ってくれた」

「………？　父さんは、ディストピアと戦う為に召還されたの？」

　耀は不思議そうに首を傾かしげる。

　彼女の父が箱庭に召還された理由を聞くのは、此これが初めてのことだった。

　オルフェウスはゆっくりと首を振り、少しだけ申し訳なさそうな顔をする。

「いや、それはきっと違う。コウメイ君は事故で召還されただけの、運命の外側に居るべき人間の一人だった。………モルガンの遺書を読んだ限り、戴冠石リア・フアルに呼ばれたのはアーサー君だけだったのだろうな」

　最後の言葉は誰にも届かず、宙に浮いて消えていく。

　視線を上げたオルフェウスは十六夜と耀を交こう互ごに見て、鷹おう揚ように頷うなずいた。

「ディストピア戦争は多くの神々と多くの英傑が散っても尚なお、その終戦は決して最善のものでは無かった。アレはただ〝戦争を最速で終わらせる方法〟を模も索さくした上での行動でしかない。その結末に後悔と悔いを感じる夜も少なくはなかった。………だけどこうして、我が一番弟子である金糸雀カナリアと、ヘラクレスが取り上げた赤子が揃そろい踏ぶみ、共に新しい時代の英雄として僕たちの偉業を越こえて行ってくれるのなら。僕の苦悩や、金糸雀の後悔も、決して無意味なものでは無かったんだね」

　晴れやかな笑え顔がおと、隠かくしきれない哀かなしみを潜ひそませた瞳。

　十六夜はその笑顔を見た瞬間に察した。

（………そうか。コイツも金糸雀の死を知っているんだな）

　己おのれの持っていた詩人としての力を譲ゆずり渡わたすほどに、師として可愛がっていた弟子だ。その死に心を痛めていない筈もない。

　成長した耀の顔を見たオルフェウスは、何かを決意した様に表情を引き締しめる。

「………よし。僕も、そろそろ戻るとするよ」

「戻る？」

「〝ウロボロス〟にだよ。今の僕は彼らの従僕だからね。ちょっと逆らっちゃったけど、戻らないわけにはいかないんだ」

　耀は驚嘆し、十六夜を見た。彼女はまだ事情を何も知らないのだから当然だろう。〝ウロボロス〟と今まで戦ってきた〝ノーネーム〟にとって簡単には見過ごせない事態だ。

　十六夜も全容を把は握あくしているわけでは無いが、持ち前の察しの良さで頷く。

「まあ、そうなるよな。アンタの立場なら仕方のない判断だ」

「ちょ、ちょっと、本当にいいの？」

「いいんだよ。オルフェウスが黙だまって従う理由なんてそんなに多くない。世界的に見ても屈くつ指しの愛妻家だからな。大方、嫁さんを人ひと質じちに取られているとか、そういう理由だろ？」

「………。はは。それは秘密だ」

　苦笑いを浮かべて肩を竦めるオルフェウス。その笑顔で半なかば肯こう定ていしているようなものだったが、何か理由を口に出来ない制約でもあるのかもしれない。

「それじゃあもう行くけど………君たちも気を付けなよ。特にクリシュナを名乗る謎なぞの敵は非常に危険だ。必勝の策が無い限り、君たちから仕し掛かけるのはお勧めできない」

「忠告として受け取っておくよ。………まあ、あの野郎とは近いうちに決着を付けなきゃいけない。その時はアンタとも敵同士ってことでいいんだな？」

　挑戦的な十六夜の笑みを、オルフェウスも含み笑いで受け止める。

「勿もち論ろんだ。先日は情けないところを見せてしまったけれど………僕も元詩人として、若人わこうどの挑戦を受けよう。愛で天空ソラを落とした男の底力、甘く見ないことだね」

　手を振りながら背を向け、森の中に姿を消していくオルフェウス。

　十六夜と共にその背中を見送った耀は、不安そうに問いかけた。

「………行かせて良かったの？」

「場合によっては拘こう束そくしようかとも思ってたけど、さっきの顔を見ただろ？　アレは何か覚悟を決めた奴やつの顔だ。黙って見送ってやろうや」

　水場でもう一度だけ水を被かぶり、十六夜は頭を振りながら煙けむりの上がる方角を見る。

「それより飯にしよう。それとも先に食べたか？」

「まだだよ。食べようと思ったら十六夜の匂においがしたから、我が慢まんしてこっちにきたの」

　早く行こ、と袖そでを引っ張られる。

　食いしん坊ぼうの耀が食事よりも十六夜と再会することを優先したことにちょっとばかし感動してしまった。───が、袖が引き千切られかねない強さで引っ張られていることに気が付いて苦笑いを浮うかべる。

　先ほどから香かおってくる料理も気になっていたところだ。

　積もる話もあるのだし、まずは原住民の朝食に与あずかることにした。

「………おお……[image: !!!]」

　集落の中心地に並べられていた料理を見て、耀は感かん嘆たんの声を上げる。

　煮に炊たきから香っていたのはトマトだろうか。

　並べられたパンは硬かたそうだが、スープや葡ぶ萄どう酒しゆに浸ひたして食べるものなのだろう。

　茄子なすとじゃが芋いものミートソースグラタンや、ズッキーニの揚げ団子、野菜の竈かまど焼やきもたっぷりのオリーブオイルとトマトのソースがかけてあり、且かつどの料理も香こう草そうや大蒜にんにくで香りづけしてあるので食べ応ごたえ十分だろう。

「ボリューム満点。アトランティス大陸はいい大陸だね」

「採点基準が偏かたより過ぎてる意見だが、とりあえず同意しといてやるよ」

　十六夜と耀はフォークを手に取って早さつ速そく朝食を摂とることにした。

　並べられた皿に耀が目移りしている横で、十六夜はオリーブの実を手に取って齧かじる。

（………クレタ島のオリーブの実と同じものか。此れはもう確定だな）

　クレタ島のオリーブの樹きには樹じゆ齢れい三〇〇〇年にも及およぶ長ちよう寿じゆの樹がある。塩しお漬づけで出されたオリーブの実はその樹とほぼ同じ種類に見えた。

（後はどのくらいの年月が経っているのかだな。食文化がそれなりに進んでいるのを鑑かんがみるに、召しよう喚かんされてから既すでに何百年か経っていると考えるべきだ）

　揚げ団子を一つ取って口に放ほうり込む。耀はその間に皿を空にする。

　その時、十六夜に気が付いた女性の司祭補ほ佐さ───ララァと名乗った女性が調理場から歩み寄ってきた。

「気が付いたのか。昨夜は大変だったな」

「そりゃお互たがい様だ。太陽主権戦争の舞ぶ台たいなんかに選ばれなければ、集落が襲おそわれることなんてなかっただろうによ」

「それは仕方のないことだ。何せアトランティス大陸は───と、もうその手には乗らないぞ」

　フン、と鼻を鳴らしてソッポを向くララァ司祭補佐。

　先日の失言を気にしていたのだろう。彼女たちアトランティス大陸の原住民はゲームの進行役を依い頼らいされている為ため、有利になる情報を与あたえないように自分たちを戒いましめているのだ。

「参加者プレイヤーは持て成す様にと白びやく夜や王おう様から命を受けている。昨夜の悪漢を追い払はらってくれた礼も兼かねているし、今日は好きなだけ食べてくれ」

「ホント？　じゃあおかわり」

　ズイ！　と差し出される空のお皿の山。

　長机を見ると、既に半分以上の皿が空になっていた。

「ば、馬ば鹿かな!?　二〇人前はあったはずだぞ!?」

「はい。とても美味おいしかったです」

「あー………悪いけど、ジャンジャン持って来てやってくれ。相手は収しゆう穫かく祭の大食いチャンプだ。食しよく糧りよう庫を空にする気き概がいで頼たのむ」

　話している間もシャカシャカと皿を空にしていく耀。

　如何どうやら二年間の出来事については、十六夜が一方的に話すだけになりそうだ。

　オリーブの塩漬けを齧りながら十六夜は最近のことから順次話し始めた。




　　　　＊




　───約一時間後。

「………ふう。沢たく山さん食べた。とても美味しかったです。ご馳ち走そう様さまでした」

　幸せそうに両手を合わせる春日部耀。

　三〇人前を完食した彼女の変わらない健けん啖たん家かっぷりを見た十六夜は「此れだけ食べてるんだから、身体からだ付きももう少し成長してもいいんじゃないか？」と首を捻ひねった。

「色気より食い気にしても程があるだろ。何時いつか太るぞ」

「そういう十六夜だって今日はよく食べたじゃない」

　………む？　と自分が空にした皿を確かく認にんする。

　耀ほど多くは無いが、軽く三人前は食べていたらしい。

「十六夜って男の人にしては小食だったでしょ。二年間で食欲が増したとか？」

「いや………何でだろうな。今日は腹が減って仕方がなかっただけだろ」

　腹を叩たたいて笑うものの、十六夜にしてはよく食べたといっても過言ではない。身体の気け怠だるさと何か関係があるのかもしれない。

　ララァは唇くちびるをヒクつかせつつ平静を装よそおう。

「ま、まあ、喜んで貰もらえたようで何よりだ」

「おう、美味うまかったぞ。思ったより香こう辛しん料りようが充じゆう実じつしてるんだな。もっと原始的な料理が出てくるもんかと思ってたわ」

　十六夜がからかうように言うと、ララァは少しムッとする。何か言い返そうとしたようだが、迂う闊かつに口を開けばゲームのヒントを与えかねないと警けい戒かいしているようだ。

　耀はペロリと指を舐なめ、

「それにしても………ミノタウロスの迷めい宮きゆうとか、〝天の牡お牛うし〟が外の世界で大暴れとか、十六夜も大変だったんだね」

「それほどでもねえよ。ミノタウロスは焰たちが何とかしたし、〝天の牡牛〟があの後どうなったのかまでは聞いてない」

「あれ？　〝天の牡牛〟事件って箱庭じゃ結構有名だけど、十六夜は聞いてないの？」

　………ああん？　と怪け訝げんそうな顔をする十六夜。

　耀が〝天の牡牛〟の顚てん末まつについて知っているとは思っていなかったのだろう。

　しかし耀はそれこそ心外だと眉まゆを顰ひそめ、

「私、〝ノーネーム〟が東の〝階層フロア支配者マスター〟に就任したって手紙、出したよね？　ちゃんと読んだ？　あんな大事件に〝階層支配者〟が駆かり出されないわけないでしょ？」

「ああ、そういうことか。じゃあ〝天の牡牛〟はあの後も暴れ回ったわけか」

「暴れたなんてもんじゃなかったよ。だって倒たおしても倒してもドンドン増えるんだもの。大陸と同じくらいの面積が一いつ瞬しゆんで砂さ漠ばく化かして最終的には一〇〇倍以上に増えたっぽい」

　十六夜はララァに出されたお茶を飲みながら目を丸くした。

　まさか其そ処こまで大おお事ごとになっているとは思っていなかったのだろう。

「一番初めに駆け付けた蛟こう劉りゆうさんの話だと〝水を水素と酸素に分解して無限にエネルギーを作り出す〟怪かい物ぶつだったらしいよ。今でも涸かれた土地は砂漠化が進行してるって」

「それは知ってる。元はギルガメシュ叙じよ事じ詩しに纏まつわる旱かん魃ばつと飢き饉きんの怪物だからな」

　本来なら〝天の牡牛〟は大地を干ひ上あがらせて七年間の飢饉を呼ぶ怪物だ。

　太陽の主権で顕けん現げんするのは日照りによる飢饉の怪物という属性が太陽と密接に関かかわっているからだろう。

　積乱雲と共に大おお嵐あらしを呼ぶ怪物、という解かい釈しやくは通常の〝天の牡牛〟には当て嵌まらない。

　伝承と全く逆の霊れい格かくを顕現してしまったのは、とある要素が絡からみ合ってしまった結果と過程が存在する。

　神話の怪物でさえ再現し、改良、量産してしまう力を持つ粒りゆう子し。

　エーテル体、アストラル体、タキオン粒子などの性質を同時に備えた〝星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シン〟と〝天の牡牛〟が重なり合った結果、神話以上の怪物が生まれてしまったのだ。

　物質界の風化、死の大地の侵しん食しよく、無制限の大だい増ぞう殖しよく。

　雷らい鳴めい轟とどろくサンドストームと積乱雲の両刀で天と地を支配していくその姿は───

　正まさに、神話の光景そのものだっただろう。

（只ただの積乱雲だと思って甘く見てたか。水源があれば無限に増殖するわけだし、本気を出せばそれくらいやってのける力があったってことか）

　外界では敵らしい敵と遭そう遇ぐうすることもなく、〝アンダーウッド〟でもただ精せい霊れい列車を追いかけているだけだった。

　本気を出して戦う必要性があの時の〝天の牡牛〟にはなかったのだ。

「よく考えなくても、蛟劉と〝天の牡牛〟の最悪の組み合わせだ。戦せん闘とう以外の恩おん恵けいは苦手だって言ってたし、よく戦いになったもんだ」

「ううん、それが戦いらしい戦いにすらならなかったらしいよ。私が駆け付けた時にはもう全身血だらけでボロボロだったもの」

　蛟こう魔ま王おうとして知られる〝覆海大聖海を覆いし大聖者〟は海千山千の修しゆ行ぎようの果てに大おお海うな原ばらを操あやつる術すべと鋼はがねの肉体、そして月の主権を一つ所有するまでに至った妖よう仙せんだ。

　だがその何いずれもが〝天の牡牛〟と相あい性しようが悪い。最悪だと断言出来る。

　大海を呼ぶほどの大妖術も、山河を貫つらぬく鋼の肉体も、月の満ち欠けを操り超ちよう重力を仕し掛かける〝主催者ホスト権限マスター〟も電子分解を自在に操る気体の〝天の牡牛〟には全すべて無効化される。

　パーフェクトに何一つ通用しない組み合わせだ。

　蛟劉に出来たことといえば───五体を盾たてにして、力の無いコミュニティを護まもるぐらいだろう。彼ほどの戦士が満まん身しん創そう痍いになるなど尋じん常じような事態ではない。

「………蛟劉は本当に災難だったな。アイツ、無事なのか？」

「他ほかにも一いつ緒しよに戦ってくれた人がいたからね。確か蛟劉さんの義兄弟の牛ぎゆう魔ま王おうって人と、世せ界かい王おうって名乗る龍りゆうの女の子だったと思う」

　牛魔王の名前を聞いた途と端たん、十六夜は不ふ機き嫌げん極きわまりない表情になった。

「牛魔王………あの野や郎ろう、人様の喧けん嘩かを放ほうり出してそんな楽しい事してやがったのかよ」

「？　十六夜は牛魔王さんとも知り合い？」

「よくわからん。もしかしたら古い顔なじみかもしれないって程度だ」

　ヒラヒラと手を振ふりながら話の続きを促うながす。今は牛魔王について語るべき時ではない。

　耀も小さく頷うなずいた。

「結局、蛟劉さんと牛魔王って人の仲間が途と中ちゆうまでは一緒に対処してくれていたんだけど、途中から世界王って女の子が──

〝太陽神・天空神・地母神の天中地が三神一体化して完全に疑似創世図アナザー・コスモロジーの容量を超こえてます。しかも対アン世チ・界コス属モロ性ジーが付ふ与よされてるので、私では戦いが成立しないです。クーちゃんは用事が出来たので先に帰ります〟

　───とか言って、牛魔王さんを連れて途中で逃にげちゃったらしいの」

「なんだその傍はた迷めい惑わくな奴やつは」

「でも凄すごく強い女の子だったらしいよ。後から聞いた話じゃ星霊級の霊格ってことだから、それこそ白しろ夜や叉しやとか女王様と同格の子だったんじゃないかな」

　星霊───箱庭の頂点に位置する三大最強種の一角。

　指先一つで次元を裂さいて世界の境界さえ打ち砕くだく至高の存在。

　彼らの多くは〝星の主権〟と呼ばれる媒ばい介かいが無ければ箱庭でも存在することが許されず、その力を発揮することも出来ない。

　もし本当に星霊なら、太陽主権戦争の出資者スポンサーとして参加している可能性は高いだろう。

「最終的には〝天軍デイーヴア〟から天空神デイヤウスの化身アバターを名乗る人と迦か陵りようさんの二人が派は遣けんされて、私と蛟劉さんを合わせた四人で倒し切ったって感じ」

「へえ………重傷だった蛟劉を除けば、三人で〝天の牡牛〟を倒したわけか？　うちの頭首様リーダーも大金星じゃねえか」

「エヘン。超頑がん張ばった」

〝ギルガメシュ叙事詩〟最大の怪物を倒しきるとは並大抵ではない

　Ｖサインで勝ち誇ほこる春日部耀。

　二年間で一番成長しているのはこの少女かもしれない。〝ノーネーム〟の頭首としてコミュニティを切り盛りしつつ、〝階層支配者〟として様々な試練に挑いどんでいたのだ。

　魔王との交戦歴も二年前とは比べ物にならないだろう。

　これは十六夜もうかうかしていられないかもしれない。

（しかし………〝星辰粒子体〟によって生まれた〝天の牡牛〟が、〝世界の敵〟か）

　先日のオルフェウスの言葉を思い出す。

〝星辰粒子体〟は人類が究極的破は滅めつから逃のがれる為に作り出された〝アストラ〟という力の一つの筈はずだ。

　その〝星辰粒子体〟に世界を滅ほろぼす力が宿っているのは、果たしてどういうことなのだろう。

（アストラ、アステル、ステラなどの二重の意味を持つ、隠かくされた星の新兵器。なら今回の太陽の主権にある石碑ステラも、何か意味があるものなのか？）

〝ヘラクレスのステラ〟を辿たどれという勝利条件。

　先ほどの話を聞いた限りだと、とてもではないが無関係とは思えない。

「そういえばその〝天軍〟から派遣された奴って誰だれだったんだ？」

「天空神の化身としか名乗らなかったけど、とんでもない強さでビックリしたよ。〝天の牡牛〟を薙なぎ払はらった最後の一いち撃げきなんて、黒くろウサギの槍やりより凄かったもの」

　ほほう、と興味深そうに十六夜は瞳ひとみを輝かがやかせる。

　十六夜の知る限り火力面で黒ウサギの槍を上回るものは一つしか存在しない。

　其れこそ武術の始祖であるパラシュラーマが呼び出した槍だけだ。あの一撃を上回るというのであれば、〝天の牡牛〟すら容易たやすく薙ぎ払うだろう。

　話を隣となりで聞いていたララァは腕うでを組み、神しん妙みような顔で二人の顔を交こう互ごに見た。

「………失礼。もしや御お二人は、何処いずこかの高名な英えい雄ゆうなのだろうか？」

「は？」

「私たちが？」

「違ちがうのか？　御二人の口から出てくる魔王や英えい傑けつたちの名前に、思わず目を回していたところなのだが………」

　腰こしに手を当てて怪訝な顔をするララァ。

　二人は顔を見合わせたが、言われてみればその通りだ。

　十六夜と耀が召しよう還かんされた三年前から数えるのであれば───

　星霊アルゴール、死神ペスト、太陽の巨きよ龍りゆう、蛟魔王、魔王マクスウェル、混世魔王。

　そして───一〇〇万の神群を薙ぎ払ってきたという、魔王の頂に立つ者。

〝絶対悪〟の魔王アジ＝ダカーハとも戦い、勝利してきた。

　前回のミノタウロスや〝天の牡牛〟もそうだが、この三年間で十六夜と耀の戦歴を超える英雄はそうそういないのではないだろうか。

「どんな神話の英雄でも、魔王やそれに比ひ肩けんする怪物たちとの交戦歴を複数持っている者は滅めつ多たにいない。───にも拘かかわらず。君たちは数多あまたの魔王と戦うだけでなく、魔王との共きよう闘とうさえも経験してきたようではないか」

「まあ、俺たちだけで倒してきたわけじゃないけどな」

「荒あら事ごと専門てわけじゃないけど、腕に自信はあるよ。その辺りの参加者プレイヤーには負けないんじゃないかな？」

「やはりそうか。この様な時にこんな巡めぐり合わせがあったのも何かの縁えんかもしれない」

　彼女も何かしらの用件があったのだろう。

　二人に向き直ったララァは真しん剣けんな顔になり、

「………食後に申し訳ないが、二人に会って欲しい人がいる。少しいいか？」

「何処どこの誰か言ってくれないと返事のしようがないな」

「ゲームに関係あること？」

「私たちの集落について相談したいことがあるのだ。昨夜ゆうべ、悪漢を追い払ってくれた実力を見込んでのことと思って欲しい。お前たちの武勇が必要なのだ」

　真剣な眼まな差ざしで頭を下げるララァ。

　しかし十六夜と耀は顔を見合わせてから、申し訳なさそうに首を横に振る。

「悪いけど、俺たちも遊びで上陸しているわけじゃない」

「私たちは参加者プレイヤーだからね。ゲームと無関係なことに関わってる時間は無いんだ」

　第一回戦であるアトランティス大陸の滞たい在ざい期間は二週間と決められている。

　クリシュナや〝ウロボロス〟との戦いに時間を費ついやしてしまった以上、もう無む駄だな活動に時間を費やすことは出来ない。

（焰と今後について話もしなきゃいけない。一回戦を最速で突とつ破ぱしてから対処法を相談するのが先決だ）

〝星辰粒子体〟の研究や、環かん境きよう制せい御ぎよ塔とうの建設。此方こちらの案件に手を出すためにも、今回の一回戦で〝ウロボロス〟に大だい打だ撃げきを与あたえておきたいところだろう。

「………そうか。残念だが仕方がない」

「ごめんなさい。主権戦争が終わってからで良かったら相談に乗るから」

「いや、いいんだ。そんなに人数は要いらないし、他の参加者にも聞いてみるから心配しないでくれ」

　───うん？

　と、十六夜と耀は違い和わ感かんに気が付く。

「………他の参加者にも聞くって、どういう事だ？　参加者じゃないと駄だ目めって事か？」

「ゲームと無関係なんだよね？」

「いや、いいんだ。お前たちはゲームの謎なぞ解ときに勤いそしんでくれ」

　機械的に同じような言葉が返ってくる。ララァは踵きびすを返し、素す早ばやく席を離はなれていく。

　流石さすがに不自然過ぎたが、加勢を断った手前呼び止めるのは気が引けた。

　耀は不安そうにオリーブを齧かじりつつ、十六夜に問う。

「………どうしよう。今の反応はおかしいよね？」

「ああ。それにララァの返事は、ゲームとの関係性を否定しなかったともとれる。何より他の参加者に助けを求めるとも言っていた。ゲームと無関係なら、相談相手を参加者に絞しぼる理由が無い」

　もし本当に主権戦争と無関係の事件だったなら、参加者に限定する理由がない。それこそ先日の時点でプリトゥヴィ＝マータにでも頼たのんでいた筈だ。

　彼らも進行役を任されている以上、参加者に無用な頼みごとをするはずがない。

「不味まずいな。如何どうやらまだ寝ねぼけていたらしい」

「で、でも、私たち、何か見落としていたかな？　此こ処こまでノーヒントだったよね？」

「落ち着け。こういう時は一度、ゲームの勝利条件を再確かく認にんするのが基本だ」

　十六夜は〝契約書類ギアスロール〟を取り出す。

　耀は十六夜の隣に座り直し、共に文面を確認した。




『　─　太陽の主権戦争　～失われた大陸編～　─





※太陽主権入手条件




①参加者同士の任意譲じよう渡と（ゲームによる自由対戦を含ふくむ）。

②別紙の大陸地図に記き載さいされたゲームを解き明かし進めよ。

③尚なお且かつ、最も神魔の遊戯に相応しい行動をした者に授与。

④　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後日記載）』



「「………あ、」」

　しまったと、二人は同時に声を上げた。

「最も神魔の遊戯に相応しい行動をした者に授与───くそ、そういうことか！」

　とんでもない凡ぼんミスに気が付いた二人は共に額を叩たたく。

　神しん魔まの遊ゆう戯ぎとはギフトゲームの別べつ称しようだ。

　そしてギフトゲームとは武力、智ち力りよく、そして勇気を試ためす為ための試練。

　異世界から召しよう喚かんされた者も必ず一度は説明を受ける基本中の基本である。

　ギフトゲームに相応しい行動をした者に太陽主権を授じゆ与よするということは、それらを試すための試練が予あらかじめ用意されていると考えるべきだろう。

　司祭補ほ佐さのララァが「お前たちの武勇が必要なのだ」とわざわざ口にしたのは、そういうことだったのだ。

「ど、どうする？　今からお願いする？」

「無理だ。ララァのゲームに関して、俺たちは参加権を失効したと思った方がいい」

　あの様子では改めて話を聞きに行ったとしても相手にされないだろう。こうなると別の人間をララァに近づけ無理やり参加させて、それに同行するしかない。

「ララァの話を聞く権利があって、尚且つ武勇に優すぐれてる参加者………焰は論外か」

「論外だよ。アルジュナさんとアステリオスさんは？」

「二人とも鈴華に付いて行ってる。………それにアルジュナには問い質ただすことがあるから、参加させるわけにはいかない」

　参ったぞ、と二人は腕を組む。

　武ぶ闘とう派はの十六夜と耀の二人が同時に参加資格を失ったとなると、かなり行動を制限されてしまうだろう。

「………こ、困った。こんな時に飛鳥あすかが居てくれたらいいのに」

「おいおい、一応お嬢じようさまは〝ノーネーム〟から独立してるんだぞ。連盟加入の要よう請せいは受けてるらしいけど、一回戦で協力できるかはわからないだろ」

「それは………そうだけど。それを言ったら焰君や鈴華さんも同じじゃない？」

「アイツらはいいんだよ。どうせ優勝を目指しているわけじゃないだろうし」

　そうかな？　と小首を傾かしげる耀。

　何にせよ人材不足は否いなめなかった。

　主力である飛鳥の脱だつ退たいもそうだが、レティシアとクロア＝バロンも姿を消して久しい。黒ウサギも審しん判ぱん業に徹てつしている為、〝ノーネーム〟の戦力に数えるのは難しい。

　グリフォンのグリーも今は外界に待機している。

　十六夜と耀が動けないなら、外部のコミュニティに頼たよるしかないのが現状なのだ。

「こうなりゃ、いっそヘラクレスに………いや、それじゃ俺がアイツらと競きそえなくなるから論外か」

「？　心当たりがあるなら誘さそった方がいいんじゃないかな？」

「やだ。それに誰だれか忘れている気がする。他ほかにも誰かいたはずだ。もう一人くらい主力になりそうな助すけっ人とがいたはずなんだが───」

　背後から人の気配が近づいてきたのは、その時だった。

　十六夜が借りていた宿舎とは対極の位置にある場所から、金の髪かみの少女が声を上げる。

「あ………おはようございます、春日部さん、十六夜さん。お二人ともお早いですね」

　十六夜はハッと思い出したように彼女を見た。

　そうだ、焰の仲間には彼女が居たのだった。

　女王〝クイーン・ハロウィン〟を護まもる女王騎き士しにして、様々な武具を操あやつる戦士。

　顔を洗って手て拭ぬぐいで拭ふきながら此方に歩み寄る少女───久く遠どう彩あや鳥とは、申し訳なさそうな顔で二人の許もとに来る。

「特に十六夜さんと先せん輩ぱいは、昨晩は大変だったと聞いています。厳しい戦いに参戦出来ず、本当に申し訳ありません。今日は私も気合いを入れて、」

「ナイスタイミングだ弟の後輩！」

　ガバッ[image: !!!]　と十六夜は彩鳥の首根っこを摑つかんで走り出した。

　そして耀は両足を摑んで走り出した。

　絵え面づら的には完全に拉ら致ち誘ゆう拐かいである。だが仕方がない。緊きん急きゆう事態なのだ。

　参加者プレイヤーを募つのっているのがララァだけとは限らないし、参加者の人数が限られている可能性も考こう慮りよしなければならない。

[image: ]

　彼女は〝そんなに人数は必要ない〟とも言っていた。もし此れがゲームに定員があることを示しているのであれば、内容を探さぐることすらできなくなってしまう。

　だが事情を知らない彩鳥は羽は交がい締じめにされて混乱していた。

「あ、あの、これは何ですか!?　新あら手ての襲しゆう撃げきですか!?　それとも誘拐ですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと協力して欲しいだけだから。終わったら元の場所に帰すから。ちょっと秘密の仕事をお願いしたいだけだから。身体からだを貸して欲しいだけだから」

「文面的に不安しかないんですが[image: !!?]」

　マイペースな耀は全く悪びれる様子が無い。

　健けん脚きやくの二人は集落の中を地じ響ひびきを立てながら走り回り始める。

　その様子はまるで暴れ牛か暴れ馬が街中を騒がしている様だ。

　起きたばかりの家か畜ちくは慌あわてて飼育小屋に戻もどり、竈かまどの火を見ていた料理人は腰こしを抜ぬかして倒たおれこむ。

　集落の入り口までやってきた十六夜と耀は、ポニーテールの女性と話しているララァを発見した。

「不味い………！　無理やりにでも割り込むぞ、耀！」

「へ？　………あ、うん[image: !!!]」

　突とつ然ぜんの名前呼びに啞あ然ぜんとした耀だが、すぐに我に返って返事をする。

　一分一秒を争うこの状じよう況きようでやるべきことは一つしかない。

　十六夜と耀は阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで相手の意図を読み取り、彩鳥は最近の弄いじられっぷりからこの後の展開を予想して青ざめた。

　そんな問題児二人の奇き行こうのことなどいざ知らず、ララァとポニーテールの女性は先ほど十六夜たちが交かわしたような会話を交わしている。

「───というわけで、貴女あなたの武勇を頼らせてはいただけないだろうか？」

「別に構わないが、四半時お待ちいただけるか？　如何しても会って話をしなければならない少女たちがいるのだ」

「おお、助かります！　開始は明日なので今日はご自由に集落で疲つかれを癒いやして下さい」

「わかった。ところでものは相談なのだが………この集落の近くで金きん髪ぱつで碧へき眼がん、そして歳不相応に胸の大きな少女が───」

「その承しよう諾だく、ちょっと待ったあああああ[image: !!!]」

　叫さけび声と共に投げ飛ばされる、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで歳不相応に胸の大きな少女。

　ポニーテールの女性は何事かと顔を上げた瞬しゆん間かん───

　彩鳥の胸が顔面に直ちよく撃げきし、首を痛めながら集落の外側まで吹ふき飛ばされるのであった。
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　───面めん倒どうなことになったと、クリシュナは森の湖こ畔はんに腰かけながら呟つぶやいた。

　詩人オルフェウスの離り反はんは遠からず起こることだと思ってはいたが、まさか此れほど早い段階で裏切るとは予想外だ。

　彼には〝ウロボロス〟を裏切れないだけの理由が存在している。

（オルフェウス………彼の妻を病から救えるのは〝ウロボロス〟だけだ。その事実を投げだして私に刃やいばを向けるとは、少々予想外だった）

　愛妻家の英えい雄ゆうとして世界的に有名なオルフェウスだ。彼の最愛の妻を救うには〝ウロボロス〟に所属しているとある偉い人じんの力が必要不可欠と聞いている。

　突とつ発ぱつ的な理由で離反するとは考えにくい。

　今回の件が引き金となる前から裏切る準備を進めていたのかもしれない。

（アトランティス大陸は箱庭の中でも外部と隔かく絶ぜつされた場所にある。大陸ごと箱庭に召しよう還かんされたこの地は、云いわば世界と世界の狭はざ間まに浮ふ遊ゆうしていると言ってもいい）

　第三点観測宇宙である箱庭の世界。

　多くの修しゆ羅ら神仏が集つどうこの世界だが、大陸ごと召還されてきた例は極きわめて少ない。

　大陸ほどの質量が惑わく星せいから失われてしまった場合の影えい響きようは計り知れないからだ。

　過去にこの質量の召還が行われたのは魔ま王おうアルゴールに造られた異種敵性による侵しん略りやく時と、虚きよ構こう星せい霊れい〝太たい歳さい〟が造り出した七つの星の落下があった時ぐらいだろう。

（外と連れん絡らくを取りたいところですが………今の私にはその権利がない。何より粒りゆう子し体の被ひ験けん者しやが一人も回収できなかったのは状況的にも厳しいし、心苦しい）

　本当に辛つらそうな表情を浮うかべるクリシュナ。

　白皮症アルビノの少女を殺して回収するのは極めて難しくなった。

　逆さか廻まき十六夜いざよいやヘラクレスだけなら、クリシュナには対処できるだけの力がある。

　だが昨夜ゆうべ戦った相手───西さい郷ごう焰ほむらの肉体に宿った魔王だけは別だ。

（魔王アジ＝ダカーハ………よもや西郷焰が、かの魔王の化身アバターだったとは。このクリシュナの眼めを以もってしても、その事実は見み抜ぬけなかった）

〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟───それは箱庭に蔓延はびこる最大にして最強の〝神殺し〟の異名だ。人類の滅ほろびと直結した霊格をもつ魔王たちは百万の神群を薙なぎ払はらうといわれ、この神々の箱庭で最も恐おそれられる存在としてその悪名を轟とどろかせていた。

〝絶対悪〟の魔王アジ＝ダカーハが三年前に逆廻十六夜によって討うたれたことにより、表立って活動していた〝人類最終試練〟は全すべて倒された筈だった。

（西郷焰………確かに、彼がこのまま粒子体研究を進めた場合、〝世界の敵〟となる可能性が極めて高かった。人類の存続にどれだけの命が費ついやされるのかを彼が知ってしまえば、自身のプロジェクトの業ごうの深さに絶望するのは目に見えている）

　クリシュナにとっても予想外の事態だったが、推測することが出来た事態でもあった。それ故ゆえに己おのれの未熟さに憤いきどおっている。逆廻十六夜が終末に向けて動き出した以上、もっと早くに西郷焰を始末しておくべきだった。

　しかし魔王アジ＝ダカーハが守護についたとなると簡単には行かないだろう。

（………逆廻十六夜は、失えない。彼はカルキと同じ原典オリジン候補者です。何より粒子体を研究出来る人材がいなくなってしまう）

　原典候補者は失えない。今まで逆廻十六夜と敵対してはいたが、今となっては彼の存在は何よりも希少だ。代だい替がえの利きかない人材だと言ってもいい。

（西郷焰との衝しよう突とつは避さけられない。それはつまり魔王アジ＝ダカーハと戦うということを意味する。………やはり、私が倒すしかないか）

〝人類最終試練〟でさえなくなったのなら、〝アヴェスター〟は使えない筈だ。

〝アヴェスター〟さえなければ、今のクリシュナでも十分勝機はあるだろう。

（あとは………アルジュナが納なつ得とくしてさえくれれば、）

「………クリシュナ？　其そ処こにいるのか？」

　ハッと顔を上げるクリシュナ。

　クリシュナは先ほどまでの殺気を抑おさえて笑え顔がおを見せた。

「起きたのですね、アルジュナ。良く寝ねていたので気が付きませんでした」

「そう………か。俺は、寝ていたのか」

「はい。健すこやかな寝息を立てていました。いい夢でも見ましたか？」

　十六夜や焰たちに近づいた時とは全く違ちがう、柔やわらかで優やさしい声こわ音ね。何も知らなければ、この青年の慈じ愛あいを疑うことは誰もしないに違いない。

　アルジュナは朦もう朧ろうとした意識の中で呟く。

「夢………そう、夢を見ていた。遠い昔、クルクシェートラの戦いが起こる以前の、あの幸せだった日々を。兄たちと、弟たちと、家族と、そして愛すべき妻と暮らした日々を、夢に見ていた」

「─────、」

　クルクシェートラの戦い───其れはインド神群の叙じよ事じ詩し〝マハーバーラタ〟にて語られる史上最大級の人間同士の戦争だ。

　そしてアルジュナが、後にインド神群最強の戦士として語られる様になる原因の戦争でもある。アルジュナはこの戦いで数多くの英雄たちを打ち取りその名を轟かせた。

　本来なら英雄として誰だれよりも誇ほこりに思う筈はずの功績なのに………

　夢ゆめ現うつつに揺蕩たゆたうアルジュナは、頰ほおに涙なみだを伝わせていた。

「みんな………みんな、死んでいった。敬愛していた師も、憧しよう憬けいを向けた祖父も、そして………血の繫つながった、兄までも。全て私が殺した」

「─────、」

「俺は………戦争を、回かい避ひできなかった。俺は今でもそれを悔くいている。戦いの果てに最強の戦士階級クシヤトリヤなどと言われたところで、そんな称しよう号ごうにどれ程ほどの価値があるというのだ。あの血で血を洗う戦争で最も多く人間を殺した事を、如何どうして誇り高く語れるのだろう」

　静かな、されど深い慟どう哭こくを漏もらす。

　───〝愛した者たちと戦争をするくらいなら、王族としての地位などいらぬ〟

　人類が西せい暦れきを迎むかえるよりも遥はるか前、そう嘆なげいた男がいた。

〝マハーバーラタ〟の中でアルジュナが戦争に身を投じる前に、戦争そのものを忌き諱きしていた一節。かの有名な聖典〝神の詩バガヴアツドギーター〟に纏まつわる話だ。

　東洋の聖書とまで言われるほど多くの人間に愛されたこの聖典は、アルジュナの戦争に対する葛かつ藤とうと共に綴つづられた物でもある。

「人類の歴史の中で、〝神の詩〟がどれだけ重要な物だったのかは理解している。〝神の詩〟があったから救われた者もいた。俺もその一人である事は間違いない。〝神の詩〟があったからこそ、人が人の運命を自覚し、己おのが役目を果たすことの大切さを学ぶことが出来た。もし君が〝神の詩〟を説いてくれなければ、俺は臆おく病びような卑ひ怯きよう者で終わっていた」

「………アルジュナ」

　王族として、戦士として、与あたえられた責務に背を向けることは、己と他者の命を侮ぶ辱じよくする行こう為いに他ほかならない。それはインド神群以外でも同じことだ。

　王族として生まれた以上、裕ゆう福ふくな暮らしと引き換かえに、その趨すう勢せいを国と共にする。

　戦士として生まれた以上、恵めぐまれた学び舎やと引き換えに、戦争に背を向けない。

　階級社会に生まれた以上、与えられた責務を果たすのは、人としての義務である。

「俺は、戦士としての義務を果たした。戦争に勝利した。勝利するために、多くの命を奪うばい、多くの誓ちかいを踏ふみ躙にじった。それで一族の未来は守られた。……だが、如何しても思わずにはいられない。王族として、戦争そのものを回避する未来は無かったのだろうかと」

　戦争───その行為そのものが正義だった時代は、恐らく存在しない。

　しかし紀元前の時代には星の至る所で多くの国が、多くの民族が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよしていた。

　戦争行為そのものを悪と断じることが出来ない時代だったのは言うまでもない。ましてや戦士として生まれ、民族を守る立場にあった者が、戦争を忌諱するなど以もつての外だ。

〝神の詩〟は、その責任を放ほう棄きしようとしたアルジュナを戒いましめる為ためにクリシュナが説いた聖典だったのだが───同時に、辛い宿命を背負わせた聖典でもあった。

「………アルジュナ。〝神の詩〟は決して、戦争を回避したいと願ったその気持ちを踏み躙るものではありません。そして私は貴方あなたを違い約やくの英雄と罵ののしる者全てを許しはしない」

「だが………俺が卑怯者であることは変わらない」

「いいえ、違います。戦争が何時の世でも地じ獄ごくであることは変わらない。敗北者たちの家族は奴ど隷れいにされ、財産は奪われ、女子供は男たちに犯おかされつくす。それが戦争です」

　他民族を滅ぼす方法は何も皆みな殺ごろしだけではない。

　侵略した民族併へい合ごうの際、最初の犠ぎ牲せいになるのは女子供だ。

　少年たちは奴隷として骨の髄ずいまで調教を受け、女たちは民族の純血性を絶やす為に犯され、男たちは種を残せないように去勢されてから死ぬまで労働力として酷こく使しされる。

　紀元前の時代の戦争とは、敗北とは、つまりそういうことだ。

「違約の英雄などというのは、私たちの時代の侵略戦争の苛か烈れつさを知らない者がのたまう戯たわ言ごとに過ぎない。相手は幼き日の憎ぞう悪おを引きずり続けた果てに私情で戦争を起こした、愚ぐ昧まいな王ドゥルヨーダナ。卑ひ劣れつ極まる手段で貴方たち兄弟を追い詰つめた男。もしも戦争で負けていたら、貴方の妻や孫は間違いなく殺されていたでしょう」

「……………」

「アルジュナ。でも貴方は違った。貴方は怨おん敵てきであったドゥルヨーダナの親族を手厚く迎え入れ、彼の父母さえも温かく抱だきしめた。貴方は幼き日から続いた怨えん嗟さの鎖くさりを断たち切り───そして、戦争を終わらせたのだ」

　戦争を終わらせた。

　そう、戦争を終わらせたのだ、アルジュナたちは。

　燃え盛る憎悪を、憎にくしみの連れん鎖さを、終末に向けてひた走っていた地獄の様な戦争を。

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷで憎しみを嚙かみ殺すことにより、アルジュナたちは戦争を終わらせた。

　戦って、戦って、戦って、誰かの為に戦い続けた人生を送った優しき英雄は、何を失ったのかすら分からないほど多くのモノを失って、戦争を終結に導いた。

　心身ともに傷だらけになっても大事な者を守ろうとした英雄を、違約の英雄と後代の者たちが呼ぶのであれば、こんなに悲しいことは無い。

「インド神群の誰もが愛した英雄、アルジュナ。星を抱いだく者。神王が夢見た人よ。貴方の非を責める者は、翻ひるがえって己が非を責めぬ者たちばかりだった。そんな輩やからの為に、貴方が憂うれう事は何もない。心を裂さく必要などない。だからどうか、心こころ穏おだやかにお眠ねむりなさい」

　貴方の戦いは決して間違ってなどいなかった。

　力強く、アルジュナを肯こう定ていする声。

　微睡まどろみに溶とけていくアルジュナは、それでも最後に一いつ滴てきの涙を流した。




「それでも俺は………戦争を、止めたかったんだ」




「───……」

　誰にも打ち明けられなかった、胸の奥底に隠かくしていた慟哭。欲しかったのは英えい雄ゆうの誉ほまれではなく、家族や仲間たちとの平へい穏おんな暮らしだった。

　違約の英雄が何を白々しいと糾きゆう弾だんする声が、アルジュナの心を今も締しめ付けている。

　彼の中ではまだ、クルクシェートラの戦いは終わっていないのだ。

（アルジュナ。もうすぐです。もうすぐ、全ての戦いに決着がつく。カルキが覚かく醒せいし、新しい時代が訪おとずれた時こそ、私たちはその役目を終えるのです）

　戦って、戦って、戦って、戦い続けた。

　何を失ったのかすら分からないほど失い続けた。

　手にしたものは何もなく、意味のあった人生だったのかすら定さだかではない。

　確かなことは───此こ処こで歩みを止めたら、全てが水すい泡ほうに帰すということだけ。

　例え箱庭で禁きん忌きとされている力を使うことになろうとも、絶対に成し遂とげねばならないのだ。

（………行こう。狙ねらうは魔ま王おうアジ＝ダカーハ。相手にとって不足はない）




　───黒い風が吹ふく。

　その風が消えると同時に、クリシュナの姿も森から消え去っていた。
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　そう───此れは十六夜いざよいと耀ようが朝食を摂とる、三時間ほど前の話。




　　　　＊




　───精せい霊れい列車・水すい晶しようの間。

　紫し煙えんが漂ただようバーラウンジの中心に、巨きよ大だいな水晶玉が浮うかんでいる。

　太陽主権戦争に参戦した参加者プレイヤーたちを遠見する為、出資者スポンサーたちが用意したのだろう。紫煙によって一寸先も見えないラウンジだが、水晶玉の周りだけはどの席からでも映像が見て取れる。

　同席している出資者たちがお互たがいの顔が見えない様に紫煙を調整しているのだろう。顔を見合わせれば最後、死を賭として戦わねばならない間あいだ柄がらの出資者たちは多い。

　そんな彼らが大人しくしているのには理由がある。

　太陽主権戦争は神々や星せい霊れいたちによる代理戦争という側面が強く、参加者たちの戦いはそれそのものが神々の格を競きそい合う戦争である。

　精霊列車の中で争うということは、その戦いを放棄するということだ。

　場外乱らん闘とうになって失格などという不格好な真似まねは誰も望まないが故ゆえに、彼らは参加者の動向を見守る姿勢をとっているのだろう。

　観客席の中でも最前列に陣じん取どる女性───前回優勝者である白びやく夜や王おうは、ロリロリしい黒くろウサギに酌しやくをさせて笑えみを浮かべる。

「ふふふ。どのコミュニティも一いつ斉せいに動き始めた様子じゃの、黒ウサギよ」

「ＹＥＳ！　我らが〝ノーネーム〟も此処から巻き返していくのです！　飛鳥あすかさんや他のコミュニティに負けてはいられません！」

　フンス、と鼻息を荒あらくする黒ウサギ。

「深刻な人材不足が続く〝ノーネーム〟ですが、それも十六夜さんと耀さん次し第だいです。彼らならきっと最善の方法を選んでくれると信じています」

「うむうむ。数は力だが、数だけが力というわけではない。絆きずなとか勇気とか本人の資質とか、そういう様々な要素が絡からみ合って勝利に近づいていくわけだの。何処どこかの魔王よろしく、数に頼たより切って大量に参加者を投入していくだけとは違ちがうのだ」

　扇おうぎを広げ、隣となりに座る女性を睨にらむ白夜王。

　彼女の隣で優ゆう雅がに紅茶を飲んでいた女性───黄金の女王〝クイーン・ハロウィン〟は、美しい金の髪かみを靡なびかせつつ少しだけ不快そうに白夜王を見た。

「………何？　私が数に頼り切っているとでも言いたいの？」

「そうは言っておらん。しかし今回の主権戦争で最多の参加者を送り込んでいるのは間違いなかろう。おんしの星々の境界、世界の境界を預かる者としての力。少しばかり乱用しすぎではないか？」

　白夜王は彩あや鳥とや焰ほむらのコミュニティだけを指し摘てきしているのではない。此処だけの話、女王〝クイーン・ハロウィン〟は他にも多くの参加者を送り込んでいる。

　世界の境界を預かる女王に召しよう喚かん出来ないモノは存在しない。彼女が第三桁けたでありながら第二ふた桁けたの白夜王と対等の存在として語られている理由はこの一点に尽つきる。

　女王は〝召喚〟という概がい念ねんに於おいて制限が存在しないのだ。

　自身の限界を超こえた怪かい物ぶつであっても無制限に呼び出せる女王が、参加者の動員を惜おしむ理由がない。

　優勝を狙うという意味では、彩鳥や焰たちは三軍扱あつかいでしかない。〝アヴァロン〟の生き残りたちも含め、女王の傘下コミュニティは別の舞台でも着々と駒を進めている。

　女王は不ふ機き嫌げん極きわまりない表情を見せながら髪を搔かき揚あげる。

「主権戦争のルール的には問題ないのだから、とやかく言われる筋合いはないわ」

「それはまあそうだがの。この度たびの太陽主権戦争は箱庭の趨すう勢せいを決める重要な儀ぎ式しき。それを数で押し切ろうというのは、些いささか華はなやかさに欠ける戦い方ではないか？」

「し、白しろ夜や叉しや様。そんな棘とげのある言い方をしなくても」

　黒ウサギは慌あわてて白夜叉を宥なだめにかかる。

　白夜王と女王は、前回の太陽主権戦争から仇きゆう敵てきの間柄だった。

　先述したように、本来なら仇敵同士が顔合わせしないように観客席の間には紫煙を漂わせて顔が見えないように配はい慮りよされている。

　だがそんなものは関係ないとばかりに、女王とその側近であるスカハサは白夜王の観客席に乗り込んできたのだ。仇敵に構って欲しいとは随ずい分ぶんと困った女王である。

　白夜王としては無断で自分の領内に押し入られたわけなのだから、面おも白しろくないだろう。

「………だけど、そうね。数だけが力じゃないことは私も認めてあげる」

「ほほう。おんしにしては珍めずらしく素す直なおではないか」

「だって事実だもの。数に頼り切っても駄だ目めだし、質に頼り切っても駄目。今回は私たち出資者が高位の存在として己おのれの格を競い合うものだもの。………そうよね、スカハサ」

「おっしゃる通りでございます。自分が贔屓ひいきにしている参加者とコミュニティを万ばん全ぜんの状態で送り出してこそ、出資者として己の格を誇ほこることができるというもの」

　紅茶を注つぎながら女王の言葉に賛同するスカハサ。

　其そ処こでふと、思い出したように白夜王を見る。

「………しかし、おかしいですね。己が贔屓にしているコミュニティを、たった二人で送り出した出資者が居るようですよ？」

　互いに相あい槌づちを打ちながら含ふくみ笑いを浮かべる女王とスカハサ。

　旗色の悪さを察した白夜王は、この後の展開を察して明後日あさつての方を向く。

　だが二人は白夜王を逃にがさない。

「ねえ、白夜叉。貴女あなたは数で圧あつ倒とうするのは無ぶ粋すいだと言っているけれど………そもそも、最低限の数を揃そろえて戦いやすくしてあげるのが、出資者として当然の援えん助じよではないの？」

「ぐっ………そ、それは、」

「十六夜君たち、大変そうですよねえ。たった二人で太陽主権戦争に挑いどまなければならないなんて、可か哀わいそうじゃないですか。放任主義にしてももう少し支し援えんしてあげてもいいのではありませんか？」

　遊び半分、真ま面じ目めな気持ち半分で白夜王を責めるスカハサ。

〝ノーネーム〟の人材不足は極めて深刻だ。

　スカハサにとっても〝ノーネーム〟は無む縁えんのコミュニティではない。もし要よう請せいがあったのなら陰かげながら援助に回るぐらいはしてくれただろう。

　ぐぬぬと歯は嚙がみする白夜王の前に、黒ウサギが両手を広げて立つ。

「お待ち下さい！　白夜叉様は決して〝ノーネーム〟を放任していたわけではございません！　きちんと支援の準備をして下さっています！」

「お、おお!?　そ、そうだそうだ、もっと言ってやれ黒ウサギ！」

　全く身に覚えのない援えん護ご射しや撃げきに便乗する白夜王。

　内心では首を傾かしげて冷や汗あせを搔いていた。今回の太陽主権戦争に白夜王が支援を持ち掛かけたという事実はない筈はずだ。

　女王も初めて聞く話に、興味ありそうな顔で視線を向ける。

「………ふぅん。方針転てん換かんなんて、貴女らしくないことするのね」

「う、うむ。〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟が打だ倒とうされた今、箱庭も本来の営みを取り戻もどすことだろう。外界の文化が入り混じるより前のものにな。その時が近づいている以上、私も少しくらい積極的に関かかわるべきかなーなんて思ったのだ」

「その通り！　白夜叉様は常に深い思し慮りよを以もって事に臨のぞまれております！　黒ウサギとの約束も、忘れている筈がないのです！」

「………。と、ところで黒ウサギよ」

「はい？」

「私はどの様な約束をしていたかの？　いや、ド忘れしただけであって、すっかり忘れておったとかそういうわけではないぞ！　今だけド忘れしただけだぞ!!」

　黒ウサギにはそう言ったものの、本当に身に覚えのない話だった。

　恥はずかしい話だが、白夜王が放任主義だというのは間違っていない。

　彼女がその気になって手を貸してしまえば、どの様なコミュニティであっても優勝候補になり得てしまう。

　星霊が───それも最高位である〝宇宙真理ブラフマン〟の領域にある者が、人の世にそこまで干かん渉しようするべきではない。

　………それが例え、どれだけ凄せい惨さんな事件だったとしても。

　箱庭の外と密接に関係している事件に最強種が関わることで、より大きな悲劇が始まることを白夜王は知っていた。

（うむむ………参加者たちには無干渉を貫つらぬいていた筈なのだがの。もしや、宴えん席せきで酔よっぱらいながら約束してしまったのか？）

　大いに有り得る話だ。

　もしそうなら黒ウサギには謝罪しなければならないだろう。

　そんな白夜王の焦あせりを見み抜ぬいた女王は底意地の悪い笑みを浮かべ、

「………もしかして、本当に忘れてたんじゃない？」

「そ、そんなことは断じてないぞ！　本当だぞ!!　今この場だけ、ちょっとだけド忘れしただけなのだっ[image: !!!]」

「そうなのです！　白夜叉様がこんな重要な契けい約やくを忘れる筈がないのです！　その証しよう拠こに、この〝契約書類ギアスロール〟をご覧ください！」

　輝かがやく羊皮紙には、双そう女め神がみの旗印シンボルが刻まれていた。

　正式な文書が飛び出てきたことに白夜王は焦る。

「ほら、此こ処こに書いてあるのです！　〝第二次太陽主権戦争に審しん判ぱん役を借用する代だい替がえとして、〝サウザンドアイズ〟から人材を一名以上出向させる義務を負う〟と！」

「なんじゃと[image: !!?]」

「あらまあ」

　白夜王は取り繕つくろうことも忘れて声を荒らげた。女王も珍しく驚おどろいた顔をしている。

　なんだかんだと遊び倒たおしていると思われがちな白夜王だが、彼女には〝階層フロア支配者マスター〟として仕事を完かん璧ぺきにこなしてきた実績がある。

　引退して既すでに三年経たっているが、特にブランクを指摘されることもなく、今回の太陽主権戦争の運営も今まで恙つつが無なく進めてきたはずだ。

　黒ウサギから〝契約書類〟を奪うばい取り、改めて文面を確かく認にんする。

　読み終わった彼女はサァっと血の気を引かせていく。

（し、しまった………！　そういえば審判として黒ウサギを借り受ける代わりに、〝ノーネーム〟にはその埋うめ合わせをする約束だった………[image: !!!]）

　つまるところ。

　単純な話。

　白夜王は黒ウサギとの約束を、完全にすっぽかして忘ぼう却きやくしていたのだ。

〝意外に優ゆう秀しゆうで社交的な星せい霊れい〟と名高い白夜王にとって、かつて無い大ポカである。

「………あの、白夜叉様？」

「あ、いや、忘れていたわけではないぞ!!　準備はしてあるのだ準備は[image: !!!]　ただ今はちょっと具合が悪いというか、席を外したい気分というか………[image: !!!]」

　しどろもどろになりながらも、白夜王は即そく座ざに脳内で候補者をリストアップし始める。だが黒ウサギはこう見えて武・智ち・勇の三つを兼かね備そなえた〝箱庭の貴族〟である。

　その埋め合わせをすぐに用意するのは不可能だ。

　白夜王が子飼いにしている人材は既に主権戦争の主催者として参加予定に組み込まれており、引き受けてくれそうな知人も既に参加済みだ。

　ヘラクレスに主催者として参戦してくれないかと声をかけた様に、目ぼしい英えい雄ゆう英えい傑けつたちにはもうアテがない。

　如何どうしたものかと混乱していた、その時。

　紫し煙えんを振ふり払はらい、観客席に二つの人ひと影かげが現れた。

「うーす。邪じや魔まするぞ、白夜王」

「失礼いたします」

　現れたのは帝たい釈しやく天てん───改め、御み門かど釈とく天てる。

　そしてもう一人は、黒く長いポニーテールの女性・上うえ杉すぎ女じよ史しだった。

　黒ウサギは突とつ然ぜん現れた主神にウサ耳をピンと飛ばし、慌てて一礼する。

「と、釈天様と上杉様!?　どうして此方こちらに!?」

「ちょいと相談したいことがあって来た。白夜王、少し時間をいいか？」

「お、おお！　勿もち論ろんだとも！　グッドでナイスなタイミングじゃの！　実はおんしが来るのを待っておったのだ！」

　………うん？　と首を傾げる帝釈天と上杉女史。

　早すぎる快かい諾だくに帝釈天は驚いたが、白夜王は反論を許さない勢いで二人の襟えり首くびを摑つかみ、

「先ほどの返事は帰ってきたら伝える故ゆえ、三人とも待っておるがよい！　特に黒ウサギは期待して待っておるがよいぞ！」

「は、はい！　ウサ耳を長くして待っているのですよ！」

　女王とスカハサは玩具おもちやを取り上げられて不満そうに白夜王を見送る。

　黒ウサギはさらに何かを言いかけたが、敢あえて言げん及きゆうはしなかった。

　白夜王は罪悪感にさいなまれつつ、帝釈天と上杉女史を連れて観客席を後にした。




　　　　＊




　袖そでを引かれてそそくさと別室に連れてこられた帝釈天と上杉女史の二人は、二足歩行で歩くランタンが持ってきたお茶を口にしつつ、先ほどの行動について問う。

「………白夜王。お前、なにかやらかしたのか？」

「う、うむ。おんしの事情は予想がついておるのだが、まずは私の話を聞いて欲しい。火急の事態なのだ」

　背に腹は替かえられない。

　白夜王が黒ウサギの借用の件について相談すると、帝釈天は呆あきれ笑いを浮うかべた。

　普ふ段だんはまるで駄目なオヤジを装よそおっている帝釈天だが、真しん剣けんな表情をしているときは、それなりに真面目な神様である。

　そんな帝釈天の真面目モードを崩くずすほど、白夜王のミスは珍しいことだった。

「ははあ………これは久しぶりにやっちまったな、白夜王。お前ともあろうものが〝契約書類〟の内容を忘れていたとは。黒ウサギが聞いたらさぞかし落ち込むに違ちがいない」

「ぐ、ぐぬぬ………悔くやしいが言い返せん！　と、とにかく、私も恥はじを忍しのんでおんしに相談を持ち掛けたのだ。おんしさえよければ、何処どこかに人材が余っておらんか？　それも出来るだけ優秀な人材が！」

　そうさなあ、と帝釈天は顎あごを撫なでて考え込む。

　白夜王に貸しを作れる機会などそうそうあるものではない。人材の貸し付けともなれば、焰の借金をチャラにするのは勿論のこと、他ほかにも融ゆう通ずうを利きかせることは出来るだろう。

（とはいうモノの、俺の方は俺の方で人材不足だしなあ。外界に何人か待機させてるが、呼び寄せるにしても時間がかかる）

　昨夜ゆうべの件を以って、西さい郷ごう焰と逆さか廻まき十六夜は外界で起きている事件にも関かん与よを始めるだろう。その時に外界で手足となってくれる駒こまが必要だ。

（………大父神宣言の謎なぞを解けば、あの二人も箱庭の世界と外界の関係性、そして他の平行世界の在り方について気が付くはずだ。となると、外界で日につ天てんたちが進めている準備は放ほう棄きできない）

　帝釈天が外界でフリーエージェント会社を営んでいるのには理由がある。

　何時いつかあの兄弟が世界の危機に挑む際、その手足として護法十二天を動かす為ためだ。

　十六夜が五年間も存在していなかった外界は、本来あるべき正史から鑑かんがみて二手も三手も遅おくれている可能性がある。その埋め合わせをするのが釈天の会社に所属している神しん霊れいや神の化身アバターたちの仕事だ。

　………ましてやあの兄弟は、最も険しい道を歩むことを選んだ。

　人類最終試練を、真の意味で乗り越こえる為にも、様々な世界的な後押しが必要になるだろう。

「とは言ったものの………護法十二天は既に日天と風ふう天てん、あと羅ら刹せつ天てんが世界保健機関に身を潜ひそませている。人手不足はコッチも同じだぞ」

「日天と風天？　アルジュナの兄弟たちか？」

「ああ」

「しかし………あの二人が？　確かヘラクレスと同じように参加者プレイヤーとして身分を偽いつわり、太陽主権戦争の主しゆ催さい者しやとしてゲームを搔かき回す予定では無かったのか？」

　不思議そうに首を傾げる白夜王。

　主催者と出資者スポンサーの一部には知らされていたことだが、ヘラクレスと共にアトランティス大陸に上陸した〝アルゴー船団〟は主催者たちが創つくり上げた偽にせのコミュニティである。

　現在、ギリシャ神話に語られる〝アルゴー船〟の正式な保有者は白夜王だ。

　………此処数百年で使用された例はおふざけで召しよう還かんした一度しかないが、一応保有者は白夜王だ。

　太陽の主権として祀まつり上げられたことにより星空を渡わたる術すべを手に入れた〝アルゴー船〟は、ヘラクレスが保有していた太陽主権と共に白夜王の許もとへ返ってきた。

　出場もしていないのに太陽主権が一つ増えてしまったことにあたふたした白夜王だったが、こうなってしまっては仕方がない。如何いかに敵が〝ウロボロス〟を名乗る魔ま王おうたちであっても、出場している参加者である限り手出しは出来ない。あくまで公平に競きそい合うのが目的だ。

　そしてそのヘラクレスともう一つ、主催者側から送り出された刺し客かくが存在する。

〝サナト・クマーラ〟という名のコミュニティで登録されている者たちもまた、本来存在しないコミュニティの一つだ。

　或あるいは、かつて存在していたコミュニティともいえるかもしれない。

〝天軍デイーヴア〟の下部組織としてかつて存在していた〝アルゴー船〟や〝サナト・クマーラ〟といったコミュニティはディストピア戦争でほぼ壊かい滅めつしている。

　故に今回はカモフラージュという意味で名を借りていたのだ。

「本当は日天と風天の二人が出場予定だったんだが、ちょっと前に〝天の牡お牛うし〟事件があっただろう？　アレの対処に動いてくれた化身が一人いてな。〝ウロボロス〟や他のコミュニティの裏を搔く意味でも、ソイツに頼たのむことになった」

　此れはミノタウロスの迷めい宮きゆうでアルジュナと戦った時のことだ。

　アルジュナは事前に自身の兄弟が出場することを知っていた素そ振ぶりを見せていた。

　しかし主催者側のコミュニティである〝サナト・クマーラ〟のメンバーを事前に知っているはずが無い。

　つまり───情報が、外部に漏もれていたのだ。

　早さつ急きゆうに手を打つのは〝天軍〟を預かる者として当然の行動だった。

「………ぬう。おんし、息子むすこの願いを知った上で人事異動したのか？」

「ソレとコレとは話が別だ。今の状態で再戦させても二人の為にならん。アルジュナ自身が何に怒いかり、何に悲しんだのかを、正しく認識するまでは、絶対に日天───カルナに会わせることは、この俺が許さん」

　父としての顔ではなく、神王の顔で断言する。

　カルナとは、何時かアルジュナが口にしていた異父兄弟のことだ。

　帝釈天の息子であるアルジュナと、太陽神の息子であるカルナの決けつ闘とうは、三年前に黒ウサギと春日部かすかべ耀が話していた内容と変わらない。

　悠ゆう久きゆうの時が流れた今でも悔くい続けているその後こう悔かいの本質を、アルジュナは見失っている。誰だれよりも優やさしく、誰よりも勇ゆう敢かんだったあの戦士が、決闘の末に流した涙なみだにどのような意味があったのかを………其それこそを、もう一度思い出して欲しいと神王は語る。

「天空神デイヤウスの化身を呼び出したのは、万が一あの二人が戦せん闘とう行動を起こしたときの抑よく止し力りよくのためでもある。あの男ならば………かつてインド神群最強と呼ばれたあの勇士ならば、二人の不毛な激げき突とつを防げるはずだとな」

　決闘をするなというわけではない。

　だが過去の因いん縁ねんを引き摺ずった決闘は怨えん嗟さを助長させるだけだ。命を賭として戦うというのであれば、今この瞬しゆん間かん、今この時代に戦う理由を見み出いだしたものでなくてはならない。

（それに………カルナはアルジュナよりもむしろ、師であるパラシュラーマとの因縁に気を揉もむだろう。今も尚なお悔くいているという意味では、二人共に理由がある）

　奸かん計けいや策略が無いわけではない。

　だが神王であるこの男には、無用な怨えん恨こんに火を点つけぬよう立ち回る義務がある。

　遠い日に見た、憎ぞう悪おと憎悪が重なり合う燃え盛るような戦争を───もう、引き起こしたくないのだ。

　白夜王はそんな釈天の顔を見て、思わず口元を綻ほころばせた。

「………そうか。一度は最強の軍神とまで呼ばれたおんしがそう言うのであれば、私もこれ以上は口出しせん」

　人に最も近い神霊として生を受けたインドラは、星の数ほどの称しよう賛さんと数多あまたの失敗を経験して此こ処こにいる。彼は人の様に過あやまちを犯おかし、同時に、人の様に成長する神霊だった。

　この神王が戦争の火種を消すために本気で動き出しているというのなら、何も心配することは無いだろう。

「だが───ソレはソレ、コレはコレ！　本題に戻もどるとしてだの！　黒ウサギの代わりになる様な参加者はおらんのか!?　おんしだけが頼たよりなのだ！」

「んなこと言われてもなあ………例えばどんな奴やつがいいんだ？」

「それは勿論、容よう姿し端たん麗れいで強きよう靱じん不ふ屈くつ、プリっとした可愛かわいげと弄いじれば弄るほど味が出る三食首輪付きで飼ってあげたい感じのセクシーガールが、」

「甘えんじゃねえ、そんなのがいたら俺が飼ってるわッ[image: !!!]」

　駄だ神しん二人の叫さけび声が木霊こだまする。

　そもそも黒ウサギの種族である〝月の兎うさぎ〟は帝釈天の趣しゆ味み嗜し好こうをふんだんに詰つめ込んだ愛あい玩がん種族である。性せい癖へきが似通っている二人が譲ゆずり合いの精神を発はつ露ろするはずもない。

「ぐぬぬ………た、頼む！　この通りだ！　黒ウサギに悲しまれるのは私も辛つらいのだ！　そしてあわよくば〝流石さすがは白夜叉様なのです！〟と喜ばせて好感度を上げたいのだ！」

「欲望に忠実過ぎるっつんだろ[image: !!!]」

「頼む！　この通り！　一回だけ、一回だけでよいから[image: !!!]」

　ポンッ、とお子様モードになって土下座する白夜王。

　最強種の矜きよう持じは何処に行ったのかとツッコミたい気持ちが溢あふれたが、幼女の姿で土下座されると罪悪感がにじみ出てくる。実に卑ひ怯きような作戦だ。

　バツが悪そうに釈天が頭を搔くと───

　その後ろで待機していた、上杉女史が手を挙げた。

「白夜叉様。もしよろしければ、私が臨時で〝ノーネーム〟に力を貸しましょうか？」

「おんしが？」

「はい。可愛げは無いかもしれませんが、腕うでには自信があります。十二天の末ばつ席せきとして主権戦争に参加できるというのであれば此れほど名めい誉よなことはありますまい」

　黒い髪かみを靡なびかせて笑う上杉女史。

　白夜王は突とつ然ぜんの申し出に驚おどろいた。

　他の化身たちとは面識のある白夜王だが、上杉女史と会うのは今回が初めての筈はずだ。

　十二天の中で最も若い上杉女史───毘び沙しや門もん天てんの化身である上杉謙けん信しんは、他の化身に比べて歴史的にも浅い時代の出身者である。

　戦国の時代の中でも最も多くの才ある武将たちが群ぐん雄ゆう割かつ拠きよした時代に生まれ、百に近い戦場を駆かけ抜ぬけた最強の武将。

　生しよう涯がいの多くを戦場で過ごした彼女は後に〝軍神〟と呼ばれたと伝えられている。

「如何いかがでしょう？　若じやく輩はいの身ではありますが、此れでも神格に与あずかる者。ご期待に添そえる自信はあります」

　姿勢を正し、胸に手を当てる上杉女史。

　美少女は見慣れている白夜王だが、凛り々りしくも美しい類たぐいの女性は身近に置いていない。顎に手を当てて上から下までをネットリと吟味し、

「ふむ………実力あり、実績あり、やる気あり、か」

「可愛げは無いがルックスは保証するぜ」

「うむ。艶つややかで手入れの行き届いた黒くろ髪かみは勿もち論ろんのこと、スーツの上からでもハッキリとわかる乳ち房ぶさは形も大きさもよく、臍へそから腰こしにかけてハッキリと凹おう凸とつのある尻しりのラインも捨てがたい。昨今はこういう凛々しい女子おなごにこそ三食首輪付きの生活を送らせたいとも」

「気持ちは分かるが自重しろ」

　同意した上で落ち着くように宥なだめる釈天。

　釈天は大きく溜ため息いきをついて上杉女史に向き直り、やや真しん剣けんな表情で彼女を見る。

「………上杉。お前はまだ十二天として単独の使命を負ったことが無い。実質、此れが初の単独行動となる。本当にいいのだな？」

「無用な心配です。私は私の責務を果たすために化身としての役目を請うけ負いました。十六夜や焰を護まもる為ためと考えれば、結局外界でやっている仕事とそう変わらないでしょう？」

　腰に手を当て不敵に笑う。

　言葉こそ敬語だが、その仕草は何時いつもの上杉女史のものと変わらない。

　釈天はしばし逡しゆん巡じゆんしたが、ふっと遠い目をして呟つぶやいた。

[image: ]

「………そうだな。上杉も、幾いく分ぶんかは人間らしくなった。あまり過保護になるのもよくないか」

「いやおいちょっと待て。そこは〝神霊らしくなった〟の間ま違ちがいじゃないのか？」

　反射的に素すが出る上杉女史。だが仕方がない。

　毘沙門天の化身アバターとして使命を授さずかってはいるが、彼女はれっきとした人間として生涯を全まつとうした実績がある。それを〝人間らしくなった〟などと言われては心外だろう。

　だが釈天は苦く笑しようして首を振ふり、

「そういう言い方を含ふくめて〝人間らしくなった〟と言っているんだがな。………まあいい。アトランティス大陸の件はお前に一任する。先まずは、この手紙を預けておく」

　手紙？　と首を傾かしげる上杉女史。

　同じく白夜王も首を傾げる。

「見たことの無い封ふう蠟ろうだが、何処どこのコミュニティのものだ？」

「久く遠どう飛鳥の興おこした新興コミュニティだ。───例のクリシュナを名乗る者について、〝ウロボロス〟からリークがあった」

「なっ………[image: !!?]」

「しかも情報を元に調べた結果、奴は正規の参加者ですらない。つまり魔王連盟として裁くことも可能だということだ」

「さ、裁く!?　あのクリシュナをか!?」

　驚きよう愕がくする上杉女史。クリシュナがどれほどの偉い人じんか知っていれば、この反応は至し極ごく当然のものだろう。

　だが釈天はゆっくりと首を横に振り、

「正確にはクリシュナを名乗る偽にせ者ものについて、だな」

「に………偽者？」

「うむ。あやつについては私も気にはなっておった。………だが安心せよ。アレがクリシュナで無いことは私からも保証できる」

　扇おうぎを広げた白夜王は、己おのれの指先に先日の黒い影かげの人形を取り出す。

「私はむしろ、あの黒き怪かい物ぶつが何者であるのかという謎なぞの方が重要だと思っておる。………一目見ただけで、アレがとんでもない厄やくネタであることは理解した。あの怪物は限りなく〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟に近しい力を持っておるにも拘かかわらず、属性的にも全く別の代しろ物ものだ。よもやあのヘラクレスを乗っ取って操あやつるなど………そんなことが可能な魔ま王おうは、後にも先にも魔王〝閉鎖世界デイストピア〟しかおらんかっただろうに」

〝人類最終試練〟───〝神殺し〟として恐おそれられる彼らは、人類の終末が形になった最強の魔王たちだ。かつて箱庭でその暴ぼう威いを振るっていた彼らは、世界の果てから来た少女と、異世界から来た少年によって打だ倒とうされた。

〝閉鎖世界〟と〝絶対悪アジ＝ダカーハ〟の二体が倒たおされ、残る最後の一体は全すべての〝人類最終試練〟が消しよう滅めつした時に同じく消滅が約束されているはずなのだ。

「もし本当に最後の一体───〝退エンド廃・エンのプテイ風ネス〟が動き出したというのなら、それは箱庭の眼めを以もってしても気付かなかった何かがあるということになる」

「だが太陽主権戦争を始めてしまった以上、後あと戻もどりはできん。原典オリジン候補者の最終選出も進行中だ。全てを同時進行で進めて行くしかない。………そこで考えたのだが、」

　ニヤリ、と腹黒い笑いを浮うかべる釈天。この男がこういう笑い方をするときは大体ろくでもないことを考えているのである。

　上杉女史はやや呆あきれたような笑いを浮かべて釈天の作戦に耳を傾かたむけた。







[image: 第三章]




「───以上が、私が派は遣けんされた理由だ」

「マジかよ」

「だ、大だい歓かん迎げい！　大歓迎！　〝ノーネーム〟は人手不足過ぎて困ってます！　加えて美人なお姉さんなら何時でも大だい募ぼ集しゆうしてます！」

　ブンブンと上うえ杉すぎ女じよ史しの両手を振り回す耀よう。如何どうやら人材不足について本格的に困っていたらしい。此れほど声を荒あららげる彼女も珍めずらしい。

　熱ねつ烈れつな歓かん迎げいに瞳ひとみを瞬またたかせる上杉女史だったが、人差し指を立てて忠告する。

「とはいえ、太陽主権戦争に於おいては私はあくまでお前たちの戦せん闘とう要員としての役目しか負わない。何より護法十二天として請け負った使命がある。先ずはこの二枚の手紙を読んで欲しい」

　コホン、と咳せき払ばらいをして十六夜いざよい、耀よう、彩あや鳥との三人に説明し始める上杉女史。

「一枚は釈天とくてるから、もう一枚は久く遠どう飛鳥あすかから預かった手紙だ」

「飛鳥から？」

「へえ？　じゃあもしかして、今回の作戦はお嬢じようさまのサプライズってことか？」

「そうだ。久遠飛鳥の手紙にはクリシュナの正体及およびその打開策が書かれており、釈天の手紙には奴を嵌はめる為の作戦が書かれている。もしこの作戦を引き受けてくれるのであれば私は〝ノーネーム〟の客分としてこのアトランティス大陸のゲームに参加することを誓ちかおうと思うのだが………どうだろう？」

「やりますやります！　受けます受けます！　二人だけだととてもじゃないけどゲームが成立しないし！　〝ノーネーム〟のみんなは問題児ばっかりで困っていたところです！」

　三年前ならどの口が言うのかとツッコミが入るところなのだろうが、現状では彼女が一番〝ノーネーム〟の為に働いているのだから誰だれも文句は言えないだろう。

　十六夜も特別反対するような理由はないのだが───

　どうにも気け怠だるさが取れない自分の身体からだを見つめ、如何したものかと考える。

（クリシュナがいるかぎり、白皮症アルビノのチビは一人にしておけない。何より俺たちの行動にも制限がかかる。つまりクリシュナを倒すのは必ひつ須す条件なわけだが………）

　この身体で、果たして十全に戦うことが出来るのだろうか。

　歩みが重く、握にぎる拳こぶしの力も普ふ段だんの半分ほどだ。

　それに何より───腹が減って仕方がない。耀と同じ腹ペコキャラと思われるのが癪しやくで黙だまっているが、こうしている間にも腹が減って頭が回らなくなってきている。

　興こう奮ふんしていた耀と彩鳥も十六夜の様子がおかしいことに気が付き、不思議そうに問う。

「………十六夜？　大だい丈じよう夫ぶ？　今朝からなんだかおかしくない？」

「私も同意見です。悪戯いたずら心ごころはいつも通りですが、言動にキレを感じません」

「ん～………まあ少し気怠いだけだ。女性陣が気にするようなことじゃ、」

「そんなわけねえだろ、この馬鹿兄貴」

　宿舎から来た新たな人影に、三人は同時に振り返る。

　其そ処こには腰に手を当てて怒おこっている少年───西さい郷ごう焰ほむらの姿があった。

　昨夜のことを思い出した十六夜は鋭するどい瞳で焰を睨にらむ。

「………焰か？」

「ああ？　何だよ、藪やぶから棒ぼうに睨み付けて。病人が凄すごんでも怖こわくなんかないからな」

　ズカズカと大おお股またで歩み寄る焰。しかし昨夜の事を覚えている十六夜にしてみれば警けい戒かいするのは当然のことだろう。

　昨夜───西郷焰は魔王アジ＝ダカーハの化身として覚かく醒せいしていた。

　十六夜や耀と死し闘とうを演じた大魔王が化身を得ることによって帰ってきたとなれば大問題だ。何より自分の弟を乗っ取られて黙だまっていられるほど十六夜は軟なん弱じやくではない。

　しかしそんな十六夜の憤いきどおりを余所よそに、焰は十六夜の右みぎ腕うでに嵌められたB.D.Aを観察し始める。

「くそ、完全に癒ゆ着ちやくしてる。装そう甲こうごと肉を引き剝はがさないと外れそうにない」

「何それ痛そう。大丈夫なの、十六夜」

「………痛みはねえ。お前たちが気にするようなことじゃねえよ」

　ぶっきら棒に吐はき捨てる十六夜。まだ確信は持てないが、如何やらアジ＝ダカーハの意識は常に浮上しているようなものでは無いらしい。

　態度を軟化させた十六夜は焰の手を振り払って片かた肘ひじを突く。

「俺の事より、白皮症アルビノのチビとパラシュラーマの容態はどうなんだ？　元気なのか？」

「………女の子の方は容態が安定してきてる。パラシュラーマさんは………その、身体や臓器の機能について問題があって………」

　言い難にくそうに視線を逸そらす焰。如何やら口にするのも憚はばかられる状態らしい。

　焰の辛つらそうなその表情を見た上杉が、片手を挙げて提案する。

「もしパラシュラーマさえ納なつ得とくするのであれば、彼女を私たち護法十二天………釈天の許に預けてはみないだろうか？」

　突とつ然ぜんの申し出に焰は表情を明るくしたものの、すぐに不安そうに表情を曇くもらせる

「助かりますけど、良いんですか？　俺たちって太陽主権戦争に参加してるんじゃ」

「パラシュラーマは参加者プレイヤーじゃないから大丈夫だ。心配しなくてもいいよ。何より私の同どう僚りように彼女の弟で子しが居るから、悪いようにはしないだろう。お前の様に心こころ優やさしい少年が心を砕くだく必要は無い。あとのことは私たちに任せるといい」

「あ………ありがとうございます！　信頼できるドイツの病院に紹介状を書くので、そこの院長を頼ってください！　きっと力になってくれるはずです！」

　元気を取り戻した焰に、普ふ段だん見せないような柔やわらかく優し気な笑みを見せる上杉女史。

　厳格な上杉女史のこの様な笑顔は極きわめて珍めずらしい。

　十六夜はピン、と悪戯の気配を感じ取って含み笑いを浮かべた。

「いやはや………流石さすがは〝越えち後ごの龍りゆう〟とまで呼ばれた〝毘び沙しや門もん天てんの化身〟、上杉謙けん信しん公。うちの弟の心労をそこまで労ねぎらってくれるとは」

「？　何だ、突然。私がこの少年を心配するのは変なことか？」

「いいやあ？　ただほら、上杉謙信公といえば一〇〇の戦場を経験したという武勇伝以外にも、よからぬ噂があるらしいじゃないか」

　ニヤニヤと悪戯心全開の笑みを浮かべる十六夜。流石の焰や彩鳥も此こ処こまでヒントを与えられれば察することが出来た。

　有名と言えば有名な話だ。

　己を毘沙門天の化身に見立てた上杉謙信公はその神聖さを保つため、生涯異性と交わらず、子孫も存在しなかったと伝えられている。

　だがその実───上杉謙信公の周りの小姓には、美しい少年ばかりが選ばれていたという噂うわさだ。

　特に戦国一の美少年と謳うたわれた上杉景かげ虎とらとは只ただならぬ関係だったという。

（つ、つまり上杉さんは………[image: !!!]）

（伝説に残るほどの、ショタコンだったですか───[image: !!?]）

　唐とう突とつに明かされた新事実に、二人の上杉女史を見る目が変わってしまう。

　そういえば彩鳥にも妙に世話を焼いてくれている節があった。その裏に下心があった可能性は否定出来ない。

　二人にそっと距きよ離りを取られた上杉女史は、酷ひどく傷ついた顔をした。

「ちょ、ちょっと待て！　何のことだ!?　全く身に覚えがないぞ[image: !!?]」

「い、いえ。どうかお気になさらず。それより話を戻しましょう」

「そ、そうだった。俺もイザ兄にいに話がある」

　コホン、と咳せきを吐いた焰は、仕切り直す様に話を戻した。

「クリシュナと戦う、だったな。悪いけどイザ兄はドクターストップだ」

「ああん？」

「焰君？」

「せ、先せん輩ぱい？　しかしドクターストップとはどういうことでしょうか？」

　彩鳥の疑問に、耀と上杉女史も耳を傾ける。

　だが当の本人は舌打ちをしてそっぽを向いた。

　焰は確信を得た様に大おお股またで近寄り、十六夜を睨にらむ。

「………一時的とはいえ、全身を〝星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シン〟に変えて消費したんだ。少なくとも血は足りてないだろうし、身体を構成している体組織も部分的に崩くずれてるに決まってる。今までは体内の粒りゆう子し体が補ってくれていたんだろうけど、それを消費しちまったんだから、暫しばらくは安静にしなきゃ駄だ目めだ。今だって本当は貧血を起こしてるんだろ？」

　焰の指し摘てきを受け、十六夜は気怠さの正体を初めて知った。

　この気怠さは三年前の大量出血を起こした時のものによく似ていた。要するに、身体を回る血が足りなくて気怠いのだ。

「イザ兄の心臓には、〝星辰粒子体〟の原典オリジンがある。それがB.D.Aの出力を高める結けつ晶しよう核かくになって身体に眠ねむっているんだと思う。そうじゃなきゃ星辰体アストラルから物質化なんて出来るはずが無い。優先順位的に血中粒子から消費しているんだろうけど、それを使い切ったら次は体組織に寄生してる粒子体を食い潰つぶす。イザ兄にとってB.D.Aは諸もろ刃はの剣つるぎなんだよ」

　苦々しい表情を浮かべる焰。

　一歩間違えれば素体融解メルトダウンを起こして死んでいたかもしれないのだ。もしそうなれば粒子体研究の件も、白皮症アルビノの少女を救う行為も、全て破は綻たんしていただろう。

　十六夜は己の父を恨うらんでいないと口にしたが、やはり焰の胸には言葉に出来ない怒いかりがあった。どんなつもりで我が子にこんな人体実験を施ほどこしたのかと問い詰つめてやりたい気持ちが溢あふれている。

　………だが予想を裏切って、十六夜は謎が解けた様なスッキリとした顔をしていた。

「なんだ。つまり俺の腹が減りっぱなしなのは、B.D.Aの所為せいなんだな？」

「は？　………腹？」

「そう、腹。朝からめっぽう腹が減ってるのはそういうことだろ？」

　カラ元気を取り繕つくろった様子も無く、十六夜は平然と問いかける。

　先ほどまでの深刻な顔を一転させた焰は、呆気にとられた。

「………いや、えっと、そりゃ沢たく山さん食えば消費した血液やカロリーは補ほ塡てんされるけど」

「なんだよそういうことは早く言えよ。てっきり何処かの神様の呪のろいで変なキャラ押し付けられたのかと思ったじゃねえか」

　我が慢まんして損をしたと愚ぐ痴ちりつつ、十六夜は給きゆう仕じをしていた女性に声をかけて三人前の食事を要求する。

　ついでに春日部かすかべ耀も十人前を要求する。

「アレだけの力がノーリスクで使えるはずが無いことも承知していたし、どんなリスクがあるのか不明なままの方が危険だ。たった一度の使用でリスクが判明したのならむしろ御おんの字と言う他ほかない。連続使用のタイムリミットも昨日くらいがベストってことだろ？」

「そ、そうだけど。でも本当のリスクは精密検査をしてみないと分からないし、」

「分かってる分かってる。クリシュナとの戦いが終わったら頭脳労働に徹てつするよ。それが終わるまでは少し静かに───」

「………うん？　十六夜はお留守番でしょ？」

　モキュモキュ、と頰ほお袋ぶくろ一いつ杯ぱいに食事を頰ほお張ばる耀。

　十六夜は自分に給仕されたはずの皿が率そつ先せんして空になっていたことに驚おどろいた。

「………春日部。一体どういうことだ？」

「だって今の話を聞かされて戦わせられるわけないじゃない。万ばん全ぜんの状態なら兎とも角、」

「そうじゃねえ。お前が空にした皿は俺が注文した料理だ」

「万全の状態なら兎も角、お腹なかが減ってる状態の十六夜を戦わせられないよ。そのクリシュナって人凄すごく強いんでしょ？」

　意図的に十六夜の問い掛かけをスルーする春日部耀。

　二人前を速すみやかに片付けた耀は、焰に視線を向ける。

「少なくとも三日は安静にしてなきゃいけないと私は思ってる。焰君は？」

「あ、はい。俺もそれくらいがベストだと思っていました。心臓が結けつ晶しよう化しているなら、血流に粒子が満ちるまで一日、体組織の補塡まで二日はかかります」

「だよね。それに明日あしたにはララァさんのゲームが始まる。アトランティス大陸のゲームが本格的に動き出す前に倒すなら、今日中に決着をつけるべきだよ」

「ほう？　それは大きく出たな。私は構わないぞ」

　感心した様に上杉女史も不敵に笑う。

　仕し掛かけるならば早い方がいいという意見には彼女も同意しているらしい。隣となりでオリーブを齧かじっていた彩鳥は飛鳥の手紙を一いち瞥べつしてから、普段より醒さめた様子で首を振ふる。

「………なら、私は此こ処こに残りましょう。先輩や十六夜さん、それに集落を守る者も必要です。入れ違ちがいになったとしても私なら防戦が可能です」

「おい、勝手に話を進めるなよ。お嬢さまと春日部と上杉だけでクリシュナと戦えるはずが無いだろ。返り討うちにあうのが関の山だ」

　大おお真ま面じ目めに十六夜が言うと、耀はカチンときたように唇くちびるを尖とがらせる。

「む………こう言っちゃなんだけど、もう十六夜より私の方が強いと思うよ？　こう見えて最強の〝階層フロア支配者マスター〟なんて呼ばれてるんだけどな、私」

「へえ？　そりゃ蛟こう劉りゆうの奴やつも随ずい分ぶんと謙けん遜そんしたもんだ」

「謙遜じゃないし。実力だし。というか貧血の人が無理についてきてどうするの。足を引っ張られても困る。………どうしても足を引っ張りに来るっていうなら、動けないように縛しばり上げようか？」

　───パリッ、と空気に亀き裂れつが入る。

　売り言葉に買い言葉という慣用句があるが、今のが正まさにそれだ。お互たがいがお互いのことを心配して口にしたのだが、両者ともに神経を逆なでしてしまっている。

　彩鳥はそっと腰こしを浮うかして退たい避ひする構えに入り、上杉女史は割って入るタイミングを見計らい、焰は「春日部さんとイザ兄って仲が良いんだな」と良く分かってないまま感心している。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が立ち込める中───

　巨きよ大だいな質量を持った何かが、足あし踏ぶみをするような音が聞こえた。

「っ[image: !!?]」

　今にも飛び掛かりそうだった十六夜を含ふくめ、全員の意識が街の外に向く。

　ズドン、ズドン、と遠くから聞こえる足音は徐じよ々じよに此方こちらに向かってきている。しかも速度がかなり出ている。

　大地が揺ゆれるほどの重量が獣けものの様に走ってきているのだ。

　集落の住人たちも異変に気が付き、一いつ斉せいに騒さわぎ始める。

「な、なんだ[image: !!?]」

「巨きよ人じんだ!!　巨人族だ[image: !!!]」

「紅あかい鋼はがねの巨人族が攻せめて来たぞ[image: !!!]」

　───紅い鋼の巨人？

　心当たりがある数名が、三者三様の反応で表情を変えた。

「まさか………」

「間違いない！　私たちも迎むかえに行こう！」

「？　良く分からないけど、俺たちも行こうぜ彩鳥」

「い、いえ、私は先に朝食を摂とりますので！　あと明日の用意とかもありますので!!　皆みなさんだけでどうぞ！」

　大おお慌あわてで颯さつ爽そうと去っていく彩鳥。誰か会いたくない人でもいるのだろうか。

　焰も十六夜に付いて行こうとしたが、その背中を上杉女史が止める。

「待て、焰。お前にはまだ話してないことがある。お前だけは此処に残って欲しい」

「俺に？」

「ああ。───アルジュナについて、大事な話だ」

　上杉女史は真しん剣けんな眼まな差ざしで焰を見ている。焰は事情を知らないが、何か大切な話だということだけ悟さとり、無言で席に着いた。




　　　　＊




　一方───原住民の集落は、大パニックに陥おちいっていた。

「うわあああああ[image: !!?]　遂ついに巨人族が攻めて来たぞおおおおおお[image: !!?]」

「女子供は地下に逃にがせ[image: !!!]　狩かりに出ている飛行型の幻げん獣じゆうをすぐに呼び戻もどすんだ[image: !!!]」

「で、でも………こんな怪かい物ぶつに勝てるのか[image: !!?]」

「勝てるかどうかじゃねえ[image: !!!]　勝たなきゃダメなんだよ俺たちは[image: !!!]」

「ぬおおおお来いよおおおおお[image: !!!]　俺たちの家族には指一本触ふれさせんぞおおおおお[image: !!!]」

　原住民たちは鬨ときの声を上げ、弓矢や投とう擲てき用の槍やりを用いて紅い鋼の巨人に襲おそい掛かる。

　しかしそんなものが通用する相手ではない。この巨人がその気になって一歩踏ふみ出せば、原住民の戦士たちは簡単に蹴け散ちらされてしまうだろう。

　紅い鋼の巨人───ディーンの肩かたの上に居た久遠飛鳥は、如何どうしたものかと思い悩なやんでいた。

「………如何しましょうか？　此れじゃ動けないわね」

「ですがディーンをギフトカードに収納したところで、あの様子では簡単に収まるとは思えません。錯さく乱らんして襲い掛かってくるやも」

「そ、そうですよね。何とか話し合いに持っていかないと！」

　平和志向の鈴すず華かが握にぎり拳こぶしを作って力説する。こうやって平和解決を主張し続けないと、力任せに大暴れしそうな予感があった。

　飛鳥も年長者として強く出にくいのか、物もの陰かげに隠かくれつつまだ大人しくしている。

「そうねえ。私はともかく、十六夜君の義妹いもうとさんやレティシアの姪めいを危険な目に遭あわせるのは気が引けるわ」

「す、すいません」

「あら、謝らなくていいわよ。十六夜君の義妹ということは、私にとっても妹分みたいなものだもの。むしろ頼ってくれて嬉うれしいわ」

　ウインクしながら頼もしい言葉を口にする飛鳥。

　だが鈴華としては、守られてばかりいるのは少々気まずかった。

「もしよかったら私だけ空間跳ちよう躍やくで下に降りて、話をしてきましょうか？」

「駄だ目め。危険すぎるわ」

「で、でも、私ばかりお世話になっていられません。私ならピョンピョン飛び回って攪かく乱らんできますし、」

「駄・目・よ！　貴女あなたは身体能力の差を見み縊くびり過ぎよ。鈴華さんは空間跳躍以外は普通の女の子でしょう？　怪け我がでもしたらどうするの？　私じゃ責任取れないわ」

　声こそ静かなものだったが、飛鳥の叱しつ責せきには有無を言わせない力があった。

　身体能力のアドバンテージを飛鳥は良く知っている。如何いかに空間跳躍が強力な恩おん恵けいであったとしても、身体が常人のままでは流れ矢に当たる可能性を否定できない。

　叱しかられてしょんぼりとした鈴華に、アルマテイアが優やさしく話しかける。

「鈴華さん、如何かご理解を。今回はマスターが全面的に正しい。貴女の身を真剣に案じているが故ゆえにこうして叱っているのです。………きっと貴女に、亡なき妹を重ねているのでしょう」

　驚おどろく鈴華と飛鳥。特に飛鳥の驚きは激しかった。

　頰を紅こう潮ちようさせてそっぽを向く飛鳥は、恨うらめしそうに苦言を漏もらす。

「本当に、私の従僕は口が軽いわね」

「申し訳ありません。マスターの為ためになる軽口しか漏らしませんので、どうかご容よう赦しやを」

　ぬけぬけと言ってのけるアルマテイアに呆あきれる飛鳥。

　万ばん事じが常時彼女はこの調子なのだろう。

　諦あきらめて縁ふちにもたれかかった飛鳥は、思い出したように己おのれの腰に下げた日本刀を触る。

「………重ねていない、と言ったら噓うそになるわ。あの子が消えたのも、鈴華さんと同じくらいの年ねん齢れいだったものね。この天あまの叢むら雲くもの剣つるぎも、私の妹の遺品を素材にして打ち直したものなのよ」

「………そう、だったんですね」

「ええ。他ほかの遺品は女王様が回収してしまったけど、この刀の素材になった刀だけは私に譲ゆずってくれてね。どうにか使い物にしたくて、〝日本刀の開祖〟って呼ばれてる鍛冶かじ師のアマクニさんから力を借りて、一から打ち直してもらったの」

　唯ゆい一いつ残った妹の遺品を撫なでつつ、飛鳥は刀の柄つかにゆっくりと手を置く。喪うしなったという妹への思いをこの刀に託たくしているのだろう。

　肉親を失った痛みと喪そう失しつ感はわずか数年の時間で癒いやせるものではない。その喪失感と胸の空白を埋める為に求めたのがこの天叢雲剣なのだろう。

　鈴華とアルマも、静かにその思いを嚙かみ締しめている。

　しかし───ラミアだけは違った。

（〝日本刀の開祖〟アマクニ………[image: !!?]　そうよ、極東鍛冶師の〝天国アマクニ〟だわ!!）

　漸ようやく思い出したラミアは、逸はやる鼓こ動どうを抑あさえながら必死に情報を纏まとめ上げる。

　日本刀の開祖を具体的に述べると、近代に入って尚なお〝未知の技術で造られた日本刀〟を創つくり上げた一派を指す。

　鎌倉以前に造られた刀の数々はその製法が未いまだに謎なぞで包まれており、ロストテクノロジーの一つとして語り継がれている。そういう意味では天下五剣を鍛きたえた三さん条じよう宗むね近ちかや大おお原はら安やす綱つなも日本刀の開祖を名乗るべき人物なのだろう。

　開祖たちの中で〝天国〟が特別とされているのには製鉄技術の差ではなく、また別の理由が存在している。

　彼は神話より伝わり皇室に収められた三種の神じん器ぎの一つである〝天叢雲剣〟を鍛えた人物としてその名を遺のこしている人物だからだ。

（西欧の始祖鍛冶師〝トバルカイン〟、中華大陸の武装神〝蚩し尤ゆう〟と同じく、〝アストラ〟を鍛えることを許された蒼あおき星の鍛冶師！　ディストピア戦争ではトバルカインの代役を務めたという鍛冶師が〝天叢雲剣〟の銘めいを与えた星剣ということは………[image: !!!]）

　天叢雲剣は〝星の新兵器〟であるアストラの一つであるのは最も早はや確定的だ。素材にしたということは、銅剣の中にアストラの中核が隠されていたのかもしれない。

　しかし───少しだけ疑問が残る。

　アストラはその強大過ぎる力を分配する為、必ず神話の中で一つの形しか得られない筈はずなのだ。戴冠石リア・フアルの様に資格者を選定する力を持つものの他、剣や戦せん斧ぷ、戦闘技術もある。

　星牛の様にかさばるものもあれば、失われれば代だい替がえが利きかないものもある。

　極東の地である日本は、海底にある大おお釜がまから〝星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シン〟を手に入れた筈だ。

（日本だけに二つ与えられた………？　いえ、それはおかしいのだわ。そんな話は聞いたこと無いもの）

　恐らく、どちらかが別の神話から齎もたらされたアストラなのだ。流石さすがに此これだけの情報では確信は得られないが、そうとしか考えられない。

　もう少し情報を引き出そうとラミアが振り返ると、

「………って、飛鳥危ない!?」

　ラミアが叫さけぶと、飛鳥の顔のすぐ傍そばを戦せん斧ぷの刃やいばが掠かすめた。

　驚いた飛鳥は振り返り、強きよう襲しゆうしてきた者を睨にらむ。

　するとディーンの肩周りに牛仮面をつけた戦士たちが数人ほど待機していた。

「巨人族を操あやつる魔ま女じよを見つけたぞ！」

「戦えるものは登って打ち取れ!!」

「っ………!?　不味まずい、思ったより行動が速い………[image: !!!]」

　ディーンの足元には既すでに鉤かぎ縄なわが吊つるされており、次々と牛仮面の戦士たちが登り始めている。一人一人は彼女たちの敵ではないが、殺さずに制圧するとなると話は別だ。

　牛仮面の戦士たちの平均的な戦せん闘とう能力は下位の幻獣に匹ひつ敵てきする。

　四方八方から弓の雨が降り注ぐと、アルマは大急ぎで天幕を張った。

　牛仮面の戦士が放った矢は亜あ音速にも到とう達たつし、天幕に強く打ち付けられている。

「こ、これは参りました！　想像していたより原住民のレベルが高い！　しかも連れん携けいが速く、組織としても鍛たん錬れんを積んでいます！」

　珍めずらしく焦あせるアルマ。牛仮面の戦士たちはプリトゥや十六夜たちの眼めから見ても高水準の戦士たちだ。しかも次から次に増えている。

「でもこれくらいなら制圧は難しくないでしょ!?」

「制圧は簡単ですが、死傷者を出さないのは難しい！　絶ぜつ妙みような厄やつ介かいさです！」

　アルマの稲いな妻ずまなら失神程度の衝しよう撃げきを一斉に与あたえるのは簡単だ。しかしこの状じよう況きようで失神させてしまえば、落下して死傷者が出ることは間違いない。

　全員がアワアワしている中、ラミアだけが面めん倒どうくさそうに眉まゆを歪ゆがめていた。

「………何やってるのよ。全員叩たたきのめしたらいいじゃない」

「だ、駄だ目めだよ、そういう物ぶつ騒そうなことを言っちゃ！」

「だって面倒くさいもの。手加減してパパっと倒たおしてはいけないの？　大体コッチは弓矢や槍で命を狙ねらわれてるのに、どうして私たちは手を出しちゃいけないの？」

「………そうね。言われてみればその通りだわ」

「はい。私たちが遜へりくだる理由は一つもありません」

　飛鳥とアルマの物騒な声に、鈴華はまたも飛び上がる。

「そもそも私たちはディーンに乗って走っていただけなのに、なんで襲われなきゃいけないの？　謝罪が必要なのは私たちのほうじゃない」

「何よ、話が分かるじゃない」

　フフン、と胸に手を当てて調子よくラミアは笑う。

「錯乱して分別が付いていないのは原住民で、私たちはその被ひ害がい者しや。どう考えても正義は私たちにあるわ」

「ええ。一ひと泡あわ吹ふかせてやりましょう。アルマは鈴華さんをお願いね」

「了りよう解かいしました」

「あ、あわわ………[image: !!!]」

　問題児思考の女性しかおらず、根っ子が優等生な鈴華は只管ひたすらにアワアワするしかない。飛鳥とラミアは臨戦態勢に入り、突とつ撃げきするタイミングを見計らう。

　徐々に降り注ぐ矢の数が減り始めた頃ころ。

　二人は呼吸を合わせ、同時に飛び出した。

　───が、




「「てい！」」




「「「「「グアアアアアアやられたあああああああ[image: !!!]」」」」」




　手加減のプロ、逆さか廻まき十六夜と。

　手加減のセミプロ、春日部耀の二人によって。

　原住民はまとめて星となった。

「………え、」

「あらまあ」

　やる気満々だった飛鳥はその光景に思わず硬こう直ちよくしてしまった。

　ラミアは逆に楽できてよかったと、つまらなそうに毛先を弄いじっている。

　一方の十六夜と耀は、蹴散らされて気を失っている原住民を見て、どういう状況なのかと首を傾かしげていた。

「………なんだコイツら。なんでディーンに襲い掛かかってるんだよ」

「敵と間違えたんじゃない？　ほら、巨人族に似てなくもないし」

　パンパン、と埃ほこりを払はらう仕草をする二人。だが獲え物ものを取られた飛鳥はそれどころではない。

「ちょ………ちょっと、十六夜君！　春日部さん！　如何して倒してしまったの!?　私がお礼参りする直前だったのに！」

　うん？　と首を傾げる二人。

「倒すって………お嬢じようさまが？　その腰に下げた刀で？　本気か？」

「ふふ。飛鳥ったら冗じよう談だんが上手うまくなったね♪」

「じょ………[image: !!?]」

　飛鳥は深く傷つき、絶句した。

　二年前に姉妹だったフェイスレスを倒して以降───彼女の肉体は本来の霊れい格かくを取り戻し、身体能力は比ひ較かくにならないほど向上した。

　双ふた子ごだったフェイスレスが霊格の半分を保有していたからだ。流石さすがに十六夜や耀とは比べ物にならないが、それでも数々の怪物たちと鎬しのぎを削けずった二年間だったのだ。

（其それを………まさか………『冗談が上手くなったね♪』………ですって………[image: !!?]）

　プルプルと両手を震ふるわせていた飛鳥は、ラミアの襟えり首くびをグワシと摑つかみ、

「………行くわよ、ラミアさん」

「え？　何？　集落でも襲うの？」

「ええ。先まずは───下にいる、獲物泥どろ棒ぼうからよ───[image: !!!]」

　どりゃーと叫びながら十六夜と耀の二人に飛び掛かる飛鳥。

　なんだかよくわからないが、その場の勢いでそれに付き合うラミア。

　不意打ちに面めん食くらう二人。







　………そんな彼らを上から見ていたアルマと鈴華は、苦笑いを浮うかべていた。

「はあ………思っていた以上に、ドタバタな再会になりましたね」

「そうですか？　しんみりした再会なんてイザ兄には似合わないですよ！」

『ＤｅＮ』

　にはは、と笑ってディーンの上から暴れている十六夜たちを見る。

（………そっか。イザ兄も、箱庭で沢たく山さん仲間が出来たんだね）

　幼い頃ころの十六夜は、同じようにふざけていても、もっと孤こ高こうな一面があった。

　孤こ独どくではなく孤高だと感じていたのは、彼と同じ目線で話せる人が金糸雀カナリア先生しかいなかったからだろう。

　けれど今は違ちがう。この箱庭の世界には、十六夜が本気で馬ば鹿かなことを言えて、十六夜の本気の悪戯いたずらに付き合ってくれる人が居るのだ。

「………にはは。なんだか安心した」

　此れで何時いつでも笑え顔がおで別れられる。

　其れもお互たがいの未来を祝して手を振ふりながら別れられるだろう。

　鈴華とアルマはディーンの上から暫しばらく三人の問題児の姿を見守るのだった。







[image: 第四章]




　新月が過ぎ、夜の帳とばりを脱ぬぎ捨てた月が顔を見せ始めた刻限。

　集落の篝かがり火びだけが暗くら闇やみを照らし出し、外に向けて数歩歩きだせば足元すら覚おぼ束つかない。誤って道を踏み外せば足元から闇やみに吞のまれてしまうのではないかと錯さつ覚かくしてしまいそうだ。

　司祭補ほ佐さのララァに誘いざなわれた面々は翌日のゲームに備えて既に就しゆう寝しん準備を進めていた。

「はあ………しかしまあ、イザ兄にいの友達は変な人が多いなあ」

　西さい郷ごう焰ほむらは昼間のドタバタ劇を思い出しながら、自室の医い療りよう機器を整理していた。

　他ほかにも地質調査用の顕けん微び鏡きようや粒りゆう子し測定器といった器具もギフトカードの中に収納されていたらしく、アトランティス大陸での活動は円えん滑かつに進んでいた。

　───そんな、集落の角すみにある宿舎にて。

　先日から姿を消していたアルジュナが、扉とびらを叩いた。

「焰。少しいいですか？」

「うん？　………ってアルジュナ!?　今まで何処どこに行ってたんだ[image: !!?]」

　バタン！　と勢いよく扉を開く。

　すると困り顔のアルジュナが頰ほおを搔かきながら立ち尽つくしていた。

「申し訳ない。気が付けば森の中に一人で彷徨さまよっていて………方角も碌ろくに分からないままフラフラと歩き続け、漸ようやく此方こちらの集落に戻もどってくることが出来ました」

「一人で？　そりゃ難なん儀ぎだな。鈴すず華かとアステリオスは一いつ緒しよじゃないのか？」

「途と中ちゆうではぐれたままです。しかしアステリオスが共にいてくれるなら余よ程ほどのことが無い限り大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「………そうか。まあ入れよ。森を彷徨ってたんなら疲つかれてるだろ？　茶でも淹いれるよ」

　入室を促うながすと、アルジュナはボロボロの姿のまま焰の部屋に入る。その途と端たん、アルジュナは目を丸くした。

　医療機器や顕微鏡などを不思議そうに見るアルジュナは、お茶を淹れている焰に問う。

「何やら、見たことの無い機器が散乱していますね。焰が持ち込んだのですか？」

「釈天とくてるがギフトカードの中に突つっ込んでたんだよ」

「インドラが？」

「ああ。五億円の使い道としてはまあ、許せる範はん囲いかな。おかげで女の子を助けられたわけだし。地質調査にも今のところ役に立ってる。………ほら、座れよ」

　温かいお茶を出されたアルジュナは促されるままに座る。

　外界のティーバッグを初めて見たアルジュナは一いつ瞬しゆんだけ不思議そうな顔をしたが、すぐにその合理的な作りに感動してから口を付ける。

「………ふう。やっと一息吐つけました」

「お疲れさん。それで、如何どうして俺の宿舎に？　何か用事でも？」

「ええ、まあ。実は森で旧知の友と出会ったのです。その彼から話を聞き、どうしても焰と話をしておく必要があると判断しました」

　………ふぅん？　と焰はなんでも無いことのようにお茶を啜すする。

「それって、クリシュナって人の話？」

「はい。既すでに知っているとは思いますが、クリシュナは俺にとってかけがえの無い友人です。同時に心の師でもある。そのクリシュナから、貴方あなたを説得して欲しいと言われて」

「説得ねえ。………なんの説得？」

「白皮症アルビノの少女を、彼に譲ゆずり渡わたすことは出来ませんか？」

　突とつ然ぜんの申し出を焰は無表情で受け止める。

　アルジュナが単身で訪おとずれた時から、半ば分かっていた内容だったのだろう。お茶を飲み干した焰はカップをテーブルの上に置き、前ぜん傾けい姿勢になって問う。

「理由を聞かせて貰もらってもいいか？　クリシュナに渡したら、あの子がどうなるか分かって言ってるんだよな？」

「………はい。白皮症の少女は結果として命を奪うばわれることになるでしょう。しかしその命によって、人類は最終的な破は滅めつを逃のがれられるかもしれない」

　静かな瞳ひとみで、教え諭さとすような口調で語るアルジュナ。

　焰は眉まゆ一つ動かさないままその話に耳を傾かたむけている。

「人は誰だれしも、生まれながらにして与あたえられた使命ダルマを背負っています。王族は王族の、戦士は戦士の、研究者は研究者の使命を」

　王族が国の繁はん栄えいを願うように。

　戦士が国を滅ほろびから守るように。

　粒子体の研究を行うべくして生まれてきた西郷焰には、その研究を全まつとうする使命があると教え諭している。だが焰はやはり眉一つ動かさないまま、乾かわいた笑えみを浮かべた。

「アルジュナ。それは理由にはならない。俺の時代では、確たる証しよう拠こが無いと駄だ目めなんだよ。何故なぜあの子が死ななきゃいけないのか、何がどの様に手て遅おくれになるのか、何処の誰の推測なのか。それを明確にしてくれなきゃ、俺はお前の言葉に応じようがない」

　観念的に過ぎると焰は否定し、首を横に振る。

　確信的な言葉が何一つない言葉は現代だと詐さ欺ぎと言われても仕方がない。

　アルジュナは僅わずかに視線を落としてから、小さな溜ため息いきを零こぼした。

「………そうですね。私の言葉は貴方の時代にはそぐわないかもしれない。しかし私には私の言葉でしか語れない理由がある」

「そうか。………なら此こ処こで、懐かい柔じゆう策は終わりか？」

「いいえ。此処からは別べつ途と、情報提供による懐柔策です。貴方の時代の流りゆう儀ぎに合わせて、このアトランティス大陸の秘密について幾いくつかの情報を提供しましょう」

　焰は意外そうに瞳を丸くする。まさかそう来るとは思っていなかった。

　アルジュナも自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべてお茶を呷あおり、椅い子すに深く腰こし掛かけた。

「貴方も既に理解しているとは思いますが………〝天の牡お牛うし〟事件は人じん為い的なものでした。その役目は貴方も知っている通り、〝粒りゆう子し体研究の危険性の流る布ふ・及および権けん威い向上〟に在ります」

「それは知ってる。粒子体を用いた天災兵器開発が行われていることを世界中に示じ威いしつつ、その解決に向けて粒子体研究を世界的に促そく進しんさせる為ためだろ？」

「ふふ、流石に聡さといですね。ではこれは知っていますか？　───暴走させる予定の超ちよう獣じゆうは、〝天の牡牛〟だけでは無かったことを」

　焰の顔色が一瞬にして変わった。

「………待て。それはどういうことだ？」

「言葉の通りです。本来なら外界には〝天の牡牛〟、〝終しゆう焉えんの巨きよ人じん〟、〝ガイアの末ばつ子し〟の三体が同時に現れる予定でした。ですが世界的に影えい響きよう力が強すぎると判断されたのでしょうね。〝ガイアの末子〟は再封ふう印いんされ、〝終焉の巨人〟はアイスランドで目覚めるや否いなや、その直後に北ほく欧おう最強の戦士に敗れた。まったく、北欧の主神は抜ぬけ目ないですね」

　アイスランドに現れた〝終焉の巨人〟───恐おそらく、炎ほのおの巨人スルトのことだろう。

　焰も地政学的な興味からエドワード＝グリームニル開発部長に話を聞いたことがある。

　神々の終末に現れ、大地を炎と溶よう岩がんで焼き尽くすとされている巨人の神話だ。

　寒冷地帯として知られているアイスランドだが、世界的に有名な火山地帯という真逆の側面を持つ地域でもある。

　大陸を支える巨きよ大だいな北米プレートとユーラシアプレートを、星の深しん淵えんから迫せり上げるようにして生まれた火山地帯アイスランド。その畏い敬けいが巨人となり神話として語られたのだ。

〝終焉の巨人〟スルトはアイスランドそのものと言っても過言ではない。

　北西と南東に存在する大陸と大陸の狭はざ間ま、星の大動脈から生まれてくる落とし子の一人がこの巨人スルトの霊れい格かくである。

「ペルム紀から数えて約三億年分の時間密度と霊格を保有すると聞いていましたが、流石さすがに寝ね起おきを襲おそわれては為なす術すべも無かったようです。最大成長を迎むかえる前、目覚めと同時に───北欧の主神が箱庭へと送り、此れを撃げき破は。飛び散った霊格は岩石の巨人となって箱庭を彷徨っているようです」

「………ふん。要するに、そいつは問題ないんだな？」

「ええ。ですが問題はもう一体───〝ガイアの末子〟は違うのです。アレは本来ならば人類を滅ぼす決定的な要因の一つでした。星の大動脈を決けつ壊かいさせて産み落とされた怪かい物ぶつは大地より現れ天を覆おおう、惑わく星せい史上最大の怪物となって人類に牙きばを剝むく筈はずだった」

「けど………そうはならなかった？」

　焰の問いに、アルジュナは強く頷うなずく。

「己の手で惑星史を塗ぬり替かえるのに成功した神しん霊れいは二人だけ。大父神ゼウスと、神王インドラだけが此れに成功し、〝ガイアの末子〟は大父神ゼウスの手によって討うたれた。このアトランティス大陸は、その生まれるはずだった〝ガイアの末子〟の遺骸なんですよ」

「い………遺い骸がい!?　このアトランティス大陸が[image: !!?]」

　今度こそ焰は腰こしを上げて驚おどろいた。

　足元にあるこの巨大な質量が、丸ごと一つの生命だったというのか。

　もしそんな怪物が人類史上に現れたのならどうにもならない。どんな時代であっても戦いにすらならないだろう。

「………以上が、私の知る限りの情報です。参考になりましたか？」

「あ、ああ………でも、どうして俺にそんな情報を？」

　心底不思議そうに焰は問う。今の状じよう況きようで一方的に情報を与えるだけの理由が焰には思い当たらない。懐柔策が失敗した時点で、すぐに襲い掛かかってくるものと思っていた。

　アルジュナは先ほどと同じ自嘲の笑えみを浮うかべ、穏おだやかな瞳を向ける。

「何、ちょっとした気まぐれです。自分の命を危険に晒さらしてまで一対一で私の話を聞こうとした勇気ある少年に、少しだけご褒ほう美びをあげたくなったのです。もしも避さけられる戦いがあるのなら、流す血が少なくて済むのなら、その様に物事を運ぶ努力をするのが───アルジュナらしいかと思いまして」

　どうかしていると自嘲を続ける。普ふ段だんの冷れい徹てつな自分には考えられない行動だ。

　アルジュナの涙なみだが無ければ、焰が一対一の会話を望まなければ、こんな悠ゆう長ちような手段を行使する人間ではない。

「───気が付いているのでしょう？　私の正体に」

　ヒュゥ、と黒い風が吹ふく。

　焰は険しい瞳で頷き、背中に冷や汗あせを搔き始めていた。

「………ああ。お前はアルジュナじゃない。お前が、クリシュナなんだろ？」

「ご名答。何時いつから気が付いていました？」

「初めから気が付いていたよ。話の途中から一いち人にん称しようが変わったこともそうだけど、アイツは父親のことをインドラとは呼ばない」

　だがそれだけではない。アルジュナとクリシュナの関係性について、ラミアという少女から情報提供があったのだ。





〝───結論から言います。

　　　　アルジュナとクリシュナは、同一の時間軸じくに存在していない英えい雄ゆうです〟






　此れは詩人オルフェウスも同じことを語っていた。

　二人は元より存在していた年代が違ちがう。

　この歴史的矛む盾じゆんを解消するには、幾つかの手法が検討できる。

「一つは〝二重人格説〟。アルジュナとクリシュナが同一人物であった場合、この謎なぞは解消される。しかしこの解消法は、逆に矛盾が大きくなる。何せクリシュナと出会ったのはアルジュナだけじゃない。〝マハーバーラタ〟の英雄たち………少なくとも、クルクシェートラの戦いに参戦した英雄たちは、何らかの形でクリシュナと出会っていなければ、叙じよ事じ詩しの矛盾が大きくなる。何故ならクリシュナの姦かん計けいに乗せられた英雄は、アルジュナ一人だけじゃないからだ」

　英雄クリシュナは多くの場合、アルジュナ以外の英雄にも誓ちかいを破る戦いを強しいている。つまりアルジュナが二重人格であった場合、それらの謀ぼう略りやくは成立しなくなる。

　少なくとも〝クリシュナを名乗った何者か〟か、アルジュナやその兄弟たちに謀略を教えた何者かがいなければ話が成立しないのだ。

「………ふむ。ではアルジュナの二重人格でなければ、私は何者なのでしょう？」

「其れについては今から立証してやる。だけどその前に、俺個人から最後の質問だ」

　クリシュナは臨戦態勢に入ろうとしたが、最後の言葉で動きを止める。

　焰は少しだけ悲しそうな瞳をして、最後の問いを投げかけた。

「お前が世界を救おうと思っているのは………本当なんだよな？」

「？　当然です」

「なら〝ウロボロス〟なんて辞やめて、俺たちに協力してくれないか？　お前ほどの力のある奴やつが協力してくれたら俺たちも助かる。世界を救える可能性だって広がる。その為には、救世主〝クリシュナ〟の名が必要なんだ」

　実直なその瞳を受け止めたクリシュナは、如何どうしてアルジュナが焰と親しくしていたのかが分かった気がした。そして冷徹な彼がらしくない行動に出てしまったのかも。

（………そうか。君は何処どこか、アルジュナに似ていたのですね）

　殺し合いを忌き諱きし、自己犠ぎ牲せいを厭いとわず、利他的な夢を胸に抱いだいている。

　平へい凡ぼんな人間としての感性を持ちながら、その胸にある力強さは近代の英雄そのものだ。

　その強さが無ければ、己おのれを殺そうとした相手に協力を申し出ることなどできはしない。

　粒りゆう子し体研究を用いて人類を正しく次の世代に連れて行こうという気き概がいが彼の中には感じられる。

　西郷焰が逆さか廻まき十六夜いざよいの代行者に選ばれるのは、運命だったのかもしれない。

　………故ゆえに、心の底から残念だ。

「申し訳ありませんが、丁てい重ちようにお断りします。貴方あなたたちの進む未来みちは間違っている。間違いを正すのは我ら〝ウロボロス〟の使命です」

　人間味を一いつ切さい削そぎ落とした表情で宣言する。

　話し合いは決けつ裂れつした。ならば次は剣けんを取ってお互たがいの正しさを証明するしかない。

　黒い風を纏まとって焰を見下ろすクリシュナは、身も凍こおるような殺気を迸ほとばしらせる。

「西郷焰………いや、敢あえて魔ま王おうアジ＝ダカーハと呼びましょう。化身アバターの命が惜おしければ姿を見せなさい。昨夜ゆうべの決着を此処で付けましょう。───それとも、一方的な戦いがお好みですか？」

「─────、」

　顔を伏ふせ、痛つう恨こんの表情を浮かべる焰。

　しかしその隙すきはクリシュナが動き出すには十分すぎるほど無防備なものだった。右手に円月輪チヤクラムを取り出したクリシュナは一いつ瞬しゆんにしてその喉のど元もとに刃やいばを突つき立てる。

　首の皮に刃が触ふれたその直後───




　　　　＊




　西郷焰の姿が消える。

　同時に、星明かりが目に入る。

　クリシュナは、空間を超こえて森の奥へと飛ばされた。

「っ、空間跳ちよう躍やく───[image: !!?]」

「遅おそいッ[image: !!!]」

　体勢を崩くずして空を切ったクリシュナに、飛鳥あすかの居い合あい抜きが襲い掛かった。二重の罠わなに嵌はめられたクリシュナは彼女の刀を避よけ切れず、袈け裟さ懸がけに切り裂さかれた。

　正まさに一いち撃げき必殺、後にも先にも対策を立てられていない今しか出来ない奇き襲しゆう攻こう撃げき。

　彩あや里ざと鈴すず華かの空間跳躍によって引き寄せられたクリシュナは、飛鳥の居合い抜きを躱かわすことの出来ない零ゼロ距きよ離りで受け止めざるを得なかった。

「や………やったわ[image: !!!]」

「奇襲大成功！　あ、後はお任せしますんで！」

　速そつ攻こうで森の陰かげに身を隠かくす鈴華。初めからその手て筈はずだったのだろう。彼女の助けが無ければ、飛鳥の凡ぼん庸ような剣けん術じゆつでクリシュナを捉とらえるのはハッキリ言って不可能だ。

　突とつ然ぜんの奇襲に加え攻撃に移ったその瞬間を捉えたからこそ成功した必殺の作戦である。

「お……のれ………[image: !!!]　この様な、小こ癪しやくな手を………グ、ァ………[image: !!!?]」

　黒い風が荒あらぶり始める。明らかに自己制せい御ぎよを失っていた。

　止め処どなく溢あふれ出る黒い風は周囲の樹き々ぎを捻ねじ曲げ、大地を燃やし、大気を渦うず巻まかせながら無差別に襲い掛かる。

「お、ノレ………わ、わた、ワタシに、何ヲした………[image: !!?]」

「ふふ。貴方の霊格と伝承を切り分けたのよ。もし貴方が私たちの推測通りの人物………〝詩人クリシュナ〟なら、この一撃で引き剝はがせる筈よ！」

　刀を正眼に構えたまま、飛鳥は彼の正体を暴あばく。先日パラシュラーマが述べた様に、クリシュナというのは本来なら土着の神霊を指していた名前だ。

　それが後にダビデ王のオリジナルでもある救世主となり、叙事詩〝マハーバーラタ〟で英雄となり、聖典〝神バガヴアのツド・詩ギーター〟をアルジュナに説いた詩人となった。

　神霊クリシュナは、複数個の側面を持つ化身アバターを有する強力無比な存在なのだ。

　物陰から姿を見せた十六夜は背中に鈴華を庇かばいながら不敵に笑う。

「クリシュナの化身を名乗った者は歴史的にも少なくない。恐おそらく化身の条件が軽いんだろうな。化身の資格は〝僧侶階級であること〟、〝クリシュナの意思ガンガーに身を委ゆだねること〟って程度のものなんだろう」

　クリシュナ神の化身。

　或あるいは、クリシュナの代行者に選ばれた名も無き者と呼ぶのが正しいのかもしれない。

「アルジュナとクリシュナが接点を持っている以上、〝神の詩〟の存在は二人の関係性を説く上で外せない。つまりこのクリシュナは聖典である〝神の詩〟を成立させる為ために神霊クリシュナが顕けん現げんさせた、クリシュナという名の代行者と考えるのが妥だ当とう………という、わけなんだが───」

　徐じよ々じよに十六夜の表情が曇くもる。どうにもクリシュナの様子がおかしい。

　クリシュナの身体からだから溢れる、黒い風が止まらない。

　それに霊れい格かくを切り分けた筈はずなのに、一向にその効果が現れない。

「………鈴華。集落まで逃にげろ。何か変だ」

「で、でも、」

「いいから早く行け[image: !!!]　焰や白皮症アルビノのチビたちを連れて逃げろ[image: !!!]」

「りょ、了りよう解かい！」

　一いつ喝かつされた鈴華は身を縮こまらせ、おっかなビックリ姿を消す。

　異変が起きたのはその直後だった。

　アルジュナから人型の何かが剝はく離りすると同時に、黒い風の発生源が其方そちらに移る。黒い髪かみをしたその青年が詩人クリシュナであることは十六夜と飛鳥にも理解できた。

　もがき苦しむクリシュナは怒いかりの相そう貌ぼうで十六夜たちを睨にらむ。

「何てコトを……何テコトヲしてクれタッ[image: !!!]　アレはワタシとアルジュナダカラ抑おさえられたッ[image: !!!]　アーリア人ではない私一人では………アルジュナと二人にワカレテ仕し舞まえば、抑えがきかん………全すべてが、滅ほろんでシマウゾッ………[image: !!!!]」

　斬きられたことに対する怒りではない。もっと別の何かに対し、クリシュナは憤ふん激げきを高めている。しかし───この天の光さえ遮さえぎってしまいそうな黒い風は何なのだ。

　少なくともクリシュナに黒い風を操あやつる伝承は無かったはずだ。

「まさか………クリシュナの中にもう一体、何かが潜ひそんでるのか!?」

　恐らくは、この作戦を立てた誰だれもが想定外だった。クリシュナを名乗るこの青年は、己の霊格に何か別の怪かい物ぶつを飼っていたのだ。

　黒い風は瞬またたく間に広がって天を覆おおいつくし、アトランティス大陸を常とこ夜よの闇やみで包んでいく。大地の息い吹ぶきを吸い尽つくす勢いきおいを見せる黒い風は不吉そのものだ。

　地じ獄ごくの大おお釜がまを開くが如ごとく、アルジュナの全身から噴ふん出しゆつしていく。天を衝つく勢いで噴出されていく黒い風の威い容ようは、出資者スポンサーたちの居る精せい霊れい列車からも観測できた。

　アトランティス大陸の上空を翔かける精霊列車の窓から、御み門かど釈天はその風を直視した。

「………チッ。やっぱりお前が、〝退エンド廃・エンのプテイ風ネス〟の発生源だったか」

　神王として君臨していた頃ころの横顔で、目覚めてしまった怪物を睨み付ける。

　十六夜も、飛鳥も、耀も、想定していた以上の威圧感に武む者しや震ぶるいを感じていた。

　吹き荒すさぶ風の中………ゆっくりとクリシュナが立ち上がる。

　そして久く遠どう飛鳥の握にぎっている刀を凝ぎよう視しした。

「───この怖おそれを知らぬ切り口。器うつわだけとはいえ、よもや極きよく相そうの星せい剣けんが完成していたとは。ギルガメシュ王とエリンの女王め。星せい鍵けんを破は壊かいしただけでは足らんかったらしい」

「え？」

　今までと全く違う雰ふん囲い気きの声がクリシュナから漏もれる。

　飛鳥が声を上げた途と端たん、クリシュナの姿が消えた。

「マスター[image: !!?]」

　主人の窮きゆう地ちを悟さとったアルマテイアがその身を防ぼう壁へきに代えて立ち塞ふさがる。

　しかし爪つめを立てて一直線に駆かけたその一撃は、アルマテイアの護まもりすら容易たやすく貫つらぬいた。悲鳴を上げるアルマテイアをモノともせず凶きよう爪そうが飛鳥を狙ねらう。

　だがその右みぎ腕うでを───春日部かすかべ耀ようが、それ以上の速さと力で摑つかみ上げた。

「ぬ？」

「この………飛鳥に何をするッ[image: !!!]」

　怒ど髪はつ天を衝くかのような怒りを込めた咆ほう哮こうに、森全体が悲鳴を上げた。

　金きん翅しの炎ほのおを両手から放出した耀は容よう赦しやなくその力を叩たたきつける。熱風によって大地は焼け焦こげ、陽炎かげろうに触れた野花は消え去り、一呼吸するだけで肺を燃やし尽くす。

　以前は〝生命の目録〟を変へん幻げんさせて使っていた力が、止め処なく耀の身体から溢れ出していく。

　獣けものの様にクリシュナの頭ず蓋がいを摑んだ耀はそのまま大地に叩きつけ、金翅の炎を無制限に放出し続ける。魂たましいさえも焼き尽くしそうな炎の中で、クリシュナは意外そうに笑った。

「ほう。大鵬金翅鳥か。この身体でさえなければ、少々厄やつ介かいだったのう」

「っ!?」

　───効いてない。

　その事実に驚きよう愕がくした耀だったが、反撃を受ける前にクリシュナを山に向かって投げつけた。衝しよう撃げき波はを生みながら樹々を撥はね飛ばしていくクリシュナだが、やはり傷一つ付いていない。

「十六夜、飛鳥、気を付けて！　コイツ不死身か何かかもしれない!!」

「ああ!?　つまり肉体だけはクリシュナってことか!?」

　クリシュナは弱点となる身体の部位以外は一いつ切さいの攻撃が通用しないという伝承がある。ギリシャ神群の英えい雄ゆうアキレスと同種の恩おん恵けいだ。

　燃え盛る森の向こうで立ち上がったクリシュナは、呵か々かと笑いながら黒い風を吹ふかせる。今まで対峙してきたクリシュナよりも明らかに危険な雰囲気を発している。

　血の付いた指を舐なめた男は、愉たのし気に呵々大笑した。

「勘かんの鋭するどい娘むすめよなあ。もう僅わずかにワシの頭を摑んでおったら、そっ首くび斬きり落としてやったというのに」

　耀は指し摘てきされてハッと首をなぞる。

　すると頸けい動どう脈みやくを撫なでるように薄うす皮かわ一枚分の切り傷が刻まれていた。

「〝ガイアの末ばつ子し〟が目覚めるまで寝ねている筈だったのだが………さて、これは如何いかなる状じよう況きようか。説明を求めようにも、小間使い一人おらぬ。ワシを一人にしておくと好き勝手吞のみ込むが、其れでよいのか？　白びやく夜や王おうかアルゴル、或いはインドラが来ぬとワシは止まらんぞ？」

　陰いん鬱うつな笑いを浮うかべて腕を組む。この男───いや、言葉の端はし々ばしから感じる雰囲気からして或いは女性かもしれない。その瞳ひとみは十六夜たちのことを肉としか捉えていない。

　だがふと、何かに気が付いたように瞳を見開いた。

「ん？　………そこの小こ僧ぞう。よもや、原典オリジン候補者か？」

「何？」

　十六夜は明確に疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

　原典候補者という言葉は一度だけ〝煌こう炎えんの都みやこ〟で聞いたことがあったが、まさか十六夜自身を指す言葉とは思っていなかった。

（原典候補者？　俺が？　でも原典ってなんのことだ？）

　逆廻十六夜はまだ何の伝承にも語られていない英えい雄ゆうの筈だ。

　その十六夜が一体何の原典に成れるというのだ。

　言葉の通りであるならば、原典候補者は古い時代の英雄でなければならない筈だ。

（つまり………原典候補者とかいう存在は、歴史の新旧や時代の序列ではなく………全く別の選出基準がある存在………？）

　刹せつ那なに満たない時間、逆廻十六夜は原典候補者という言葉の意味を考察する。

　だがその考察時間こそが命取りだった。

「極相の星剣、原典候補者、生命の大樹………ああ、そういうことか！　合が点てんがいったぞ！つまり───貴様らが、人類最ミリオン強戦力クラウンというわけか[image: !!!]」

「………？　ミリオン、クラウン？」

　黒い風が歓かん喜きに震ふるえて悶もだえている。

　そう───彼ら三人は知らない。

　十六夜たちが召しよう還かんされる際、その様に語られていたことを。

　人類最高位の才を持つ者として召還された事実を、この三人は知らない。

「いやはや、大したものよ！　遅かれ早かれ表おもて舞ぶ台たいに立つことになるとは思っていたが、よもやワシの前に立つのが黄こう帝ていでもギルガメシュ王でもなければエリンの女王ですらなく、斯か様ような小僧たちとは！　連中の目論もくろ見みがほぼ正しく進んでいた証しよう拠こよなァ[image: !!!]」

　獣の様な前ぜん傾けい姿勢になったその男は、明確な敵意を込めて三人を睨んだ。

「さあさあ、そうと決まれば前ぜん哨しよう戦せんじゃ!!　ワシがクリシュナに預けた星せい権けんが切れるまで残り四半時！　全力で死に抗あらがえ、小僧共………[image: !!!]」

　気き炎えんを吐はく、クリシュナの全身を黒い風が覆おおった。

　獣と形容するには余りにも恐ろしいその姿で、十六夜たちの眼めにも留まらぬ速さで一直線に駆けだした。

　十六夜すら反応できなかったその疾しつ走そうに、耀が辛かろうじて食くらいつく。

　右手に金翅の炎を纏まとわせ、左手にケツアルカトルの杖つえを手にした状態で吼ほえる。

「十六夜はまだ本調子じゃない………だから、二人には絶対に近づかせない………[image: !!!]」

「足らぬ足らぬ足らぬよ小娘[image: !!!]　星の主権なき金星神の力など恐るるに足りぬ[image: !!!]　さあ、我が瞳のソラを見よ[image: !!!]」

　言われるがまま、獣の瞳を覗のぞき込む。

　耀はその直後、全身の血の気が失うせていくのを感じた。

　黒き獣のその瞳には星が───星々が───否いな、夜空の星そのものが輝かがやいていた。

「まさか………貴方あなたは、星霊なの………[image: !!?]」

　箱庭を支配する三大最強種。

　神しん霊れい、龍りゆうの純血種とは交戦した経験があったが、完全な星霊とだけは戦ったことが無い。呵々大笑した黒き獣は、ケツアルカトルの杖を牙きばだけで食い破る。

　破壊された杖は即そく座ざに〝生命の目録〟に戻もどってしまった。

「不味まずい………耐たえきれない───[image: !!!]」

　かつてないほどの絶対的な死の予感。死神の鎌かまが耀の首にかかる。

　しかしその刹せつ那な───決死の覚かく悟ごをした男がいた。

「〝Override ───with Another crown───[image: !!!]〟」

　全身が燃える様な痛みに襲おそわれながら、十六夜は全身を粒りゆう子しに変えて光速で突つき進む。さしもの星霊も此れには驚きよう嘆たんした。

　身動きすら取れないまま、万の拳こぶしが同時に臓ぞう腑ふを抉えぐる。

　だが全く手て応ごたえを感じない。

　クリシュナの肉体もそうだが、この黒い風が一いつ切さいの衝しよう撃げきを阻はばんでいる。

　もしも本当に星霊なのだとしたら、この風の向こうには更さらなる超ちよう質量が存在していることになる。とてもではないが正面からは戦えない。

（不味い………あと一秒も持たねえ………[image: !!!]）

　十六夜は一か八ばちか、久遠飛鳥に向かって叫さけんだ。

「お嬢じようさまッ[image: !!!]　剣けんを構えろ[image: !!!]　アルマテイアは全力で護れ[image: !!!]」

「え………あ、分かったわ[image: !!!]」

　何を狙っているのか悟った飛鳥は、即座に刀を構える。

　だが黒の獣も黙だまってはいない。星辰体アストラルになった十六夜の身体に牙を立てて肩かた口ぐちを食い千切る。転げ回りたくなるような激痛に苛さいなまれ、血の代わりに粒子を噴出する。

　速すぎるが故ゆえに小回りが利きかない。しかも体は全く融ゆう通ずうが利かない。

　山河を駆け抜け、湖を転げ回り、土つち煙けむりを巻き上げながらアトランティス大陸を駆け回る。

　黒き風の獣は苛いら立だたしげに何度も嚙かみついたが、星辰体の十六夜は痛みを嚙み殺して飛鳥に狙いを定める。獣を抱え込んだ十六夜は流星の様に飛鳥へと直進し───その刀身に向かって突き刺した。

「ヌッ、グゥ[image: !!?]」

　苦く悶もんではなく、ただ意外な声。

　しかし狙い通りだった。黒い風は急激に霧む散さんし、クリシュナの身体からだから離はなれていく。

　黒い獣は油断したとばかりに蜷局とぐろを巻いて薄うすくなっていく。

「………チィ。前哨戦とはいえ遊び過ぎたか。我がソラで支配権を広げておれば、貴様らなんぞに後おくれは取らなかったというのに」

　飛鳥の握る天あまの叢むら雲くもの剣つるぎを、黒い獣は怒りと愉ゆ悦えつを込めて睨みつける。

「極相の星剣。よもや一ひと太刀たちでワシを切り離すとは。未熟者でこれとは、信じがたい切り口よ。神霊ではなく人間の可能性に賭かけた王たちの勝利よな」

　愉快そうに牙を剝むいて言葉を紡つむぐ。

　だが十六夜たちはそれどころではない。一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうだったが、箱庭に来てから間ま違ちがいなく一番の窮きゆう地ちだった、

　十六夜は全身から脂あぶら汗あせを垂たらしながら、黒い風に問いかける。

「テメェ………一体何者だ？　〝ウロボロス〟の首しゆ魁かいか？」

「〝ウロボロス〟の首魁？　何を言っておる？」

　知らぬ存ぜぬと首を傾かしげる黒い獣。

　その仕草に噓うそ偽いつわりは見られない。

　十六夜はより一層の警戒を込めて拳こぶしを強く握にぎり締しめる。

「じゃあ………何なんだ、お前は。神霊か？　龍種か？　それとも………星霊か？」

　問い掛けを受けた黒き獣は、待っていたとばかりに最後の力で威風を放つ。

　轟ごう々ごうと吹き荒すさぶ風で星明かりを遮さえぎり、瞳の中の星々で三人を睨み付け、山々を飲み込むほどに大きく裂さけた口で笑ってみせる。

「我を何者かと問うか。───呵か々か、よかろう。ならば答えて進ぜよう」

「───っ、」




「我こそは蒼あおき星の大星霊が一柱ッ[image: !!!]　貴様らが母と呼ぶ星の代弁者にして代行者ッ[image: !!!]

〝世界の敵〟たる人類を滅ぼす者───即すなわち〝人類の敵〟、殺人種の王である[image: !!!]」




「なっ………[image: !!?]」

「殺人種ですって!?」

　三人は一いつ斉せいに声を上げて顔を見合わせた。

　殺人種とは読んで字の如ごとく〝人間を殺す〟種のことだ。

　喰らう為ためでもなく、生存競争の為でもなく、〝人を殺すが為に殺す〟種のことだ。

　代表的な物にペリュトンという幻げん獣じゆうがいる。彼らは〝生存の為の殺さつ戮りく〟ではなく、〝人類を殺す為の殺戮〟を行う稀け有うな幻獣として知られている。

　他ほかにもミノタウロスなど、必要性の無い食人を行う怪物も殺人種に数えられるのだが───此こ処こまで強力な力を持った殺人種は今まで出会ったことが無い。

「驚くことはあるまい。ペリュトンはアトランティス大陸特有の種。殺人種たる〝ガイアの末ばつ子し〟が放った幻獣の一体よ。殺人種と星霊は表裏一体に表裏一心。斉せい天てん大たい聖せいの小娘が己おのれの愚ぐ弟ていを殺して使命を受け入れておれば、もっと早く我々も目覚めたものを」

　半星霊である斉天大聖───そういえば、聞いたことがあった。

　混こん世せい魔ま王おうは斉天大聖の弟として生まれ、人間を喰くらうことを使命として生まれたのだと。

「全く………困った末の娘よ。アレだけ神々に弄もてあそばれながら、尚なおも人と神の側に付くとは。愚弟を殺し臓ぞう腑ふを喰らうだけで楽になれたものを、未熟者がくだらぬ情に流されおって」

「─────」

　弟を斬り殺し、臓腑を喰らう。

　残ざん虐ぎやくなその所業をさも当然の義務の様に語る殺人種の王。

　その口ぶりに、十六夜と飛鳥は怒りの余り全身が膨ふくれ上がった。

「………ハッ。久方ぶりに、分かり合えねえクソ野郎と出会っちまったな」

「同感よ。地球の星霊だか何だか知らないけど、肉親を殺さなかった故の悲劇を尊とうとぶならまだしも、未熟者だと嘲あざ笑わらうなんて論外だわ」

　此処に来て意気軒けん昂こうの二人。相手が星霊であろうと構いはしない。

　逆げき鱗りんに触れたなんて易やすい物言いでは済まされない。

　十六夜や飛鳥が最も嫌う行為をこの怪物は口にした。元より相互理解など出来るはずもない相手だが、今の発言はその選択肢を完全に排除するに値あたいするものだった。

　殺人種の王は星の瞳を大きく見開き、呵々大笑して消えていく。

「ククッ、鮮せん度どの良い童わらべたちよ。………この地にはもう星辰体の楔くさびも感じられぬし、近いうちに〝ガイアの末子〟も目覚めるだろう。なればその次はワシの番じゃ！　その細首、他の者に喰われぬよう気を付けておくのじゃなァ！」

　黒い風が高笑いと共に完全に霧散する。

　先ほどまでの高笑いは夜風に消え、静せい寂じやくが満ちていく。森の樹き々ぎが葉を擦こすれさせる音が徐々に強くなり始めると、十六夜が天を仰あおいで大きく溜ため息いきを漏もらした。

「………アレが本物の星霊。しかも殺人種ときたか」

「ええ………私もアルマの守りが一撃で破られるなんて思わなかったわ」

「………うん。私も死ぬかと思った。………けど、」

　ふふ、と力を抜ぬいて耀は笑えみを浮かべる。

　まだ身体の緊きん張ちようが取れない十六夜と飛鳥は、不思議そうに耀を見た。

「何だか、箱庭に来た時のことを思い出すね」

「そ、そうかしら？」

「そうだよ。だって私たちが最初に挑いどんだ魔ま王おうって、星霊の白しろ夜や叉しやだったじゃない？」

　言われてみて、ハッと思い出す。確かに耀の言う通りだ。

　箱庭に召しよう還かんされたばかりの頃ころ───三人の前に立ちはだかったのは、東側で最強と謳うたわれていた〝階層フロア支配者マスター〟、〝白き夜の魔王〟白夜叉だった。

「………ええ。そういえばそうだったわね」

「あの時は度ど肝ぎもを抜かされたもんだ。星の運行に携たずさわるほどの相手となると、流石さすがの俺も半歩退ひくしかなかった」

「そうだね。………でも、今は違う」

　挑ちよう戦せん的な笑みを浮かべた耀に、十六夜と飛鳥は少し面めん食くらう。

　だが次の瞬しゆん間かんには、同じように挑戦的な笑みを浮かべていた。

「………そうだな。不意打ちに面食らったが、戦えない相手じゃなかった」

「みんなそれぞれ、魔王に対しても切り札があるものね」

「うん。召還されたばかりの三年前とは違う。だけど、もう少しだけ足らない。それを補おぎなうためのコミュニティなんだと思う。だから───」

　パンパン、と服の埃ほこりを叩たたいて立ち上がる。

　振ふり返った耀は、満面の笑みで両手を広げた。

「二人とも───〝ノーネーム〟に、おかえりなさい」

　改まった再会の挨あい拶さつを受け、三人は同時に噴ふき出した。如何どうやら立派な頭首として精神的にも成長しているらしい。三年前の耀からは考えられない台詞せりふだ。

　十六夜は髪かみを搔かき揚あげ、意識を失ったクリシュナとアルジュナを担かつぎ上げた。

「何はともあれ、ミッションクリアだ。此これで暫しばらく白皮症アルビノのチビは安全だろう。早さつ速そくアトランティス大陸の謎なぞ解ときに向かいたいところだが───」

　十六夜は言葉を切り、空を見上げる。

　すると主催者と出資者スポンサーたちを乗せた精せい霊れい列車が螺ら旋せん状じように走りながら十六夜たちの許もとへ降りて来た。

「………まずは、事情を知ってそうな奴やつに話を聞こうじゃねえか。このアトランティス大陸の謎と太陽主権戦争、そして殺人種を名乗る怪物についてな」
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　　　　＊




　そして───森の木こ陰かげには、その一部始終を見届けた吸きゆう血けつ鬼きの少女が居た。

「………っ、ぁあああ……!!」

　宝玉の様な涙なみだを流しながら、泣き崩くずれるラミア＝ドラクレア二世。

　しかしその涙は、決して哀かなしみの涙ではない。己の立場も身分も全すべてを懸かけた勝負に、彼女は今しがた勝利した。その歓喜の涙が溢あふれて止まらなかった。

「見つけた………み、見つけた………[image: !!!]　お母様、伯母おば様………ラ、ラミアは、やっと見つけました……[image: !!!]」

　永遠とも称されたラミアの母の呪のろい。

　正しきを正し、〝箱庭の騎士〟の宿命を果たす為に尽力した優やさしい母。彼女の呪い断たつためには、救世主と呼ばれる者たちの力が必要不可欠の筈はずだった。

　だが久遠飛鳥の持つ天叢雲剣なら、もうそんなものに頼る必要も無い。

　あの星せい剣けんさえあれば、今すぐにでもラミアの母を助けることが出来る。

（待っていて下さい、お母様。レティシア伯母様。私はきっと、あの星剣を手にして二人の許に戻もどります。そしたらずっと………ずっと、三人で静かに暮らしましょう）

　涙を拭ふき、前を向く。そしてギフトカードを取り出した彼女は黒電話を取り出し、唯ゆい一いつ信頼している人間に電話を掛ける。

　暫くすると、受話器を取る音がした。




『………どうしたんだい？　私の可愛かわいい〝Blonde my fair lady黄金の御姫様〟？』
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[image: 吸血鬼の御茶会]




　巨きよ龍りゆうの寝ね息いきが、空中城じよう塞さいの最さい奥おうまで響ひびいた。

　その龍の巨体は大河より長く山さん岳がくの谷間にも収まらない。

　一息吸えば雲が集まり、一息吐はけば森の木々がへし折れる。

　修しゆ羅ら神仏の集つどう箱庭でさえこれほど巨大な龍には簡単にお目にかかれない。もしも会う機会があったとしても、その瞬しゆん間かんが目もく撃げき者の最さい期ごになることは間ま違ちがいない。

　古来、龍が守っているのは金銀財宝と相場が決まっているが、この巨龍も例外ではない。龍が蜷局とぐろを巻いている中心には、ユラユラと風に流されるままに浮うかぶ空中城塞があった。城下街は風化して殆ほとんど原形をとどめていないにも拘かかわらず、城の外がい壁へきには傷一つ付いていない。何かしらの加護を受けているらしく、景観は全く損そこなわれていない。汚よごれらしいものがあるとしたら、展望台の外壁にある人型のシミぐらいだろう。

　上位のコミュニティでもこれほど立派な城は中々持ちえない。

　それが空に浮かぶ移動兵器となれば尚なお更さらだ。一国一城の主あるじを目指す野心を持ったコミュニティにとって、この空中城塞は紛まぎれもない財宝である。故ゆえに数多くの腕うで自じ慢まんが空中城塞の噂うわさを聞きつけて挑いどみ、蛮ばん勇ゆうの名のもとに散って逝いった。

　果か敢かんにも巨龍に挑んだ者。とても敵かなわぬと知って逃にげた者。

　この龍に挑んだ者は唯一人の例外なく命を落としていた。

　難なん攻こう不落にして生せい還かん者の居ない魔ま窟くつ。

　そう、この空中城塞の真の恐きよう怖ふは巨龍などではない。

　己おのれに逆らう者を全すべて逃のがさず駆く逐ちくするというルールを設けた悪あく辣らつなる魔王。

　金糸に見み紛まがうほど流りゆう麗れいな金きん髪ぱつを持つ吸きゆう血けつ鬼き。

　空中城塞の玉座で眠ねむり続ける主しゆ催さい者しや・レティシア＝ドラクレアこそが真の脅きよう威いであり、知る人ぞ知る至高の財宝だった。

「……………」

　見目麗うるわしいその双そう眸ぼうはピクリとも動く気配がない。一見して人形のようにも思えるが、人ひと肌はだの赤みもあれば吐と息いきも聞こえる。生きていることは間違いない。

　だが自発的に動き出す気配はまるでない。

　これではアンティークと間違われても仕方がない。

　流麗な金髪を風に靡なびかせて扇おうぎ状じように開けば、さぞかし美しい絵になるだろう。しかし悲しいかな、玉座の間に続く回かい廊ろうは巨大な扉とびらに遮さえぎられて無風状態だ。

　誰だれかがこの巨大な扉を開かない限り、この黄金の髪かみが靡く姿は見られない。

　巨龍の目をすり抜ぬける───恐おそれ知らずの勇者が現れない限り。

「………、？」

　フワリと、吹ふき抜ける風が金髪を靡かせる。

　それと同時に美麗な歌声と、調子はずれの合いの手が聞こえてきた。

「London Bridge is broken downロンドン橋が落ちた,」

「落ちた～落ちた～！」

「Build it up with silver and gold金と銀を用いて架けろ,」

「架かけろ～架けろ～♪」

「Silver and gold will be金と銀は壊されて stolen away盗まれる, Stolen away盗まれる, stolen away盗まれる, Silver and gold will be金と銀は壊されて stolen away盗まれる, My fair ladyマイフエアレデイ」

「さあ～どうしましょう～♪　………ねえねえカナリン。この最後のマイフェアレディってどういう意味？」

　美麗な歌声の女と、調子はずれの合いの手を入れていた少女………或あるいは、少年？　が、可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

　短い亜あ麻ま色いろの髪に中性的な顔立ちをしている為ために正確な性別は分かりにくいが、箱庭ならば両性具有も珍めずらしくはない。何よりこの者にとってそんなことは些さ細さいなことだ。人ひと懐なつっこそうな笑え顔がおと仕草は、見る者全てに好感を抱いだかせてしまうほど魅み力りよく的なのだから。

　一方、歌を歌っていたもう一人の女───カナリンと呼ばれた女は、手を引っ張られながら苦笑いで答える。

「ロンドン橋を落とさない為、橋の柱に埋うめ込まれた人柱の女の子だそうよ。………あと、エウリィ。これでも私、今は連盟の長なのよ。いくら同門の友と言ってもカナリンは酷ひどいと思うわ。オルフェウス師にも節度ある交友をしなさい、と言われているでしょ？」

「ふふん、オルフェウスはそんなこと気にしないもの。そもそも金糸雀カナリアなんて綺き麗れいな名前、貴女あなたに相応ふさわしくないんだから。もっと気骨と力が溢あふれる名を戴いただいた方が似合っていたに違いないわ！」

　鼻息を荒あらくして主張する亜麻色の髪の少女或いは少年。

　しかし力強い名前を主張しておきながら〝カナリン〟などと気の抜けた呼び方をしている辺り、深く物事を考えない主義なのだろう。

　金糸雀とエウリィ。二人は静せい寂じやくを搔かき乱す様にズンズンと玉座に進む。永らく眠りについていたレティシアも流石さすがに無視していられず、呆あきれたように薄うつすらと瞼まぶたを開けた。

「………驚おどろいたな。オルフェウス卿きようといえばギリシャ神群の詩人の一人。遂ついに神々も、吸血鬼王の討とう伐ばつに乗り出したということか？」

　石造りの部屋に怜れい悧りで威厳のある声が響く。

　侵しん入にゆう者である二人は其そ処こで会話を止やめた。

　共に笑顔を消した二人は姿勢を正し、玉座の前で膝ひざを折って頭こうべを垂れて一礼する。

「突とつ然ぜんの訪問をお許し下さい、レティシア＝ドラクレア陛下。私はギリシャ神群に所属する詩人オルフェウスの妻、エウリュディケと申します。エウリィと御お呼よび下さい」

　恭うやうやしく頭を垂れるエウリィと金糸雀。

　レティシアは真しん紅くの双眸で二人を見つめ、得心がいったように頷うなずく。

「オルフェウス卿の歌声と竪たて琴ごとは様々な魔物を眠らせる力があると聞く。巨龍が眠っているのはそういうことか。………しかし幼子と思いきや、ご夫人だったとは驚きだ」

「ふふ、よく言われます。私、若作りが趣しゆ味みなのです。種族的に性と外見は飾かざりなので」

「………ふむ。確かによくよく感じてみれば森の妖精ニンフの雰ふん囲い気きを持っている。その少年の姿は仮かり初そめのものだったか」

「ご慧けい眼がん、恐れ入ります。しかしまあ、ご安心ください。我われ々われはギリシャ神群とは無関係の風ふう来らい坊ぼう。此こ処こまで足を運んだのは、ちょっとした興味本位の遊興に過ぎませんから」

　パチリ、とウィンク一つ。とても人妻には思えない仕草だが、擬ぎ態たいであるというのならこの若作りにも目を瞑つぶるべきだろう。

　レティシアはエウリィから視線を外し、金糸雀を見る。

　なるほど、レティシアには劣おとるものの、金糸雀と云いう名に相応しい美麗な金髪だ。

　しかし彼女が身に纒まとっているのは飾り気のない白のトレンチコートと簡素な衣類。お洒落しやれらしい物といえば貝かい殻がらのイヤリングのみときた。

　成人したばかりと思おぼしき女にしては何とも色気が無い。

　華か美びな装そう飾しよくを許されていないということは、エウリィの従者か───そう判断しかけたレティシアだが、ふと瞳ひとみを細めて問う。

「おい、そこの女従者」

「………従者？　あ、私か。はいはい、何でしょう吸血鬼の魔王様？」

　少しとぼけた様に問い返す金糸雀。

　だがレティシアは取り合わない。真紅の双眸を光らせ、彼女の金髪を指さす。

「その金の髪………貴様の物ではないな？」

　おっ？　と、金糸雀は彼女の指し摘てきを意外そうに受け止める。

「ええ、まあ。昔馴な染じみの友人から貰もらった自慢の金髪ですけど、それが何か？」

「そうだろうな。それほどの流麗な金の髪を人間が持つはずがない。ではその金の髪───何処の種族から授かった恩恵だ？」

　真紅の双眸が危険な色に染まっていく。

　その色には怒ど気きと怨えん嗟さ、そして哀あい愁しゆうのようなものまで含ふくまれている。最初は不ぶ躾しつけな質問だと思った金糸雀だったが、その視線を受け止め、彼女の境きよう遇ぐうを思い出す。

「なるほど。私の金髪が吸血鬼から頂いた物だと疑っているわけだ。………ふむふむ、それだと私たちが此処に来た辻つじ褄つまも合っちゃうね。風来坊が二人で気まぐれに訪おとずれる場所にしては、難易度が高すぎる。裏切り者の末まつ裔えいが間かん諜ちようを放ったと考えた方が適切か」

　参ったね、と少しおどけた様子で肩を竦すくめる。

　レティシアはその仕草を肯こう定ていととった。

「───つまり、貴様らは私の敵なのだな？」

「どうかな。人間の種類は敵と味方だけでは区分しかねます。最小公倍数を満たしただけでは真実は見えてこないもの。もう少し多角的な宇宙せかいを知った方がよろしいかと」

「あれ？　二以上の因子が存在したら宇宙観コスモロジーは構築できるんじゃないの？」

「エウリィ。今はそういう話じゃないの」

　質問を軽くあしらってレティシアに微笑ほほえむ。

　要約すると「私たちと少しお話しませんか？」というのを遠回りに言っているだけなのだが、レティシアはそれを戯たわ言ごとと切って捨てる。

「話すことなどないよ。血族と無関係であったとしても、この魔窟から逃がすつもりなどないのだからな」

　彼女の玉座の間を、牙きばの生えた影かげが覆おおう。

　それはさながら魔宮の主が己の胃い袋ぶくろに獲え物ものを取り込もうとする仕草のよう。レティシアがその気になれば、金糸雀たちは影の牙に一瞬で咀そ嚼しやくされることだろう。

　影の牙は蜈蚣むかでの様に玉座の間を這はい回る。

　無言で互たがいの距きよ離りを詰つめた金糸雀とエウリィは、背中合わせに苦笑いした。

「聞く耳持たず………ってことか。参ったな。一番初めの〝原典オリジン候補者〟に話を聞いてみたかっただけなんだけどね」

「ちょっとカナリン。怒おこらせてどうするのよ」

「どうしようか。とりあえず印象付けは出来たしこれはこれでありじゃない？」

「印象最悪でも？」

「印象が残らないよりはね。自己紹しよう介かいもしたし、そろそろ引き揚あげましょう」

「ほう。逃がすと思うのか？」

　玉座から鋭するどい眼光で二人を射い貫ぬく。途と端たん、二人は金かな縛しばりにあったかのように拘こう束そくされた。全身の血流の動きが鈍にぶくなり、二人の肌から赤みが抜けていく。血流操作の呪のろいを受けたのだと察した金糸雀だが、不敵に笑みを作って唇くちびるに指を当てる。

「まあ、とりあえず今回はね。また近いうちに来るわ。次は貴女が気になってる吸血鬼たちのその後の話をしましょう。───それじゃまたね、Blonde My fair lady黄金の吸血鬼王様」

　その言葉が最後。レティシアはパチンと指を弾はじき、影の牙を剝むいた。

　牙は千の鏃やじりと万の槍やりとなって二人に襲おそい掛かかり二人を喰くい散らかしていく。疾しつ風ぷう怒ど濤とうの嵐あらしは肉を裂さき、骨を砕くだく。僅わずかな隙すきも許さない鏃と槍の網あみ。かかった獲物は逃げ出す余よ裕ゆうすら無かっただろう。平面的な影の刃やいばは見た目からは想像できないほどの重圧を斬ざん撃げきに秘ひめて荒あれ狂くるう。

　雷らい雨うの様に激しい音を立てて降り注ぐ影の牙は、実に一分以上も続いた。

　玉座の間は局地的な土ど砂しや崩くずれでも起きたかのように崩れ去っている。

　石の壁かべも床ゆかも砕けちり、凄せい惨さんたる有り様。

「………ふん」

　二人分の肉片が転がっているのをつまらなそうに見下ろしたレティシアは、改めて眠りにつこうと瞼を閉じ───

〝それじゃまたね、Blonde My fair lady黄金の吸血鬼王様〟

「っ………!?」

　カッと瞳を見開く。すると先ほどまで転がっていたはずの肉片が、何処どこかに消え去っていた。否いな、それだけではない。

　石の壁も床も、血けつ痕こんはおろか傷一つない状態に戻もどっている。

　影の牙、千の鏃と万の槍の雨に砕かれた玉座の間は───まるで、何事も無かったかのように静寂を取り戻していた。

「………どうやら、只ただの鼠ねずみというわけではないようだな」

　片かた肘ひじを突つき、憮ぶ然ぜんと吐はき捨てる。すると少し、喉のどに痛みを感じた。

　久しぶりにしゃべりすぎた所為せいだろう。

　それもそのはず、彼女が最後に言葉を発したのは幾いく星せい霜そうも昔の話。

　吸きゆう血けつ鬼きたちの反乱に遭あったレティシアが逆ぎやく賊ぞくを皆みな殺ごろしにする為に、万ばん斛こくの怨嗟を込めて叫さけんだあの時以来だ。




〝お前たちは、荼だ毘びに付すことも許さない───[image: !!!]〟




「─────」

　殺しても飽あき足らない。

　死しても尚なお許さない。

　死し骸がいを焦こがし、杭くいを打ち付け、塵ちりに還かえるまで徹てつ底てい的に滅ほろぼした。

　………その後の顚てん末まつを、レティシアは知らない。

　全ぜん滅めつしたかもしれないし、逃にげ延びて生き残った者もいたかもしれない。そんなことは気にも留めたことが無い。

　だがもしも、反逆者の生き残りがいたのだとしたら───

「幾星霜経たった今でも、私の首を狙ねらうとはな。反逆者どもはよほど私を殺したいらしい。───ふふ、いいだろう。今度こそ、一人も逃がさず滅ぼしてやる」

　唇に嗜し虐ぎやくを込めて歪ゆがめ、瞼を閉じる。

　次に瞼を開く時は───今一度、魔ま王おうとして振ふる舞まう時だと誓ちかいを立てて。




　　　　＊




　───空中城じよう塞さい・中庭の花園。

　真しん紅くの薔ば薇らが彩いろどる庭園の中心で、淑しゆく女じよたちの笑い声が響ひびいていた。

　レティシアはメイド長であるカーラに手を引かれて、妹の開くお茶会に足を運ぶ。吸きゆう血けつ鬼きの第二王女───ラミア＝ドラクレアは、姉のレティシアの姿を見て顔を輝かがやかせた。

「まあ！　何時いつも鍛たん錬れん場に入り浸びたっている姉上がお茶会に来られるなんて、どういう風の吹き回しですか？」

「そう言うな、ラミア。私も女として嗜たしなみ程度の社交性はあるつもりだ」

「あらあらまあまあ、一体全体どの口で言うのでしょう？　姉上が社交場に出るときは何時も男装ではありませんか。ダンスにしてもそう。女性をリードすることばかり覚えてしまった麗うるわしの王女に心をときめかせるレディは多くてよ？」

　ニヤニヤと意地悪そうな笑みを浮かべるラミア。

　レティシアは手厳しいと呟つぶやいて席に着く。

　二人は王族の姉妹として生まれたが、その立場は嫡ちやく出しゆつ子しであっても対極にある。

　長女であるレティシアは次の王位を継つぐ為ために戦士としての教育を受け、次女であるラミアは外交を円えん滑かつに進める為の姫ひめとして育った。

　身も蓋ふたも無い言い方をすれば、ラミアは王族が所持する強力な政治道具でしかない。

　同盟先のコミュニティに嫁とついで縁えんを強くするか、吸血鬼の豪ごう族ぞくに嫁いで一族の結束を強くするか。大きく分けてこの二つだろう。騎き士しの礼装を着込んだレティシアと華か美びなドレスに身を包んだラミアは、その服装が示す通り対照的な立ち位置にある。

　そんな立場に不満があるのか、ラミアはここぞとばかりに笑みを浮かべてレティシアに皮肉を浴びせる。

「姉上も少しは裁さい縫ほうなどを学んでは如何いかがでしょう？　剣けんの腕うでを磨みがくばかりでは殿との方がたの気一つ引けないままですよ？」

「ふふ、全くだな。私では美味うまい紅茶の一つも満足に淹いれられない。一〇〇人に聞けば一〇〇人がお前の婿むこになることを望むだろうな」

　皮肉に対して真っ直すぐに本心を告げる。レティシア自身、色いろ恋こい沙ざ汰たとは全く縁が無い性格をしていたため、妹の言葉をその通りに受け止めたのだろう。

　こうなるとバツが悪いのは皮肉を言った側である。

　ラミアは一転して笑みを消し、唇くちびるを尖とがらせる。

「………まあ、そうとも限りませんけどね。姉上のような少し変わった女性を好む殿方も少なからず存在しているでしょう」

「ラミア様。それはレティ殿でん下かを侮あなどり過ぎでございます」

　それまで控ひかえていたカーラが楽しそうに口を挟はさむ。

　薔薇園で採れた花をブレンドした紅茶をティーカップに注いだカーラは、主人に代わってしっぺ返しとばかりに意地悪な笑みを浮かべた。

「龍りゆうを駆かり、金の髪かみを靡かせるレティ殿下の姿は正まさに戦場の華はな。その御お姿すがたに憧あこがれて仕官を望む者も少なくはありません。吸血鬼の姫将軍といえば箱庭で最も憧れられる女性の一人。となれば求きゆう婚こんを望む英えい雄ゆう英えい傑けつは今や数知れず存在しているのですよ？」

「………そう。それで、姉上の眼鏡に適かなう勇者は居たのですか？」

　少し不安そうに問うラミア。

　レティシアは先ほど以上に苦い笑みを浮かべて首を振ふった。

「まさか。私ほど色恋と遠い吸血鬼はいやしまい。何より王位を継いで落ち着くまでは、身を固めるつもりはないよ」

　レティシアの返答に、ラミアは顔を輝かせて頷うなずいた。

「そ、そうですよね！　先ほどはああ言いましたが、姉上は我われら吸血鬼の一族にあって至宝と呼ばれる方！　釣つり合う殿方などそうそう見つかるものではありません！」

「ラミア様のおっしゃる通り。我らが姫将軍に求婚をしたいというのであれば、まずはファンクラブ[image: №]１と[image: №]２である私たちを打ち負かしてもらわないと！」

　カーラが胸を張って告げると、ラミアは頰ほおを紅潮させてあたふたする。

　レティシアはそれに気づいた様子も無く笑い声を上げた。

「なんだ、それではよほどの勇者でなければ私の婿にはなれないではないか。カーラの剣技は騎士長でさえ舌を巻くんだぞ。私だって三度に一度は負けるというのに」

「ええ、並の勇者では困ります。我らの姫将軍の伴はん侶りよに成ろうというのであれば、それぐらいの試練は片手間でこなしてもらわねば」

　うんうん、と頷くメイド長と第二王女。

　レティシアはクスクスと笑いを嚙かみ殺しながら紅茶を口に運ぶ。薔薇の薫かおりを愉たのしみながら庭園に視線を向け、ふと思い出したように手を叩たたく。

「しかし良く考えれば、相手が勇者である必要はないのだな」

「へ？」

「なんですと？」

「ほら、〝サウザンドアイズ〟から派は遣けんされる魔ま王おうたちがいただろう？　例の〝階層フロア支配者マスター〟制度の制定に向けて協力を要よう請せいした者たちだ」

「ああ、あの連中ですか。確か〝ラプラスの悪魔〟と〝白き夜の魔王〟………白びやく夜や王おうといいましたか？」

「それだ。特に白夜王は最古参の一角だという話じゃないか。その者たちなら我が婿とは行かずとも、ラミアの嫁ぎ先には相応ふさわしいだろう？」

「あら、藪やぶ蛇へびですか？」

　此方こちらに舵かじを切られて笑うラミア。

　───〝サウザンドアイズ〟とは、箱庭席次第二ふた桁けた・六九外門に本ほん拠きよを持つ最大規模の商業コミュニティである。この規模クラスのコミュニティで直接下層に手を入れているのは彼らだけだろう。庇ひ護ごを求めて〝向かい合う双そう女め神がみ〟の旗印シンボルの下もとに集つどった旗は数知れない。その結果、〝サウザンドアイズ〟は群体コミュニティという特とく殊しゆな形態のコミュニティとして名を広めていった。元々は違ちがう組織名だったそうだが、それを知る者は殆ほとんど存在しない。

　そんなコミュニティが大戦力を貸し与あたえると言いだしてくれたのだ。これを機に両コミュニティの絆きずなを深めておくのは良策である。第二王女の嫁ぎ先としても申し分ない相手だ。

　しかしカーラは肩かたを竦すくめて首を振る。

「残念ですがそれは不可能でしょう。白夜王もラプラスも女型の魔王と聞き及およんでおりますし、何よりかの魔王は………その、尋じん常じような盟約に囚とらわれる相手ではありません」

「ほう？　会ったことがあるのか？」

　カーラは問いに対し、首を横に振る。

　普ふ段だんの快活な笑みを消した彼女は秘ひめ事を話すかのように声を潜ひそめる。

「白夜王は仏門で禊みそぎを終えてから召しよう喚かんされるので心配はしていませんが………もう一人の魔王〝ラプラスの悪魔〟についてはよからぬ噂うわさも耳にしています。最近西側に現れた魔王───〝ディストピア〟と密通しているとか」

「〝ディストピア〟？」

「聞きなれない魔王ですね。西側に召喚されたということは西せい欧おうの魔王ですか？」

　レティシアとラミアは顔を見合わせて小首を傾かしげるが、西側に召喚されたのならさほど心配はいらないだろう。

　それというのも、箱庭と外界の東西南北は密接な関係にあるからだ。

　東アジアから召喚されれば東側に、西欧諸国や中東アジアから召喚されれば西側に召喚されることが多い。

　北側はスラヴ神群や北欧神群、そして凶きよう兆ちようを示す悪あつ鬼き羅ら刹せつが住まう土地。

　南側は豊ほう穣じようの地としてあらゆる種族が入り交じっているため起源もへったくれもない。大おお雑ざつ把ぱだが箱庭は大よそそのように区分されている。

　その中でも西側は、数々の神しん霊れいが移住してきた四つの地方で最大の地域。

　ギリシャ神群、ローマ神群、ケルト神群にアルスターの神々など多た彩さいな神群が群雄割かつ拠きよしている。今さら新参の魔王が一体現れた程度、取るに足らないだろう。

　しかし二人の予想を否定するかのようにカーラの表情は硬かたくなる。

「残念なことに未いまだ魔王の正体は不明です。西欧で生まれた魔王か、はたまた別の魔王なのか。気になって密みつ偵ていを放ったところ、怖おそろしい情報を持ち帰ってきました。………お話ししても？」

　視線でレティシアに問う。都合がいいことにこの場には王族と側近しかいない。

「ラミア。この場の話は他言無用に頼たのむ」

「ご安心を。物忘れの激しい女を演じるのも淑女の嗜みです」

「ふふ、流石さすがは両殿下。侍じ女じよ頭がしらとして鼻が高たこうございます」

　僅わずかに微笑ほほえむカーラ。だがすぐにも笑みを消し、ギフトカードから資料を取り出す。羊皮紙三枚には赤枝の旗印が刻まれていた。

「赤枝の旗印………〝アルスター〟の騎士団からの密書か？」

「ケルト神群でも大きなコミュニティの一つですね」

「はいな。セタンタと名乗る少年が届けてくれたのですが、密書を届けたら物もの凄すごい速さで帰っていきました。ええ、それはもう風か稲いな妻ずまかと見み紛まがうほどの俊しゆん足そくで。他ほかにも行かねばならぬ場所があるとかで。半人半神の霊格を感じましたしアレは将来有望な少年ですよ。───と、話を戻もどしましょう。密書の内容ですが、これが事実なら驚きよう嘆たんすべき一大事です。ケルトの土着神は事実上、壊滅しました」

　レティシアは耳を疑ったように顔を顰しかめる。

　土着神と云いってもその力は大小様々だ。

　大地の神霊もいれば大海の神霊も含ふくむし、天候を司つかさどる神々も数多くいる。小川の神霊だって定義上は土着神だ。その中の一部が大だい打だ撃げきを受けたのだろう。

　しかしカーラはそんな勘かん違ちがいを感じ取り、正す様に付け加える。

「レティ殿下。これは比ひ喩ゆではありません。字面通りの壊滅です。工芸の神や鍛冶かじ神のような家庭の神はもちろんのこと、主神級も討うたれています。天空神タラニス、天てん墜つい神アルビオリクスを始めとした数々の大神が討ち死にし、消しよう滅めつしたと」

「噓うそ………!?」

「馬ば鹿かな!?　死しただけでなく、神霊が消滅しただと!?」

　バンッ！　とテーブルを叩いて声を荒あららげるレティシア。

　普段から冷静沈ちん着ちやくな姉の取り乱し方に驚おどろいたラミアは、恐おそる恐る問う。

「姉上。神霊といえど命ある者。悪漢に討ち取られれば死すこともあるのでは………？」

「いや、ない。───そう、無いのだ。神霊は命を落とすことはあっても必ず再召喚されるシステムがある。それが………消滅だと？　そんな力を持った魔王がいるはずがない！」

「いいえ、レティ殿下。お忘れですか？　唯ただ一つの例外的な力を持つ魔王がございます。最古参の一角にして未だ不ふ倒とうの魔王………〝神殺し〟の称しよう号ごうを持つ者が」

　含みを持たせたカーラの言葉に、レティシアはハッと息を吞のむ。

　この神々の箱庭では神を殺した功績を持つ英雄英傑も少なくはない。その功績で恩おん恵けいを与えられた者もいれば二つ名を得た者もいる。強大な力と深遠な知識、そして時の運が味方すれば決してありえない話ではないからだ。

　だがそれらは偽いつわりの称号でしかない。偽りの勝利でしかない。神々が恐れる真の意味での〝神殺し〟───その称号を持つ魔王は、こう呼ばれる。

「………〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟。新しく現れたその〝ディストピア〟という魔王がそうだというのか？」

「それはまだ。ですがこれを由ゆ々ゆしき事態と考える神霊は少なくありません。現にケルト………いえ、この場は敢あえてヨーロッパと呼びましょう。かの地に収束していたはずの〝歴史のパラダイム転換期・シフト〟が一時的に解ほつれ、後の時代にまで大規模な影えい響きようを及ぼしています。完成寸前だったアカシックレコードもコレで御ご破は算さんになったと見ていいでしょう」

　カーラの見解を嚙み砕くだくようにレティシアは腕うでを組む。

　軽く外交事情を聴きくだけのつもりだったが、これは想像以上に大変な事態になっているのかもしれない。一つの神群が消滅したとなるとその影響力は計り知れないだろう。現在の時間軸じくが拉ひしげ曲がるほどの大事件だ。

　それと云うのも神群の───彼らの霊格は外界の人類史と密接な関係にある。

　歴史の擬ぎ人じん化、統治者の神格化、祖霊崇すう拝はいなど様々な分野で彼らは人類からの信しん仰こうを受け霊格を織り成して生まれる。

　故ゆえに神群の消滅とは、人類史の改変を意味する。

　本来ならそれを防ぐ為ために神群を再召喚するシステムが世界軸には備わっているのだが、そのシステムが機能していないとなると………ケルト神群の一部が、人類史から抹まつ消しようされたということになる。

「生き残った一部の神群は他の神群に逃にげ延びたようですが、今はまだ復興の目め途どが立たない様子。大神ダグザは〝来らい冦こうの書〟を持って逃とう亡ぼう。北欧神群に身を寄せた女神スカアハは戦力を整える為に弟で子しを取り始めたようです」

「太陽神ルーは？　ケルト神群の最強戦力はあの御お方かただろう？」

　緊きん張ちようした面おも持もちでレティシアが問う。

　太陽神ルーと云えば有名すぎるほど有名な主神だ。神しん槍そうを始めとした数々の強力な恩恵を所持する主神である。

　まさか彼も、と口にしかけたところで、カーラは首を横に振ふった。

「未確定の情報でまだ何とも言えないのですが………太陽神ルーは逃げ延びた後、打倒〝ディストピア〟に向けてケルト神群に新たな最強種を召喚するとかしないとか」

「………それはまた、大きな賭かけに出たな」

「それをせざるを得ない状じよう況きようということでございます。このままではケルト神群の存続が危あやぶまれますし。神群も〝名無しノーネーム〟に落ちるような事態は避さけたいでしょうから」

〝ノーネーム〟───旗印と名称を奪うばわれた没ぼつ落らくコミュニティ。神群が信仰で成り立っている以上、〝ノーネーム〟に落ちれば再起は永遠に不可能となる。

　事の大きさを悟さとったレティシアは、腕を組んで低く唸うなり声を上げた。

「〝ディストピア〟………それほどの力を有した魔王が現れるとは。一体何者なんだ？　何処どこかの神霊か？」

「後ろ盾だてに他の神群が存在する可能性は捨てきれませんねえ。しかしまあ、何かしら特殊な恩恵か宇宙観コスモロジーを持つ魔王なのは間違いないかと。我われ々われも〝箱庭の騎き士し〟を名乗る以上、刃やいばを交えることもあるでしょう。気を引き締しめねばなりませんね」

「ええ。如何いかに強大な魔王であっても、姉上ならば恐れるに足りません。吸血鬼の血族は姫ひめ将軍を筆頭に結束し、必ずや魔王の首級を挙げるでしょう」

　胸に手を当て、自信満々に告げる第二王女。

　その信しん頼らいは心地ここちよく微笑ましいものがあったが、レティシアの胸には一抹の不安があった。

（人類史が大きく変動すれば、我ら吸血鬼の未来も変わる。我々は人類史の延長線上から召喚された一族に過ぎない。この事件が我らの系けい譜ふに与える影響は少なくないだろう）

　吸血鬼の一族は遥はるか未来より召喚された、系統樹の守護者である。

　彼女たちが持つ〝太陽に弱い〟という種族的な特性は、地球規模で将来的に起きると予想される太陽の異常活動に起因する。異常活動を始めた太陽から降り注ぐ放射線により人類は滅ほろびの未来を迎むかえるのだが、それを回かい避ひする未来を模も索さくした結果が今の吸血鬼たちの祖である。人類に害のある太陽光を避ける為、赤道線上を飛ぶ人工衛星に移住した者達。それが吸血鬼だと文ぶん献けんでは残されている。

　簡潔に言うと人類史上に於おいて、吸血鬼は元人類だ。

　ならば吸血能力は何のために備わったのかという疑問が残るが、今のところそれらは解明されていない。

　───が、それらには全て意味がある。その事実を吸血鬼たちは本能的に知っている。

　その種族的な本能が、レティシアに警告している。

　この事件は、吸血鬼の一族に暗雲をもたらすだろうと。

「………王位継けい承しよう。早めた方がいいかもしれんな」

「あらま。レティ殿でん下かのやる気に火が付きましたか？」

「少しだけな。カーラは引き続き〝ラプラスの悪あく魔ま〟について調べてくれ。ラミアは今回の話をちゃんと忘れるように」

「わかっています。社交場の華はなには少し物ぶつ騒そうに過ぎるお話ですものね」

　三人は共に顔を見合わせて頷うなずき合う。

　気が付けば日が傾かたむき始めていた。随ずい分ぶんと長いこと話し込んでいたらしい。

　レティシアは席を立ち、父の居る執しつ務む室に足を向ける。

「この件は父上と話しておかねばならない。生き残ったケルト神群の保護も着手せねば。カーラ、付いて来い」

「御ぎよ意いに、我が君。………それと、ラミア様。お茶会に物騒な話を持ち込んで申し訳ありません。次はもう少し華のある話を仕入れてきますね」

「お気になさらず。埋うめ合わせは姉上から徴ちよう収しゆうしておきますから」

「流石はラミア殿下。ではレティ殿下の名前でツケておきますね」

「おおっと、酷ひどいメイドと妹がいたものだ」

　全くである。ラミアはクスクスと笑って二人を見送った。

「───さようなら、姉上。次のお茶会では姉上の淹いれたお茶を楽しみましょう」

「了りよう解かいした。少しは嗜たしなんでおくよ」

　外がい套とうを翻ひるがえし、中庭を去っていく。

　口元に笑みを浮うかべつつ、次のお茶会では妹を驚かせてやろうと画策する。

　ケルト神群の住まう土地では紅茶は命の水と呼ばれるほどの価値がある。豊穣神ならばさぞかし素す晴ばらしい名葉をお持ちだろう。妹の驚かされる顔が目に浮かぶ。

　これは是ぜが非でも彼らを保護せねばならないな、と楽しそうに微笑みを浮かべ───




　　　　＊




　───そんな幸せな時間は。

　………大切な妹との約束は。

　永遠に果たされなかったことを思い出し………玉座で、独り静かに泣いた。




　　　　＊




　閑かん散さんとした玉座の間に、ポタポタと涙なみだの滴したたる音だけが響ひびき渡わたる。

　風の音も無い。

　民たみの声も無い。

　官かん僚りようがせわしく奔はしる音も無い。

　騎士たちの鍛たん錬れんの雄お叫たけびも無い。

　口うるさいメイドも居なければ、己おのれを慕したってくれた妹もいない。

　魔王の座す玉座には、宝玉の様に美しい涙が零こぼれる音しかない。

　つまりこの玉座には、空くう虚きよだけが在った。

「………昔の夢、か」

　あれからどれほどの時間が経たったのか。

　眠ねむり続けていたレティシアには分からない。一〇〇年や二〇〇年で済まないことだけは薄うつすらと理解している。間違いなく数千年は寝ねていたはずだ。

　王位を継ついだレティシアは龍りゆうと一体化したために不老となったが、王族以外の吸きゆう血けつ鬼きの寿じゆ命みようは二五〇年ほど。生き残りが居たとしても当時の裏切り者たちは既すでに老ろう衰すいで息絶えているだろう。吸血鬼が残っていたとしてもそれはレティシアとは何ら関係ない者たちに過ぎない。

　だが───感情的な復ふく讐しゆうに、そんな道理は通用しない。

　レティシア＝ドラクレアは契けい約やくした。

　荼だ毘びに付すことも許さぬと。

　死して尚なお許さぬと。

　一族郎ろう党とう、根絶やしにしてやらねばこの胸の炎ほのおは消え去らない。

　万ばん斛こくの怨えん嗟さを込めて吐はき出された憎ぞう悪おの気き焰えんは───まるで小鳥の囀さえずりの様な声に蹴けり飛ばされた。

「いやあ。御気の毒だと思うけど、やっぱり皆みな殺ごろしはやり過ぎだと思うわ」

　バタァンッ[image: !!!]　と、玉座の間の扉が勢いよく開け放たれる。無ぶ遠えん慮りよな侵しん入にゆう者は名乗りを上げる素振りも無い。しかしそれもそのはず。自己紹しよう介かいは既に済ませてある。

　アタッシュケースを右手で担かついで現れた金糸雀は、友好的な笑えみを浮かべて鞄かばんを置く。

「こんばんは。一か月ぶりね、〝Blonde My fair lady黄金の吸血鬼王様〟。元気してましたか？」

「見ての通りだよ。英気も十分に養った。これ以上待たせるようなら私から打って出ようかと思っていたところだ」

「おお、我ながらジャストタイミング。多少焦じらした方がゲームは面白くなるものね」

　悪びれるどころか自画自賛をする金糸雀。

　だがレティシアは取り合わない。元より欠片かけらほどの興味も無い相手だ。彼女のどんな言葉もレティシアの耳には届かない。

　紅あかい瞳ひとみで一いち瞥べつし、尊大に最後通つう牒ちようを突つきつける。

「一度だけチャンスをやる。───吸血鬼の里を教えろ。そうすれば殺さずにいてやる」

「………うん？　私、吸血鬼の生き残りがいるなんて言ったかしら？」

　おかしいわね？　と腕を組んで考え込む金糸雀。

　此これにはレティシアも片かた眉まゆをピクリと歪ゆがませる。

「………では、滅んだのか？」

「さあ。それも含ふくめてまだ秘密。じゃないとゲームにならないでしょ？　………あ、あと詩人を〝殺す〟とか言わない方がいいわよ。現代じゃ鼻で笑われるからねソレ」

　唇くちびるに人差し指を当てて愉たのしそうに嗤わらう。

　羊皮紙を広げた金糸雀は羽根ペンをスラスラと奔らせて〝契約書類ギアスロール〟を作る。

「ゲームの報ほう酬しゆうは〝吸血鬼に関する全すべての情報〟。ゲーム内でのトライアル＆エラーはご自由にして結構よ。参加の為ためのチップは要いらないし、何回挑いどんでもＯＫ」

「………？　なんだそれは。貴様の利益は何処にある？」

「あら、利益度外視じゃ不満？　奉ほう仕しの心は美しい物よ？　ゲームの勝利条件が無い事を不満に思うなら、過去の貴女あなたに関してはどうなの？」

　ニヤニヤと軽けい薄はくに笑って痛い所を突く。こんな遠回りなやり方をレティシアは好まないが、吸血鬼たちの情報が無いままに箱庭を捜そう索さくするのは余りにも手間がかかりすぎる。

　何よりも、数千年も眠っていたことで身体からだに鈍にぶりを感じた。これでは十全の戦いは難しいかもしれない。勘かんを取り戻もどす程度に遊んでやるのも悪くないだろう。

　どうせ面めん倒どうになったら、この女を拷ごう問もんして聞きだせばいいのだから。

「───いいだろう。貴様の児じ戯ぎに付き合ってやる」

「ありがとうございます。それでは───」

　パチン、と指を弾はじく音。水すい泡ほうが割れるような軽さで響いたにも拘かかわらず、その所作が起こした変化は星の廻めぐりよりも劇的だった。

　玉座に居た筈はずのレティシアは、気が付けば空中城じよう塞さいの浮かぶ天に移動していた。

　だが変化はそれだけではない。

　空中城塞は轟ごう々ごうと燃え盛さかる炎に包まれ、城下街は戦せん禍かに吞のみ込まれている。

　これは空中に転移したのではない。転移したのは空ではなく。

（時空転移………!?　いや、違ちがう！　此れは記き憶おくの模も倣ほう………追想のギフトゲームか!?）

　予想外のゲーム内容に瞠どう目もくさせられる。これは舞ぶ台たいを召しよう喚かんしたゲームではない。

　誰だれかが実際に体験した記憶を題材に、歴史的な間違い探しや矛む盾じゆんを突くために行われる追想体験のギフトゲーム。その証しよう拠ことして眼下には雄叫び狂くるう巨きよ龍りゆうの姿があった。吸血鬼の落日に居合わせた誰かの瞳を通じてレティシアは巨龍となった己を見る。

（これが巨龍………!?）

　天を翔かければ雲海を散らすだろう。口を開けば山河を吞むだろう。それは正まさしく神話の中に息い吹ぶく最強の力の顕けん現げんであった。

　だが一体、誰の記憶なのか。この日、巨龍に立ち向かったのは吸血鬼の一族しか───

「───姉上ッ[image: !!!]　戦いは終わりましたッ！　どうか怒いかりを鎮しずめてくださいッ！」

（っ………[image: !!?]）

　懐なつかしく、そして聞きなれた声が耳を衝つく。

　否いな───正確には、レティシアが追想体験している宿主から声は発せられた。

　美しい黄金の髪かみを激しく解ほつれさせ、股また下したまで裂さけたドレスを靡なびかせる宿主。その右手には王族のレリーフが刻まれた手て袋ぶくろが着けられている。

　騎き龍りゆうに跨またがり、怒り狂い暴走する巨龍の突とつ進しんを辛かろうじて避けた宿主は、悲痛そうに叫さけぶ。

「姉上ッ!!　私が誰か分からないのですかッ[image: !!?]　───姉上ッ[image: !!!]」

　姫ひめとして蝶ちようよ花よと愛めでられた手の平に、不慣れな手た綱づなが握にぎられている。騎龍に揺ゆられながら必死に己の存在を訴うつたえるが、怒りで我われを失っているレティシアには届かない。

　煌きらめく様な黄金の御お櫛ぐし。王族の家か紋もんが刻まれた衣類。

　それを着込んだ彼女が誰か分からぬはずがない。

　かつて己を慕い、そして己が愛した、たった一人の妹。

（まさか………そんな………[image: !!?]）

　そう───これはラミア＝ドラクレアが経験した、吸血鬼一族の落日の記録である。







『　ギフトゲーム　─　〝Blonde my fair lady〟　─





・ルール概がい要よう




①参加者は敗北を認めるまで幾いく度どでもゲームに挑ちよう戦せんすることが可能。

②何を以もって勝利と定義するかは参加者が裁定する（後述）。

③このギフトゲームは大前提として〝全てが歴史的事実である〟と保証する。







・参加者側勝利条件




①ラミア＝ドラクレアを救え。

②吸血鬼の一族を救え。

③魔ま王おうに堕おちた業ごうの深さを知れ。







宣せん誓せい

名と旗印の下もと、右記のゲームが正当であることを誓ちかいます。　〝アルカディア〟印』












　　　　＊




　巨龍の咆ほう哮こうが空中城塞を揺らす。飛ひ翔しようするだけで雲海を散らすその姿は正に神話の中に息吹く龍の姿そのものだろう。重ねて現れた凶きよう悪あくな〝主催者ホスト権限マスター〟のルールにより革命に加担した吸きゆう血けつ鬼きの一族は二〇日後には全て皆殺しにされた。

〝箱庭の騎士〟と謳うたわれた彼らだが、王族と主力を欠いた状態で最強種と相対するのはその身に余るものだった。コミュニティの主力を欠くということは、万ばん軍ぐんに等しい戦力を失ったと同意だからだ。

　反逆者たちは次々と巨龍に嚙かみ砕くだかれ、押し潰つぶされ、落らく雷らいに撃うたれて散っていった。勝ち目なしと悟さとった者たちは我先に逃にげ出すもレティシアが発動した〝主催者権限〟は反逆者たちを逃のがしはしない。

　生き残った吸血鬼たちは天から降り注ぐ黒の〝契約書類〟を読んで戦せん慄りつした。







『　ギフトゲーム名　─　SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING　─





・プレイヤー一覧




・獣けものの帯に巻かれた全ての生命体。

※但ただし獣の帯が消失した場合、無期限でゲームを一時中断とする。







・プレイヤー側敗北条件




・なし（死亡も敗北と認めず）。







・プレイヤー側禁止事じ項こう




・なし。







・プレイヤー側ペナルティ条項




・ゲームマスターと交戦した全てのプレイヤーは時間制限を受ける。

・時間制限は十日毎ごとにリセットされ繰くり返される。

・ペナルティは〝串くし刺ざし刑けい〟〝磔たつ刑けい〟〝焚ふん刑けい〟からランダムに選出。

・解除はゲームクリアまたは中断された際のみ。

※プレイヤーの死亡は解除条件に含ふくまず、永続的にペナルティが科される。







・ホストマスター側勝利条件




・なし。







・プレイヤー側勝利条件




一、ゲームマスター・〝魔王ドラキュラ〟の殺害。

二、ゲームマスター・〝レティシア＝ドラクレア〟の殺害。

三、砕かれた星空を集め、獣の帯を玉座に捧ささげよ。

四、玉座に正された獣の帯を導しるべに、鎖くさりに繫つながれた革命主導者の心臓を撃て。







宣誓　右記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたの下、ギフトゲームを開かい催さいします。




〝　　　　　　　　　　〟印』









　唯ゆい一いつ生き残った王族───ラミア＝ドラクレアは、羊皮紙に書かれた文面を二度三度と読み直し、顔色と唇くちびるを真っ青に変色させる。

「な、何てこと………！　あの龍を召しよう喚かんしたのが、姉上だというのですか………[image: !!?]」

　騎龍に跨り声を震ふるわせる。自分が留守にしている間に何があったというのか。手綱を握って鞭むちを入れたラミアは上空から城下街に視線を向ける。

　居住区を埋うめ尽つくすほどの屍し山ざん血けつ河が。

　その殆ほとんどは巨大な杭くいでも打ち込まれたかのように臓物を口からぶちまけて死んでいる。レティシアの敷しいた凶悪なゲームルールによるものだろう。

　様々な死体が転がっている中、炭のように赤黒く横たわっている者を見つける。

（これは………太陽光による傷きず痕あと………！　まさか空中城塞の真上で、箱庭の天幕を開いたというのですか………[image: !!?]）

　太陽光の直射を受けたとなれば如何いかに強きよう靱じんな吸血鬼の一族といえど一ひと溜たまりもないだろう。反乱が起きたと聞いてはいたが、まさか其そ処こまで卑ひ劣れつな手段に出ていたとは。

　しかしどのような理由があろうと、魔王に堕ちた者に救いはない。

　ならばせめて王族である自分が姉を止めねばならない。唇を強く嚙み締しめたラミア＝ドラクレアは、騎龍の手綱を握り直して怒り狂う巨龍に接近する。

「───姉上ッ[image: !!!]　戦いは終わりましたッ！　どうか怒りを鎮めてくださいッ！」

　悲痛な叫び声を上げるラミア。しかし彼女の訴えも空むなしく、巨龍は咆哮を上げて暴れ狂う。振しん動どうする大気に押し退のけられたラミアは騎龍とともに回転して吹き飛ぶ。

　美しい黄金の髪を激しく解れさせ、股下まで裂けたドレスを靡かせる。

　そんな彼女を見つけた吸血鬼の一人が、額から汗あせを流して彼女に騎龍を寄せた。

「ラミア殿でん下か！　ご無事でございましたか！」

「カーラ！　これはどういうことなの[image: !!?]」

「それは此方こちらの台詞せりふでございます！　ご先代様とともにラミア殿下までもが賊ぞくに処刑されたと聞いて、生き残った我々ももうどうしたらよいかと………！」

　カーラのメイド服は激しい戦いでボロボロに着き崩くずれている。

　数多あまたの返り血は彼女がどれだけ勇ゆう敢かんに戦ったかを雄ゆう弁べんに語っていた。

　吸血鬼の一族の中でも随ずい一いちの剣けん技ぎを修めた、ゲームメイカーである彼女がいなければ、生き残った吸血鬼の一族は散り散りになっていたことだろう。

「そう………ありがとう、カーラ。この非常事態の最さ中なか、よく吸血鬼の一族を守ってくれました。本来なら私が指揮をとらねばならぬというのに」

「勿もつ体たいない御お言こと葉ばでございます。ですが、ラミア殿下は今までどちらに？」

「対〝ディストピア〟に向けて東とう欧おうの神群の許もとに密使として足を運んでいました」

「東欧？　スラヴ系ですか？　ラテン系ですか？」

「ラテン系です。我々とは別体系の吸血種が現れたということで話を伺うかがいに行っていました。どうか内密にということだったので影かげ武む者しやを立てていたのですが………今の話だと、影武者の娘むすめは私に代わって殺されてしまったのですね………」

　胸に手を当て、痛切に言葉を吐はき出す。

　カーラも無念そうに瞳ひとみを閉じるが、悼いたむ時間はない。

「ラミア殿下。辛つらいのは理解できますが、王族の血を残した影武者の娘の功績を無む駄だにしてはなりません。本来ならば追つい悼とうの儀ぎを以もって称たたえるところですけども………殿下の代わりに散った娘を思うのならば、今はまず安全な場所へお逃げください」

「な………そ、そんなこと、出来るわけありません！　姉上を置いて逃げろと!?」

「ですが事態は緊きん急きゆうを要します！　如何なる理由があったとしてもレティシア様が魔王に堕ちたことには変わりありません！　吸血鬼の王族から魔王が出たとなれば、今まで血族が積み上げてきた功績は水の泡あわと消えましょう！　それでいいのですか!?」

　カーラの鬼気迫せまる声に言葉を詰つまらせる。

　一族から魔王を出したというだけでも汚お名めいだというのに、それが王族となれば瞬またたく間に醜しゆう聞ぶんとして箱庭を駆かけ巡めぐるだろう。そうなってしまえば吸血鬼の一族は終わりだ。

　今まで彼女たちが………レティシアたちが積み重ねてきた血の功績が貶おとしめられてしまうことだけは絶対にあってはならない。

〝ディストピア〟を筆頭に各地で魔王の勢力が伸のびてきている今、箱庭全域を守護する護法組織・〝階層フロア支配者マスター〟を制定するのはどんな事よりも優先する必要がある。修しゆ羅ら神仏の集つどうこの神々の箱庭に法制度を布しくというのは、魔王に怯おびえる万ばん人にんの悲願なのだから。

「ラミア殿下。どうか堪こらえてください。貴女あなたがいなければ生き残った吸血鬼は路頭に迷い、魔道に堕ちる者も現れましょう。レティシア殿下がこうなってしまった今、我われらの導は貴女様しかいないのです」

「………っ……！」

　唇が切れるほど強く嚙み、己おのれの血を啜すすって冷静になる。

　王族とは力有るものや執しつ政せい者だけを指すものではない。旗印に匹ひつ敵てきする組織の象しよう徴ちようそのものだ。連綿と続けられてきた血脈に宿った権けん威いは一度失えば元には戻もどらない。

「ラミア様………ご決断を」

「………致いたし方ありません。皆みなのところに案内してください」

　言葉を絞しぼり出すように頷うなずく。この場はそうするしかなかった。

「生き残った一族は地上で陣じんを設営し、巨きよ龍りゆうの様子を窺うかがっております。賊との戦いで心身ともに疲ひ弊へいしていますが、ラミア殿下が生きていると知れば意気軒けん昂こうとなりましょう。お辛いでしょうが、今は気を強く持ってくださいませ」

　ぐっと握り拳こぶしを作って鼓こ舞ぶするカーラ。彼女の疲労もかなりのものだろうに、そんな素そ振ぶりは欠片かけらも見せない。

　ラミアは両りよう頰ほおを叩たたいて活を入れる。本来なら、これは王族である自分の役目だ。姫ひめとして育った自分に戦士の真似まね事ごとは出来ずとも、公おおやけの場で同士の導となることは出来る。

　巨龍を一いち瞥べつしたラミアは───最後に一度だけ、空中城じよう塞さいを顧かえりみた。

「───待っていてください、姉上。必ず………必ず、助けに来ますから………！」

　誓ちかいを口にして、二人の吸血鬼は巨龍から離はなれていく。

　巨龍の咆哮はより激しさを増して天地に響ひびき渡わたる。

　ラミアのその言葉は咆哮にかき消され、レティシアに届くことは終ついぞなかった。




　　　　＊




　結論を言えば。二人の見通しは余りにも甘かった。

　吸きゆう血けつ鬼きの一族の苦難はむしろ此こ処こから始まったと言っても過言ではない。

　箱庭の詩人たちは吸血鬼の王族が魔ま王おうに堕ちたことを良い種が出来たと喜び、唄うたに乗せて世界中に逸いつ話わを芽吹かせた。

　───曰いわく、吸血鬼は食人の化け生しようである。

　───曰く、吸血鬼は不老不死である。

　───曰く、吸血鬼は串刺しの魔王である。

　詩人たちが綴つづった唄は瞬く間に広がり、外宇宙いせかいまでもを侵しん食しよくした。世界によっては、吸血鬼は屍し人にんすら喰くらう食人種であり、怪かい物ぶつの起源であるという記録が刷り込まれるほどの熱ねつ狂きようだったという。

　ラミアは王族としてその醜聞を覆くつがえそうと躍やつ起きになったが、一度熱の入った詩人たちを止められる者など箱庭でも数えるほどしかいない。

　吸血鬼たちの数々の醜聞を受け、彼らが制定した東西南北の守護者を任命する〝階層支配者〟制度は一度棚たな上あげされ、代だい替がえとなる対魔王組織を編成することとなった。

　強力になりつつある魔王たちを抑おさえるために名のある神群から武神を集め、それぞれに方位を司つかさどる席を設けたのが、十二の方位を司る混成神群〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟。

　これが後に天軍と呼ばれる最強の武神集団である。

　だが彼らは戦いに特化した武神でしかなく、吸血鬼たちが理想とした〝下層のコミュニティの繁はん栄えい〟には直接関かん与よしなかった。

　生き残った吸血鬼たちも最初は威勢よく異を唱えていたが、彼らに吹く世の風は常に冷たかった。レティシア＝ドラクレアが魔王に堕ちたという事実はいつまでも吸血鬼に暗雲をもたらし続けていたのだ。

　そんな逆風の中───ラミアは、枕まくら詞ことばのように言葉を繰り返す。

〝───姉上は、詩人に唄われるような怪物ではありません〟

　時に苛か烈れつに、時に冷静に。時に達観を込めて、姉の不ふ名めい誉よを晴らそうと彼女は働きかけた。しかしそれも無意味な行こう為いだ。むしろ逆効果だったといえる。

　何せ詩人の綴る物語は事の正否は問わない。

　彼らの唄は〝真実だったことになる〟。歴史を改変したという事実すら残らないまま、無限に広がる異世界を収束させ改変してしまうのが第四の最強種である。

　加えて最悪なことに、彼らは総じて自身の快楽に素す直なおだった。

　普ふ段だんは事を起こさぬ昼ひる行燈あんどんだが、一ひと度たび面おも白しろい題材を得れば物事の善悪を考こう慮りよせず唄にしてしまう。そんな彼らが同時に吸血鬼という題材に筆を入れ込んでしまったのだ。吸血鬼たちの醜聞は即そく座ざに伝承となり、同時に事実へと昇しよう華かされた。

　レティシアに全すべての罪と呪のろいを押し付けてさえいれば、吸血鬼の一族にも再興の芽はあっただろう。しかし生き残った吸血鬼の一族はそれを良しとしなかった。

〝───姉上は………詩人に唄うたわれるような怪物ではありません〟

　敬愛する姉君の名誉を守ろうとしたラミアの姿を、吸血鬼の一族を、嘲あざ笑わらうかのように詩人たちは唄い続ける。その献けん身しん的な姿こそ彼らにとっては最高の肴さかなだったのだろう。

　王族であるラミアがその身に受けた呪いは数知れず、それは正まさに西欧から極東に至るまで洋の東西を問わず広がりに広がった。その醜聞により、吸血鬼が出典される全ての伝承ものがたりの主権をその身に宿らせた。それでも彼女は訴え続けた。

〝───姉上は………詩人に唄われるような怪物ではありません………[image: !!!]〟

　溢あふれるほどの涙なみだを堪えて、ラミアは同じ言葉を繰くり返す。優やさしくも気高いあの姉が、そのように唄われることが悲しくて悲しくてならなかった。

　姉の威信を守りたかったラミアは、本来ならレティシアが受けるはずだった呪いまでも自ら受け入れ、最後には幾いく億おくの魔神に匹敵するだけの恩恵のろいを授さずかることとなる。

〝全能の逆説〟のパラドックスゲームによって霊れい格かくを封ふうじられなければ、その力は全能領域すら超ちよう越えつしただろう。

　しかしその代だい償しようは大きかった。

　白く美しかった肌はだには鱗うろこが生え、宝石のような瞳は光を失い───子を身み籠ごもれば、食い殺さずには居られない化生に成り果ててしまった。

　この子喰いの呪いは王族にとって致ち命めい的だった。

　最後の王族が実子を喰らう呪いを受けてしまった以上、吸血鬼の一族は断絶を余儀なくされたからだ。その結果、一族はコミュニティを解散し、生き残った者は隠かくれ里にひっそりと住むこととなる。ラミアは身籠った子を自ら喰らわぬようにと己を封印し、王族の血を守る以外に選せん択たく肢しがなかった。

　血族の呪いを一身に受け怪物に堕おちた王女は、封印されるその最後に───生まれて初めて世を呪った。

〝栄えい枯こ盛せい衰すい………吸血鬼の血族が滅ほろぶのもまた運命。ですが何も───何も、このような滅びでなくてもよかったはずです〟

　大衆正義の為ために尽じん力りよくしてきた血族が、醜聞と嘲ちよう笑しようの渦うずに飲まれて消えていく。

　その無情な結末に、一筋だけ涙が流れた。

　それが善いことなのかと、この世の全てを糾きゆう弾だんしてやらねば気が済まなかった。しかし今のラミアがそれをしてしまえば、新たな魔王が誕生することは目に見えている。

　二代続いて魔王に堕ちれば、細々と暮らしている吸血鬼の生き残りにも悪名がついて回るだろう。

　最後の王族としてそれだけは回かい避ひしたかった。何一つとして王族の務めを果たせなかった愚ぐ王おうだが、せめてその程度の責務を果たしたかった。

　胸を搔かき乱すほどの苦く渋じゆうを飲み干し、ラミアは己を無む間げんに封じる。

　万ばん斛こくの怨えん嗟さを、五臓六ろつ腑ぷで嚙かみ殺し───血族に多くの幸さちあれと、願いを込めて。
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　啞あ然ぜん─────………と、レティシアは瞳ひとみを見開いて立ち尽つくしていた。

　其そ処こに先ほどまでの威厳はない。直立のまま真正面を向いてはいるが、紅玉の瞳は限界まで見開いたまま何も映してはいない。

　それは果たして何千年分の歴史だったのだろう。

　栄光の輝かがやきなど一欠片もない。只ただ々ただ、屈くつ辱じよくと苦く悶もんを積み重ねるだけの歴史だった。それを千年、二千年と続けて見させられた上で、レティシアの魂たましいはこの玉座に戻ってきた。

　ゲームの開かい催さい時間は刹せつ那なに満たないものだったのだろう。最初に瞳に映った金糸雀カナリアの姿は開催の宣言をした瞬しゆん間かんと全く同じものだった。

　対面に立つ金糸雀はレティシアの視線に気が付いていたが、敢あえて無言を決め込む。

　そのまま五分以上も無言で棒立ちしていたレティシアは───拳を握にぎりしめ、声を震ふるわせて問うた。

「………何だ、今のは」

「あら、其処から説明しなきゃダメなの？　歴史の追想体験ゲームは初めて？」

「それぐらいは知っている。だが今のゲームは追想体験などではない。私の体感時間に───内宇宙と外宇宙の蓄ちく積せき時間に差異が感じられる。こんな追想ゲームはあり得ない」

　冷静を装よそおって虚きよ偽ぎを疑うレティシア。事の正否はともかくとして、今のゲームが彼女に与あたえた衝しよう撃げきは少なくない。故ゆえにレティシアは内容には触ふれずゲームそのものが間ま違ちがっていると追つい及きゆうする。何より、疑わしいと思える点は多々あった。

　追想体験というからには、体と魂が受けた経験をそのまま再現しなければ意味がない。歴史をただ知っただけでは脳内に知識を蓄たくわえただけと変わらないからだ。

　本来なら武術の伝承などで行われる追想体験のゲームは、その特性上、追想したゲームの体験時間と経過時間が同一になる。魂の経験を蓄積する内宇宙と物質界で経過する外宇宙の経験時間にズレが生じるような行為はゲーム制作違い反はん時間詐さ称しようの項こうに抵てい触しよくし、タイムパラドックスゲームに召しよう集しゆうされてしまうからだ。

「故に、もう一度問う。今のゲームは何だ？　何故なぜ、私に歴史を謀たばかる？」

　最後の言葉に強い力を込める。それでようやく金糸雀は質問の意図を察した。

「ああ、なるほど。そりゃ妹があんな目に遭あわされたと知っちゃ、ゲームの真偽に難なん癖くせを付けたくもなるわよね。───でも残念。ゲームの項内に書かれているでしょう？　〝ゲーム内で起きたことは全て歴史的事実であることを保証します〟って。それが全てよ」

「出で鱈たら目めを言うなッ[image: !!!]」

　瞬間、威い嚇かくの為にレティシアの霊格が膨ぼう張ちようした。

　龍りゆうの遺い影えいは瞬またたく間に千の槍やりとなって金糸雀の首元に突つきつけられた。次の一言で否定しなければ、迷わず串くし刺ざしにしてやると紅玉の瞳が訴うつたえている。

　───冷静に考えれば、金糸雀の言葉にも一考の余地があることは明白だ。

　時間的な矛盾パラドツクスに目を瞑つぶれば、先ほどのゲームが追想体験だということは間違いない。

　しかしレティシアはその可能性を即座に放ほう棄きする。否定するのではなく放棄する。見れば唇くちびるは真っ青に染まり、指先は戦慄わななき、瞳は恐きよう慌こうに陥おちいっている。だがそれも当然だろう。もしも今見たものが、体験した歴史が事実だとすれば。

　妹を───一族を貶おとしめたのは、他ほかでもないレティシアということになる。

　そんな事実には、心が耐たえられそうになかった。

「心して答えよ！　何故に私を謀った!?　名声が目的か!?　何なん人びとの指示か!?」

「謀ってなんかないわよ。今のゲームはただ〝疑アナ似ザー創コス星モロ図ジー〟のデフォルト機能を使って貴女あなたの中で経過する一秒の定義を少しずらしただけ。世界の刹那コンマを貴女の中で千年に引き延ばしたの。本来ならエネルギー量を変えずに加速度を変えたりするための力なんだけどね。───こんな風に」

　金糸雀が手首を軽く曲げると、ヒュン、という風切り音がした。

　それと同時にレティシアの頰ほおを小さな欠片かけらが掠かすめる。それも並の速度ではない。優に第一宇宙速度に匹ひつ敵てきする欠片が飛来し、玉座にコツンと小さな音を立てて転がった。

　激げき昂こうしていたレティシアだが、頭が回っていないわけではない。今の現象がどれだけ不可思議な神秘によるものかを理解するのは容易だった。

「馬ば、鹿かな………！　物質を加速させるのではなく、一秒の定義そのものを塗ぬり替かえて物質を加速させただと………!?　そんなことが、」

「あら、そんなに珍めずらしい話でもないでしょ。エジプト神群の宇宙観コスモロジーでは酸素の重さからして外宇宙とは違うじゃない。この箱庭にしてもそう。〝酸素を燃ねん焼しようせずに燃える宝ほう珠じゆ〟、〝葉から得た水素だけで大河を作る大樹〟。物質界の法則を無視して顕けん現げんするこれらは全て宇宙観のルールが外宇宙と異なっているから存在していられるのでしょう？　私も同じようなことをしただけ。………まあ、私が持っているのは設計図段階のものだけどさ」

　カラコロと楽しそうに歌う金糸雀。だが相対しているレティシアはそれどころではない。

　宇宙観とは、神群の秘ひ奥おうそのものである。全能領域より遥はるか高位に位置するそれは主神たちでさえ手が出せない禁断の力だ。

　それに匹敵する力を〝造っている〟とこの女は口にしたのだ。それ程ほどの力を持つ者ならば、レティシアが感じている矛む盾じゆんも解消できてしまうだろう。

「………では、先ほどのゲームは」

「ええ。正しよう真しん正しよう銘めい混じりっ気なし。貴女の妹が経験した吸きゆう血けつ鬼きたちの落日の記録よ」

　その問答を最後に、レティシアは事実を受け入れた。

　カラン、と簡素な音を立てて千の槍が床ゆかに落ちる。

　同様にレティシアも玉座へ落ちるように腰こしかけた。真っ青になっていた唇は土色にまで色が抜ぬけ落ち、瞳からは完全に光が消える。肘ひじ掛かけに片肘を突き、両手で顔を覆おおう。瞼まぶたの裏側に浮うかんできたのは、全身に鱗の生えた醜みにくく歪ゆがめられた妹の姿。

　美しかった金きん髪ぱつは白く脱だつ色しよくし大だい蛇じやのように荒あれていた。

　愛らしかった紅色の唇は耳まで醜く裂さけて犬歯を剝むいていた。

　醜しゆう聞ぶんを書き立てられて姿を歪められても尚なお、妹は一族と王の為に戦ってくれた。

　あの日現れた詩人の言う通り、レティシアに呪のろいを押し付けてしまえば済んだというのに………ラミアと一族は、事もあろうにこの魔ま王おうの名めい誉よを守ろうとしたのだ。

〝───姉上は、詩人に唄うたわれるような怪かい物ぶつではありません〟

　幾いく度どとなく繰くり返された信しん頼らいの言葉。

　それを嘲あざ笑わらった者に対する怒いかりは勿もち論ろんある。しかしそれ以上に、己おのれが許せなかった。吸血鬼の一族を滅ぼしたのは反逆者どもではなく、只々愚おろかだった魔王の愚策なのだから。

「………ぁ、ぅ………！」

　顔を覆っていた右手が濡ぬれる。それは先ほどのような悲しみの涙なみだではない。悔かい恨こんの涙だ。涙にして流すぐらいしか、感情が形にならなかった。

　溢あふれ出る後悔はとてもではないが言葉にならない。筆ひつ舌ぜつに尽くせぬとはこのことだった。何を誰だれにどれだけどのように謝罪すべきかすらわからない。死んで償つぐなえるのなら一〇〇万回死にたかった。だがとてもではないが己の身一つで償えるとは思えなかった。

　誰かに責めて欲しかった。誰かに裁いて欲しかった。

　だがそれすら甘えだと、歩み寄った金糸雀が弾だん劾がいする。

「残念だけど、貴女を裁く法はこの世に存在しないわ。誰にも貴女の罪を裁定することは出来ないでしょう。だって貴女を裁くための国は、もうこの世にないんですもの」

「───………」

　箱庭から消しよう滅めつしたコミュニティは過去から現在に至るまで名めい称しようが消滅する。レティシアの〝契約書類ギアスロール〟から組織名が欠落したのはその為ためだろう。

「………馬鹿だね。貴女は、復ふく讐しゆうなんてするべきじゃなかった。魔王に堕おちるべきじゃなかった。家族を殺され、民たみを無残に殺されても、その無念を生き残った仲間の為に嚙み殺せていたのなら───吸血鬼の一族は、最後の伝説に至れたかもしれないのに」

　そして、それが出来たのはレティシア＝ドラクレアではなく。

　姉妹の姫ひめである、ラミア＝ドラクレアだった。

　吸血鬼が受けた全すべての怨嗟を五臓六腑で嚙み殺し、彼女は永遠の眠ねむりについたのだ。

「………私は、どうすればいい？」

「そんなの私が知るわけないでしょ。逆に聞いてあげるけど、貴女はどうしたいの？」

　え、と驚おどろいて顔を上げる。その反応にはむしろ金糸雀の方が驚いた。

「私が………やりたいこと？」

「そう。私の目的は半分達成したしね。知りたかったことは王墓を探たん索さくしていたら手に入ったし、今なら安やす請うけ合いも可能よ。………あ、盗とう掘くつ目的じゃないから勘かん違ちがいしないでね？　貴女のお父さんとお母さんの亡なき骸がらを納めに行っただけだから」

「父上と母上の………だが、あの二人は太陽光で灰に、」

「そうね。だから灰の付いた城じよう壁へきをくり抜いてから私が供く養ようしたわ。幾らなんでもあのままじゃ不ふ憫びんだもの。当時の吸血鬼の宗派が分からなかったから名を刻むだけの略式になっちゃったけど………もしかして、余計なことだった？」

　少し不安そうに問う。要いらないことをしてしまったのかと思ったのだろう。

　だがレティシアは瞳を見開き、先ほどとは別の衝撃を受けていた。

　───彼女の父と母は城壁に杭くいで打ち付けられ、太陽光に焼かれて死んだ。その灰は城壁に染しみついて何時いつまでも残っていたのだ。

　荼だ毘びにも付せぬ、尊厳を奪うばうかのような処しよ刑けいだった。

　………少なくとも、レティシアはそう思っていた。

　だがこの女は、そんな父と母の亡骸をかき集め、王族として追つい悼とうし、王墓に遺灰を納めてくれた。名を過去の王族と共に並べてくれた。それは吸血鬼を怪物としてではなく、知ち恵えある種族として埋まい葬そうしたということでもある。それだけで、吸血鬼を玩がん具ぐにした詩人とは別物なのだと実感出来た。

　本当に、なんと愚かだったのだろう。眠っている暇ひまがあったのなら、同士たちを墓に埋うめて埋葬するぐらいは出来ただろうに。

　天を仰あおいだレティシアはゆっくりと玉座を立つと、静かに謝辞を述べた。

「父上と母上を埋葬してくれたこと、心より感謝する。ありがとう、金糸雀殿どの」

「どういたしまして。それで、他に出来ることはある？」

「ああ。手間をかけて申し訳ないが、他の仲間の亡骸も葬ほうむって貰もらいたい。………その、お願いしてもよろしいか？」

「ええ。それぐらいだったら喜んで。私からもお願いがあるんだけどいいかな？」

　にこやかに問う金糸雀。レティシアは少し躊躇ためらった。

　今の彼女は空中城じよう塞さいから動けない身分だ。叶かなえられる願いなどタカが知れている。報ほう酬しゆうにこの首と城を与えるぐらいが関の山だろう。

「金糸雀殿は父と母を埋葬してくれた方。私に出来ることなら叶えてやりたいが………」

「よし、言げん質ち取った！　そうと決まったら急ぎましょ！　みんな準備してるから！」

　言うや否いなや、金糸雀はレティシアの手を握にぎり締しめて玉座の間を飛び出した。今の彼女は意思を持っているだけの霊れい体たいに過ぎないのだが、それすらもこの女にはお構い無いらしい。

「ちょ、ちょっと、おい！」

「美人ゲット美人ゲット♪　大たい聖せい姐ねえさんにも紹しよう介かいしないとなー♪」

　鼻歌でも歌いだしそうなほど上じよう機き嫌げんで突き進む金糸雀。急に手を握られたレティシアはあたふたしながらその後ろ姿に続く。

　玉座の間から続く長い回かい廊ろうを抜け、中庭を足早に駆かけ抜ける。城下街に続く門を抜けると、前回共にいた妖精ニンフの少女・エウリュディケが焚たき火びの前で屈かがんで待っていた。

　星空を眺ながめていたエウリィは二人を見つけると頰を膨ふくらませて声を上げる。

「カナリン遅おそい！　こっちはとっくに準備出来てるのに！　せっかくオルフェウスが〝アルゴー船〟の伝つてでヘラクレスから主権を借りてきたのに、無む駄だになっちゃうじゃない！」

「ごめんエウリィ。ちょっと話し込んじゃって。ちゃんと口説いて来たから勘弁して」

「く、」

　───口説いた？　では私は口説かれていたのか？

　益ます々ます意味が分からないまま首を傾かしげるレティシア。

　エウリィと金糸雀はハイタッチを交かわして盛り上がっている。

「でもよかったね。これで〝アルカディア〟の戦力も充じゆう実じつしてきたんじゃない？」

「まさか。まだ準備段階よ。奴やつとの決戦はまだまだ先ね。………でも吸血鬼の血液情報は必ひつ須すだったから前進はしたわ。新しい仲間をみんなにも紹介しないと───」

「ちょ、ちょっと待て！　一体何の話をしている！」

「………？　レティシアが仲間になった報告だけど？」

「新入りさんよろしくね！」

　シャキン！　とダブルピースで決めるエウリィ。此これにはレティシアも絶句した。まさかそんなトチ狂くるったことを考えていたとは思わなかったからだ。

「お、御お二人ふたりのお誘さそいは嬉うれしいが………ご存じの通り今の私は魔王に堕ちた身。私の素す性じようを知るものはよく思わぬのでは、」

「そう？　なら変装でもしてみる？　エウリィが使ってる若作りセットなんてどう？」

「おお？　レティちゃんも幼女化する？　ロリっちゃう？　バンド組んじゃう？」

「いやだから、外見の問題だけではなくてだな！　私は魔王だぞッ！　ゲームがクリアされない限り此こ処こを離はなれることは不可能だ！　わかってるのか!?」

「わかってるわよ」

「だから準備してきたんじゃん」

　サラリ、と。まるで友人の家に転がり込んで突とつ然ぜんゲームボードをひっくり返すかのように勝利宣言を告げる二人。レティシアは益々以もって言葉を失った。ゲームの詳くわしいクリア方法を知らない彼女にしてみれば、二人の言葉は無む謀ぼうとしか言いようがない。

　レティシアの表情からそんな心情を察したのだろう。

　金糸雀は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべて〝契約書類〟を取り出した。

「何もクリアする必要はないのよ。此処に書いてあるでしょ？　〝但ただし獣けものの帯が消失した場合、無期限でゲームを一時中断とする〟って」

「獣の帯は天の黄道、つまり〝獣帯ゾデイアツク〟を意味しているのは分かるよね？」

「そ、それはわかる。この巨きよ龍りゆうも太陽の番外主権を媒ばい介かいにしたものだからな。だが具体的に何をすれば良いのかまでは」

「だから、深読みなんて必要ないのよ。何故なぜなら───」

　クスクスと笑いを嚙かみ殺す二人。金糸雀とエウリィは満天の星を指さすと同時に、高らかに宣言した。




「───十二の星座を、片っ端ぱしから落とせばいいだけなんだから───[image: !!!]」




　　　　＊




　綺き羅らと、流線形に星が流れた。それが開幕の合図だったのだろう。

　夜の帳とばりを開く合図を受けて夜空に黄金の流星が輝き始める。

　それも一つや二つではない。天を覆い尽つくすのではないかという流星群は、太陽の光と見み紛まがうほどの光を刹せつ那なに放って次々と消えていく。

　獅し子し座が、蟹かに座が、射手座が、己を形成する星々を惜おしみなく切り落として消えていく。そうして六つ目の星座が消え去ると同時に、巨龍もまた黄金の光を放ってから霞かすみとなって消えていく。巨龍から溢れた光がレティシアを包み込むと、彼女に肉の体が浮うかび上がってきた。久方ぶりの熱のある肉体に少し戸と惑まどったが、そんなものは天の異変に比べればなんということはない。

　黄道十二宮を落とすなど尋じん常じようの沙さ汰たではない。ましてや箱庭の星系は、主権を持たぬ者には全能領域の者たちでさえ動かすことは出来ない代しろ物ものなのだ。

　そんな太陽の主権者たちを、この女は動かしたのだ。

「か、金糸雀殿………貴女あなたは一体、」

「おお、絶景絶景！　これ年に一回ぐらいやったらみんな喜ぶんじゃない!?」

「賛成！　新しい流星群に名前つけてオルフェウスに聞いてみる！」

　きゃーきゃーと黄色い歓かん声せいを上げて星空を眺める二人。もしやこの催もよおし物の為に利用されたのだろうか？　などとも考えたが、それは詮せん無ないことなので思考を放ほう棄きする。

　黄金の流星群を見上げたレティシアは、やはり浮かぬ表情で呟つぶやいた。

「だが………今さら解放されたとて、私が魔王であることに変わりはない。このような自由を得たところで何をすれば………」

「本当に馬ば鹿かね。それこそ吸きゆう血けつ鬼きの再建をやるなり〝階層フロア支配者マスター〟制度を再開するように努めるなり好きにやったらいいじゃない」

「そうそう！　吸血鬼のお姫様の呪のろいを解く方法を探すのも楽しいかもね！」

　ハッと、顔を上げる。確かにラミアは死んだわけではない。心無い詩人たちの呪いによって怪かい物ぶつに堕ちていっただけだ。ならば理解ある詩人に力を貸してもらい、新しい功績を謳うたって英えい雄ゆう譚たんを刻むことが出来たのなら………救える可能性も見つかるかもしれない。

「………協力して、貰えるのか？」

「逆。貴女が私たちに協力するのよ。そしたら何時か………まあ、うんと先になりそうだけど。でもいつか必ず、新しい英雄譚を謳ってあげる。ギブアンドテイクってやつね」

「だ、だが………私のような魔王に、其そ処こまで出来るだろうか」

　先ほどまでの追想体験がレティシアの心に影かげを落とす。それほどまでにあの光景は凄せい惨さんなものだった───が、そんなものはこの女には関係なかった。

　レティシアの肩かたを抱だき寄せた金糸雀は星の光に負けぬほどの力強さを瞳ひとみに浮かべ、

「───しゃらくさい。つべこべ抜ぬかすなよ。夢見せてやるから、黙だまって私と来い」

「なっ、」

「あと、金糸雀殿は禁止ね。さっきからこそばゆいんだもの。仲間に敬けい称しようは不要よ。気楽にいきましょ。アンタとはきっと、長い付き合いになるからさ」

　パチリ、とウィンク一つ。

　そしてまたも絶句するレティシア。反論を一いつ切さい許さぬ力強い言葉に、レティシアは観念したように苦く笑しようを浮かべた。彼女が言う通り、この付き合いは、限りなく長いものになるだろう。

　───まあ、この時はあんなに長くなるとは思わなかったが。

　こんな女に振ふり回されるのではオチオチ悲観にくれることもできやしない。

　くるりとステップを踏んで振り返った金糸雀は、レティシアに今後の予定を問う。

「それで、これからどうする？　吸血鬼たちの里に行きたいなら付き合うわよ。アンタのゲーム中断の報告もしなきゃいけないし」

「ああ。それもお願いしたいところだが………」

　ふと言葉を切る。しばらく物思いに耽ふけったレティシアは、流星を見上げて呟いた。

「………まずは、紅茶の淹れ方でも学ぼうかな」

「紅茶？」

「ああ。今のままでは、呪いを解いた後に妹に叱しかられそうだ」

　何時か妹と交わした約束。それを果たすために進もうと口にする。

　そして幾いく星せい霜そうの果て───妹と再会を果たした時。彼女の苦労が全すべて労ねぎらわれるような紅茶を淹れて迎むかえようと誓ちかいを立てて微笑ほほえむのだった。







　あとがき




　皆みな様さまお久しぶりです、竜たつノ湖こ太た郎ろうです。

　この度たびはなんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー『問題児たちが異世界から来るそうですよ？　第二部　ラストエンブリオ５』を手に取っていただき誠まことにありがとうございます。前置きが長いのは行数を稼かせぐ為ためなので気にしないで下さい。

『ラストエンブリオ』五巻、大変お待たせして申し訳ない。

　オーディオドラマや、問題児シリーズのアニメ一挙放送とか面白そうな企き画かくを調整していたら随ずい分ぶんと遅おそくなってしまいました。

　最近は特典ＣＤなどの付属品が無くてもオーディオドラマが聞ける時代になったのだなと感かん慨がい深く思っております。

　とはいえ、読者の方にはこのシステムをよく理解していない人も多いかと思います。

　なのでこの場を借りてオーディオドラマを聞く為ための手順を紹しよう介かいしようかと考えた次し第だいです！　僕のように本の帯をさっさと捨てる人も、この手順を読めば安全にオーディオドラマが聞けるという仕組みです！

　決して新人編集の野郎から「あとがきを二時間で書け」と言われた穴埋め的な物じゃないのであしからず[image: !!!!]





オーディオドラマ再生手順


手順①　『ラストエンブリオ』五巻の本の帯を手に取ります。

手順②　帯の何処どこかに隠れている黒くろウサギを探します。

手順③　黒ウサギを見つけたら三回くらい指でつつきましょう。五回でもいいです。

手順④　よく見たらその隣となりにＱＲコードがある筈です。

手順⑤　ＱＲコードを読み込むと、オーディオドラマを聞けるサイトに飛べます。








　この手順で完かん璧ぺきです。アニメ放送から随分経たちましたが、今回のオーディオドラマには十六夜いざよい、飛鳥、耀の三人に加え新たに金糸雀カナリアや蛟こう劉りゆうにも声優さんが付きました。

　皆さんの素す晴ばらしい演技で彩いろどっていただいたオーディオドラマ、興味が無い方も是ぜ非ひ聞いていただけたら嬉うれしいです。

　そして、書き下ろし短編〝トラブルファイル〟

『問題児』一巻で十六夜が〝世界の果て〟を見に行った意味を、如何どうか嚙かみ締しめて下さい。







[image: トラブル・ファイル　前編]










　名前を奪うばわれ。

　家族を奪われ。

　土地を奪われた彼は、匿かくまわれた先で自身をこう名乗った。

〝私は───「Ishiイシ」である〟と。










　　　　＊




　───〝北東の境きよう界かい壁へき〟

　追つい悼とう式はかつて〝火か龍りゆう誕生祭〟が行われた赤壁の街で行われた。

　尖せん塔とう群の先せん端たんには戦いに参加した全すべてのコミュニティの旗印シンボルが靡なびき、彼らを讃たたえている。その中に一ひと際きわ高い位置で靡く三つの旗があった。

　魔ま王おうアジ＝ダカーハを倒たおした赤地の旗の〝ノーネーム〟。

　命と霊れい格かくを擲なげうってまで勝機を作った〝ウィル・オ・ウィスプ〟。

　多くの犠ぎ牲せい者しやを出しながらも獅し子し奮ふん迅じんした〝サラマンドラ〟。

　彼らの活かつ躍やく無くしてこの度たびの勝利はあり得なかっただろう。〝階層フロア支配者マスター〟と各地方の〝地域支配者〟たちは彼らに感謝の意を述べ、コミュニティ再建に向けて支し援えんを惜おしまないという言葉で追悼式を締しめた。

　戦せん没ぼつ者の名前が順々に読み上げられ、全ての行事が終わった頃ころ。

〝階層支配者〟の一人である〝覆海大聖海を覆いし大聖者〟蛟こう劉りゆうが、〝ノーネーム〟の泊とまっている宿に足を運んでいた。

　棍こんを肩かたに背負い宿の茶席に座る蛟劉は、肩を回しながら溜ため息いきを吐ついた。

「いやあ、こんな堅かた苦くるしい行事に出るの久しぶりやから肩凝こってしゃあないな」

「おいおい、不ふ謹きん慎しんだろ。今日ぐらいは喪もに服してもいいんだぞ」

「そりゃこっちの台詞せりふや。何やこれ。顔見に来たら、殆ほとんど宴えん会かい状態やないか」

　呆あきれながら茶席の向こうを指さす。

　宿の大広間では洋の東西を問わぬ形で宴うたげが開かれていた。テーブルの上には葡ぶ萄どう酒や軽食が置かれ、またその隣となりで畳たたみと長机の上に日本酒の瓶びんが転がっている。

　良くも悪くもしっちゃかめっちゃかなことこの上ない───が、意外にも受けは良かった。死者を弔とむらうのも大事だが、生き残った者が何時いつまでも鬱うつ屈くつとした表情をしていても仕方がない。

　心を癒いやす為ためには酒と肴さかな、そして痛みを分かち合う場が必要なのも事実だ。

　蛟劉は十六夜いざよいと共に宴席を眺ながめ、湯ゆ吞のみに入れられた熱い茶を啜すする。

「しかし、〝ノーネーム〟はよく全員生きて帰れたなあ。所属が半分ぐらいに減るんやないかと心配しとってんで」

「そうなってもおかしくはなかったな。俺たちが流すはずだった血を肩代わりした奴やつが多かったってだけだろ。〝ウィル・オ・ウィスプ〟にせよ〝サラマンドラ〟にせよな」

　熱い茶を一気に呷あおる。十六夜が宴席に交ざらず遠巻きに眺めているのは、彼なりに何か思うところがあったのだろう。

　三頭龍が己おのれの力だけで勝利を摑つかめない相手であったことは彼が一番よく理解している。故ゆえに酒で痛みを紛まぎらわせる必要はないと思ったのだろう。

　こうして静かに死者を想おもい、偲しのぶ声に耳を傾かたむけるのも───

「おい聞いたか!?　向こうのテーブルで開かい催さいされてる大食いゲームで、五連勝した女の子と馬ば鹿かみたいにデカい大男が一いつ騎き打うちしてるんだってよ！」

「ショートカットで十四歳の女の子だってよ！」

「今回の戦いでも大活躍した女の子だって話だけど何処どこのコミュニティなんだろうな！」

「……………」

「……………、」

　……………。

　まあ、偲ぶだけが追悼とは限らない。死者を安心させる為に宴を開く文化は少なからずある。きっとある。大食いは知らん。

「いやはや。耀ようちゃんは楽しんどるみたいやね」

「春日部かすかべは別べつ枠わく。あいつは情じよう緒ちよより団子だから一いつ緒しよにするな」

　蛟劉はクツクツと苦笑いを浮うかべ、拝借してきた日本酒の瓶を取り出した。

「こんな時だからこそ感じる酒の味もある。どうや、十六夜君も一いつ杯ぱい」

「んじゃ、一杯だけ」

　盃さかずきに注ついでもらい、唇くちびるを濡ぬらす程度に軽く舐なめる。

　蛟劉も薄うすい笑えみを浮かべてそれに倣ならう。

　その途と端たん、二人は同時に瞳ひとみを見開いて銘めい柄がらを確かめた。

「………美味うまい。いや、美味すぎじゃね？　どこのコミュニティの差し入れだ？」

「無銘やね。銘柄も旗印もないで」

　二人は訝いぶかしげに首を傾かしげて二口目で一気に酒を呷る。

　口内一杯に酒を含ふくむと、芳ほう醇じゆんな純米酒の薫かおりが胸を支配した。

　樽たるから出したばかりと思われるが、それにしても此こ処こまで柔やわらかく濃こい口当たりの酒はついぞ覚えがない。

　高名な酒造コミュニティがこの追悼式に寄き贈ぞうしたのだろうが、銘柄も旗印も無いとは少し気がかりだ。何より、此れだけの銘酒の造り手ならば酒しゆ豪ごうではない十六夜でも名を覚えておきたい。出来ればあやかりたい。

　何処から持ってきたのかと十六夜が視線で問おうとした時。

　久く遠どう飛鳥あすかが、片手を挙げて十六夜の許もとへやってきた。

「あら十六夜君。未成年が法を破ってお酒を飲んでるなんて、良くないんじゃないかしら？」

「馬鹿言うなよ、優等生の俺が法を破るはずないだろ」

「どの口が言うのかしら。あまり噓うそばかりついてると、閻えん魔ま様に舌を抜ぬかれるわよ」

「問題ない。知っての通り、こちとら二枚舌だからな」

「減らず口とも言うわね」

「はは、違ちがいないな」

　ヤハハと笑う十六夜と、呆れ笑いを浮かべる飛鳥。

　蛟劉は笑いをかみ殺しながら補足する。

「まあ、箱庭の法律は地域ごとに違うもんやからねえ。この辺りじゃ、働けるようになったら大人って認にん識しきで問題あらへんよ」

「………はあ。前々から思っていたのだけど、箱庭は一度、法整備をしっかりするべきじゃないかしら？」

「別にいいじゃねえか。おかげで俺はこうして美味い酒を吞めてるわけだし。お嬢じようさまも一杯やるか？」

　酒しゆ盃はいを差し出され、反射的に受け取ってしまう飛鳥。

　なみなみと注がれる酒盃を興味深そうに見ている。

　好こう奇き心しんに抗あらがうように大きくせき込み、

「コホン！　そ、そんなことより、春日部さんを見なかった？　さっきから捜さがしているのだけど見つからないの」

「ああ、春日部なら───」

「す、すげえ！　あの二人、とうとう食しよく糧りよう庫を空にしたぞ！」

「何処のコミュニティだ!?」

「一人は〝ノーネーム〟の女の子らしいぞ！」

「「「………」」」

　苦笑いを浮かべ合う三人。

「もう、春日部さんったら。これでも一応名目は追悼の場なんだから、もう少し慎つつしむべきじゃないかしら」

「ま、まあまあ、ええやないの。無事にアジ＝ダカーハとの戦いに決着がついたんやから、死者たちも笑って見送られたいと思っとるんやないか？」

　苦しいフォローを入れる蛟劉。

　だがその時、宴の場がざわつき始めた。

「おい、あの旗って確か………」

「まさか………あの旗印は、〝通風大聖〟じゃないのか!?」

　ブハ！　と、蛟劉は酒を吹ふきだした。その勢いのまま蛟劉は立ち上がって辺りを見回す。すると宴席の真ん中で、見上げるほどに巨きよ大だいな男が立ち上がった。

　獣けものの様に荒あれた髪かみに自由奔ほん放ぽうに伸のび生やした無ぶ精しよう髭ひげ。右肩には旗印と思われる〝通風〟と〝酒天〟の文字が刻まれている。

　彼と大食いを競きそい合っていた春日部耀は、唇くちびるに餡あん子こをたっぷり付けたままムムッ、と大男を見上げていた。耀は頰ほおを膨ふくらませて餡子を拭ぬぐう。

「………残念。食糧庫が尽つきなかったら私が勝っていたのに」

「なんじゃあ、まだ食えるのか娘むすめっ子！　小さいのによく食うのう！」

「そう言うおじさんこそよく食べる。このジャンルのゲームじゃ負けなしだったのに」

「いやいや、流石さすがに限界だ！　酒ッ腹のワシには厳しいわい！」

　ガッハッハ！　と笑う男の野太い胴どう間ま声ごえが響ひびく。

　蛟劉は思わず飛び上がって驚おどろいた。

「た………大たい兄けい！　獼み猴こうの大兄か!?」

「あん？　───おお、蛟劉か！　久しいな兄弟よ！　元気にしておったか!?」

「当然や！　大兄も息災みたいやな！」

　人を跨またげるほど大おお股またで近寄る〝通風大聖〟に肩を叩たたきながら近寄る〝覆海大聖〟蛟劉。

　長く〝枯かれ木の流木〟として生きてきた彼にとって義兄弟との再会はこの上なく嬉うれしいのだろう。蛟劉は普ふ段だんの胡う散さん臭くさい笑みではなく童心に戻もどったかのような笑みを浮かべていた。

　彼の持つ酒瓶を見た〝通風大聖〟は、嬉き々きとしてそれを指さす。

「お、貴様もワシの酒を飲んでおったのか。───して、どうだ？　今年の純米酒は会心の出来だと自負しておるのだがの？」

「なんや大兄のところの酒造かいな！　どうりで美味いはずやな！」

「そうだろうそうだろう！　おい、誰だれぞ新しい酒樽を持って来い！　娘っ子もこっちに来て続きをしようではないか！」

「いいけど、私お酒飲んだことないよ？」

　春日部耀が小首を傾げるも、〝通風大聖〟は構うものかと酒樽を運ばせる。

　どうやら今度は自分の領分で戦おうということらしい。

　だが〝通風大聖〟と聞いては十六夜もじっとしては居られない。この魔王には記述が少なく、猿神ハヌマンの一種だという程度の知識しかない。彼が好奇心を抱いだくのは当然だろう。

　十六夜は盃を置いて立ち上がり、二人に近づいて瞳を光らせた。

「景気がいいな、おっさん。俺も交ぜてくれよ」

「おお、構わんぞ！　小こ僧ぞうの名は？」

「〝ノーネーム〟の逆さか廻まき十六夜だ。よろしく、〝通風大聖〟獼猴王のおっさん」

　軽けい薄はくな笑みで十六夜が名を告げると、彼は膝ひざを叩いて首を横に振ふった。

「いやはや、何とも懐なつかしい呼び名だの。お前さんのような大和やまと男児にまで名が知れ渡わたっとるとはなんとも痛快な話だが、今は日ひノの本もとに帰って〝酒しゆ天てん童どう子じ〟と呼ばれとる故、そちらの名で呼んでくれるとありがたいぞ！」

　ガッハッハ！　と笑って酒を飲む酒天童子。十六夜と飛鳥、そして春日部耀の三人は益ます々ます以もって目を丸くした。

「酒天童子………!?」

「酒天童子って、あの酒天童子？　日本屈くつ指しの大だい妖よう怪かいとして知られている？」

「ガッハッハ！　娘っ子たちまで知ってくれているとは嬉しいな！」

　酒天童子───といえば、平安の時代に名を馳はせた日本神群の中でも屈指の力を持つ大おお化け生しようである。知名度では九尾びの狐きつねに劣おとるが、霊れい格かくの高さならば勝まさるとも劣らぬ渡と世せいの王だ。

　幕府や時の支配者に与くみせぬ渡世人や博ばく徒と、任にん俠きようなど道を外れた者たちを総すべる妖よう王おう。

　それが日本神群の魔王〝酒天童子〟である。

「………二重に驚いた。何に驚いたって、七大妖王の一角に極東の妖怪が与していたことに驚いた」

「応よ。七天といわれておるが、在ざい籍せきしている中で中ちゆう華か系の化生は平へい天てん、斉せい天てん、覆ふく海かいの三天だけだからの。他ほかはワシみたいに極東から来た押し掛かけ兄弟やインドの家出姫ひめ、そしてシルクロードから渡ってきた連中も合わせてもうしっちゃかめっちゃかよ！」

「まあ、獼猴の大兄はちょっと別枠やけどね。この人は元々、長ちよう兄けいの牛ぎゆう魔ま王おうの親父おやじさんと義兄弟だったんや」

「ああ、それで大兄ってわけか」

「うむ。牛魔王の親父殿どのはワシが心から敬愛し、心服した大魔王。母はは御ご殿の命で孤こ独どくな旅をしておったワシを匿かくまってくれた人でな。七天戦争を機に牛魔王たちとも義兄弟の契ちぎりを交かわし、斉天大聖の名めい誉よのために戦ったというわけよ」

　ガッハッハ！　と豪ごう快かいに笑う酒天童子。

　しかしそれが事実ならば、七大妖王とは正まさに世界中から集まった妖王によって作られた大連盟ということになる。七天の引き起こした戦争は文字通り箱庭を二分する大戦争だったのだろう。

　それ程ほどの武勇伝ならば、是ぜ非ひとも話を聞いてみたい。瞳を光らせた十六夜は、耀と酒天童子の前に勢い良く座り込み、盃を前に出して告げる。

「いいね。蛟劉からはその辺りの話を具体的に聞けなかったからな。日系妖怪の視点から見た七天戦争の話も是非聞いてみたい」

「そりゃこっちの台詞せりふだ。聞けばおぬし、金糸雀カナリアの弟で子しなのだろう？　どうだ？　あの娘は元気にしとるか？」

　───ピタリ、と。十六夜の盃を握にぎる手が固まった。

　しかしそんな素そ振ぶりに気づく様子もなく、蛟劉が声を上げる。

「なんや十六夜君、金糸雀ちゃんの弟子やったんか!?」

「ガッハッハ！　あの小生意気な小娘が弟子を取ったと聞いて、月日が流れるのは早いものだと思ったもんよ！」

　楽しげに笑う蛟劉と酒天童子。

　十六夜は表情を崩くずすことなく問う。

「………何だそれ？　お前らみんな金糸雀の知り合いかよ」

「そりゃあ僕らもディストピア戦争を経験しとるからな。自分の所の総大将を知らんわけないやろ」

「うむ。悟ご空くうの弟子ということもあって色々と世話を焼かせてもらった。いわば、ワシらはおぬしにとって叔父おじのようなものだわいなあ！」

　昔を懐かしむ蛟劉と酒天童子。

　十六夜もまた、そんなんじゃねえよ、と首を横に振る。

　金糸雀は箱庭の話なんて一度もしなかったし、〝ノーネーム〟を助けてくれとも言わなかった。それにどのような意図があったのかは定さだかではない。そもそも自分は金糸雀の弟子というわけでもない。自分たちはただ遊んでいただけだ。世界中を共に旅し、共に楽しんだ。ただそれだけの仲で、〝ノーネーム〟については一言も───




〝───十六夜君。君は最も誇ほこり高い「Ishi名無し」と名乗った民族の最さい期ごを知っている？〟




「────……」

「………？　どうした、小僧」

「………。いや、何でもない。でもまずは七天の武勇伝から聞きたいところだな。お嬢さまと春日部も気になるだろ？」

「勿もち論ろんよ」

「日本の魔王とはまだ会ったこと無いもんね。鬼おに姫ひめ連盟の人たちとも縁えんがなかったし」

「なんじゃ、うちの娘たちや九尾の女将おかみとも会っとらんのか」

「まあ箱庭は広いし、此ればっかりは縁が無いとなあ。近いうちに迦か陵りようちゃんが鬼姫連盟の盟主代行になるって話も聞いてるから、きっと会う機会もあるやろ」

「噂うわさの花街にも興味あるしな。………それより、いまは七天戦争だ。死んだ奴やつらも土産みやげ話ばなしに聞きたいだろうよ」

「わかっとるわかっとる。アジ＝ダカーハとの死し闘とうに比べれば前座にすぎんだろうが、この酒天童子が英えい霊れいの鎮ちん魂こんに語ってやろうではないか！　ささ、皆みなも近ちこう寄って盃さかずきを持て！　ワシの飲みについてこられるものにだけ聞かせてやろう！」

「了りよう解かい。今度は負けない」

「え？　わ、私も飲むの？」

「当たり前だ。さあ、酒飲みゲームと洒落しやれ込こもうではないか！」

　ガッハッハ！　と豪快に笑って人を集める酒天童子。宴えん席せきはにわかにざわめいた。

　七天戦争と対アジ＝ダカーハの武勇伝を聞ける機会など滅めつ多たにない。今後一〇〇年生きたとしても絶対に聞くことは出来ないだろう。

　歓かん声せいを上げた参加希望者たちは盃と酒さか樽だるを次々と用意する。

　気を取り直した十六夜も同じように盃を掲かかげ、共に献けん盃ぱいの声を上げた。




　　　　＊




　───七天戦争。

　神々の箱庭で今もなお語り継つがれるその戦争がどの様にして起こったのか、真実を知る者は少ない。

　七天たちが天てん帝ていから支配権を奪うばおうとした魔ま王おう説。

　七天たちが天帝の圧政の為ために立ち上がった英えい雄ゆう説。

　七天たちを天帝が嵌はめて大戦争に誘ゆう導どうした陰いん謀ぼう説。

　七天戦争がどうして起こったのかという議論は尽きないが、戦争の結末を議論する者は多くない。

　何故なぜならば戦争の結末は明確に示されており、誰が語っても必ず同じ結論に至る。




　その結末は、七つの旗が彼女の為に靡なびいた瞬しゆん間かん、既すでに決まっていた。

　天帝の庭を荒あらした罪によって捕とらわれた斉天大聖を救い出すために集つどったのは、音に聞こえし六人の妖王。

　血の繫つながりは無くとも、盃の誓ちかいによって結ばれた七人の義兄弟。

　青天を彩いろどる七つの旗は、何いずれも一いつ騎き当とう千せんの兵たちが掲げた御み旗はた。

　だが彼らが如何いかに強大な力を持つ妖王でも、今から逆らおうとしている者たちを前にしては余りに矮わい小しようすぎる。

　彼らの前に立ち塞ふさがる者たちは、七つの旗が泰たい然ぜんと靡くことを決して許さない。

　何故なら、天帝が許さない。

　何故なら、神々も許さない。

　何故なら、御仏さえ許さない。

　此こ処こで逆らうのなら皆殺しだと、彼女の為に集った六王へ最さい後ご通つう牒ちようが言い渡される。




〝───斉天大聖を渡わたせ。その者は、天を二つに分かつ大罪人である〟




　大罪人。世の秩ちつ序じよを乱し、安あん寧ねいを砕くだく悪。

　天帝の庭を荒らしたというのは捕らえるための方便でしかなかったらしい。

　其その罪が本当なら確かに死罪を下されても仕方がない。

　ならば納なつ得とくのいく罪状を述べよと、牛の王が憤ふん激げきを抑おさえて問う。




〝───その者は、星が生み出した『王の器うつわ』である。天帝の治世に斯か様ような輝かがやきを持つ者が現れれば、担かつぎ上げ利用する者が現れるのは自明の理。天帝に仇あだ為なす勢力へ成長する前に禍か根こんを断たつのは秩序を守る我らの義務である。その義務に罪状という理由が必要だというのであれば───〟




　───斉天大聖は、生まれてきたことそのものが罪である。




「……………」

　無む慈じ悲ひに言い渡された罪状を、六王は真しん摯しに受け止めた。彼らの言い分は一々尤もつともだと納得すらしていた。今此処にこうして集った六王たちは正にその輝きに引き寄せられて、彼女の処しよ刑けい場にまで集まった者たちだ。

　此れだけの猛も者さの心を引き寄せて離はなさない斉天大聖は、『王の器』と呼ばれるに相応ふさわしい逸いつ材ざいだろう。

　故ゆえに六王たちは心から嗤わらった。

　天帝の判断が的確だったことと───遅ち速そくに過ぎたその判断を。

「─────」

　牛の王は傷ついた彼女を抱だきかかえながら、ゆっくりと右手を掲げて天を指さす。他の王たちもそれに続き、嚙かみ締しめる様に一度瞼まぶたを閉じる。

　此れより火ひ蓋ぶたを切る戦いは、栄光の為の戦いではない。勝利の為の戦いではない。

　己おのれと彼女の正しさを貫つらぬく為。

　血よりも濃こい、盃の誓いを果たす為。

　彼女の命が〝罪〟だとしても───決して〝悪〟ではないのだと証明する為。

　七つの旗を見上げた彼らの長おさは、万ばん感かんの決意を込めて天に吼ほえた。




〝泰たい山ざん府ふ君くん………此れ即すなわち斉天大聖也なり!!　此れに異を唱える者は前に出よ!!

　その喧けん嘩か、我ら七天大聖が買い受けよう!!〟




　後あと戻もどりの出来ない宣戦布告。

　七天はこの瞬間、七人の魔王としての烙らく印いんを受けた。

　人ならざる者たちを導き、小さな篝かがり火びとなって積み重ねた功績を、彼らは絆きずなの為に投げ捨てた。




　滅ほろびに向かってひた走る。

　転げ落ちる様に下っていく。

　見上げた天は遥はるか遠く、伸のばした手は暗い闇やみの底に消えていく。

　だがそれでも………七人の王は、繫いだ手と絆は永久のものだと信じていた。




　青天に靡いた七つの旗。

　この風景と決意が心にある限り、どのような結末を迎むかえても───この日の決意を後こう悔かいすることはないだろうと。




　　　　＊




　酒天童子の語りが終わった頃ころ。見み渡わたせば、他ほかの者たちは既に酔よい潰つぶれて寝ね静しずまっていた。

　見ての通り死し屍し累るい々るい。

　大食漢である春日部耀と、ド根こん性じようで耐たえていた久遠飛鳥も、今はうつらうつらと頭を揺ゆらしている。

「おーい、女性陣じん。辛つらいなら寝てもいいんだぞー」

「………。ねみゅくない」

「私はらいじょうぶ。それより………てんていが、わたしは許せないわ！　そんごくうはどこも悪くないじゃない！　それにきょうだいの絆を踏ふみ躙にじったのも許せないの！　こんなの………こんなの、かなしすぎるじゃない………[image: !!!]」

　グビグビ！　と涙なみだ目めになりながら酒を呷あおる飛鳥。どうやら完全に出来上がっているらしい。

　一方、春日部耀も限界がきつつあった。

「………。いざよい。ちょっと隣となりにきて」

　パンパン、と席を叩たたく耀。

「いいから寝てろよ。あとで運んでやるから」

「やら。いいから、ここに座って」

　バンバン！　と強く叩く耀。

「いや、だから春日部」

　バンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバンバン[image: !!!]

「わかった、俺が悪かった」

　泣く子と酔っぱらいには敵かなわない。

　十六夜が隣に座ると、耀は十六夜の膝ひざに倒たおれ込んだ。

「うーん………十六夜の膝に、すとん」

「おい」

「すやぁ」

「口ですやぁって言ってんじゃねえか起きてるだろお前」

「ねむぅ。断固ねむぅ」

「ガッハッハ！　膝ひざ枕まくらぐらいしてやれば良かろう！　ほれ、そっちの娘むすめも寝かせてやれ」

　酔っぱらっていた飛鳥を酒天童子が押すと、飛鳥はゆっくりと十六夜の膝に倒れ込んだ。

「………すやぁ」

「おいお嬢じようさまそれは二に番ばん煎せんじだぞ」

「「ねむぅ」」

「よしわかった、後で膝枕代請せい求きゆうしてやるから覚えとけ」

「ガッハッハ！　仲が良い三人だな！　まるで昔の大聖たちを見ている様だ！」




　───宴うたげは月が頂に昇のぼる頃ころになっても続いていた。

　酒天童子の語る七人の妖よう王おうと天帝、道教、仙せん道どう、仏教の大戦争は、言うなれば〝人ならざる者たち〟の尊厳を懸かけた戦いに終始していたと言えるだろう。

　七天戦争の語り部べを務めた酒天童子は万雷の喝かつ采さいを浴び、化け生しようの参加者からは憧しよう憬けいの眼まな差ざしを向けられるようになっていた。

　使命を持たぬ半星せい霊れいとして莫ばく大だいな力と霊格を有して生まれてきた斉天大聖は、人にも成れず、化生にも成れず、神にも成れぬ半はん端ぱ者として生を受けた。後に天帝の許もとに召めし上げられたものの、その有り余る才を策略によって飼い殺しにされていた。しかし鳥とり籠かごの中で飼われていても尚なお、彼女を信しん仰こうする土地神や化生たちは方々に存在していたらしい。

　天帝は己の膝元に斉天大聖を置いたことで、より強い脅きよう威いを感じるようになったのだ。

　もしもこの麗うるわしき半星霊が牙きばを剝むけば、天帝の世を覆くつがえす存在になるだろうと。

　そんな天帝の不安を拭ぬぐう為に側近たちは斉天大聖を謀ぼう略りやくに嵌はめ、卑ひ劣れつ極きわまりない妖怪として罰ばつし、星の地ち殻かくに封ふう印いんするという処置をとろうとした。

　その悪あく辣らつなる暴挙を防がんがために立ち上がったのが、斉天大聖と魂たましいの契ちぎりを交かわした七人の妖王───後に〝七天大聖〟と呼ばれる猛者たちである。

「しかしまあ………オッサンの口から聞いてみて思ったんだが、なんか思っていた以上に斉天大聖に非がねえな。話を盛ってね？」

「盛っているとも。一方の側面から語られる戦争なんてそんなもんであろ？」

　ガッハッハ！　と笑って十六夜に酌しやくをする酒天童子。

　酒天童子は盃さかずきを一気に空けてニヤリと悪辣な笑えみを浮うかべる。

「ふふん。神群の連中も体ていのいい伝承を勝手に流る布ふしとるんだ。ワシらにだって好き勝手言う権利がある！　どちらを信じるかは、まあ聞いた者が判断することよな」

「そんなもんかね」

「ああ。そんなもんだ。───ただまあ、」

　空になった盃を置いた酒天童子は、しばし遠い瞳ひとみを浮かべ。

「───七天戦争は、死者が多すぎた」

「……………、」

「あれは云いわば、始まる前から負けの決まったような戦いくさだった。神群一つならまだ何とかなったかもしれんが、東アジアが内包する宇宙観コスモロジーを全すべて敵に回したのだ。勝てるはずもない。ワシら七人にとっては己の尊厳を守る為ための戦いであるが故に負け戦でもよかったのだが………地じ獄ごくまで付き合ってくれた幾いく千幾万の同どう胞ほうを想おもうと、やはり苦いものがある」

　意地を貫き通すため。ただそれだけの喧嘩だった。

　しかし彼ら七人を敬愛した化生や妖仙、土地神たちが集つどったことで、七天戦争は史上空前規模の大戦争に発展してしまった。その中で散っていった者の数は計り知れない。

　己の意地を貫き通すには───余りにも、多くの同胞が死んでしまった。

「………まあ、言いにくいことだったら答えなくてもいいんだけど。アンタたち七天の中で、生き残ったのは？」

「牛魔王、蛟劉、迦陵、ワシ、そして大聖の五人。───ふふ、皮肉な話よ。ワシらの喧嘩だったというのに、結果として五人も生きながらえてしまうとはのう」

「は？　なに言ってんの？　五人も生き残ったのなら、集まった連中の勝ちみたいなもんじゃねえか」

　十六夜は眉まゆを顰ひそめて酒天童子を睨にらむ。この暴言に酒天童子は僅わずかに瞳を見開く。

「………というと？」

「だってそうだろ？　アンタたちを慕したう連中は、アンタたちを死なせたくなくて死地に集まった。結果として神群を打ち負かすことは出来なかったかもしれないが………それでも、五人の妖王の命を守り抜ぬいた。全てを守ることは出来なかったかもしれないが、神群どもの鼻を明かしてやったんだ。きっと黄泉よもつ平ひら坂さかじゃ万歳三唱の嵐あらしだったろうよ」

　妖王は意地を貫くと決めた。家臣は主君を守り、それに従うと誓ちかった。

　そしてその誓いを果たせたのだ。

「戦争で一番難しいのは勝つことじゃない。終わらせることだ。皆みな殺ごろしにしちまえばいいって暴論もあるかもしれないが、それは現実的じゃない。その規模の戦争になると必ず取り零こぼしが出てくる。そして取り零した怨えん嗟さが一いつ滴てきの泥どろになって何時いつか戦争を蒸むし返す。───そうならなかったのは、七天の首二つで妥だ協きようしたからだ。そしてそれをさせたのは、仲間の屍し山ざん血けつ河がに他ならない」

「………うむ」

　盃に新たな酒を注つぎこんで、瞳を細める。

　細めた瞳で十六夜を見み据すえた酒天童子は、にんまりと笑ってみせた。

「何というかこう、アレだの。お前さんは本当に金糸雀の弟で子しなのだな」

「弟子じゃねえよ。遊び仲間だ」

「ほうほう。ならば遊び仲間をりすぺくとしとるのだな。先ほどの言い回し、実にあの娘むすめに似ておったぞ」

　ガッハッハ！　と豪ごう快かいに笑って茶ちや化かす酒天童子。

　十六夜は呆あきれながら酒さか樽だるに盃を突つっ込んで酒を掬すくう。




　月は頂を廻めぐり、既すでに傾かたむき始めている。随ずい分ぶんと話し込んでいたのだろう。

　十六夜と酒天童子は共に三つ目の酒樽に手を出していた。

　此こ処こまで来るともうザルとかそういうレベルではない。酒天童子はともかくとして、十六夜は消化器官に何か重大な欠けつ陥かんがあるのではないかと疑ってしまう。

「しかしよく飲む小こ僧ぞうだのう。その点は金糸雀とはえらい違ちがいだな」

「血けつ縁えんでもないのにそんなところ似るわけねえだろ。それにアイツ酒だけは弱かったからな。グラス一いつ杯ぱいでノックダウンしてたぞ」

「おお、それよそれ。あの娘ときたらどんな宴えん席せきでも絶対に酒は口にせなんだからな。無理やり飲ませてぶっ倒れた時はその場が騒そう然ぜんとなったものよ」

　ガッハッハ！　と膝を叩いて豪快に笑う酒天童子。此れには十六夜も口元を綻ほころばせた。思えば箱庭に居た時の金糸雀の話は一度も耳にしていない。特に興味が無かったというのもあるが、語り合えそうなのが変態クロアしかいなかったというのも大きい。

　十六夜は自身が取っ付きにくい性格をしている自覚がある。しかしこの酒天童子という化生とは馬が合う気がした。

　流石さすがは任にん俠きようの王。

　ついつい口を滑すべらせてしまうのも、きっとこの男の人ひと柄がらのなせる業わざに違いない。

「………まあ、アイツは何処どこに居てもあんな感じだったんだろうな。箱庭でも外界でも。俺と旅をしていた時もそうだった」

「ほほう。旅とな？」

「ああ。あれは確か───」




　盃の水面みなもに映る月つき影かげを揺ゆらしながら、十六夜は過去を想う。

　それは当時、彼が十三歳に成ったばかりの頃。

　過激な宗教団体が、とある集落を襲おそった時の話。







[image: トラブル・ファイル　後編]




　───現世の地獄とは。

　正にこの様な光景を描写するのだと、逆さか廻まき十六夜いざよいは思った。

「……………」

　とある紛争地域に造られた地下メガ飼育場フロント。

　過激な宗教団体が活動資金を得る為ために行っていた人身売買の現場に居合わせ、白皮症アルビノの少年少女を襲ったことで露呈した今回の事件に、当時の十六夜は首を突っ込んでいた。

　如何いかほどの資金を投入して造られたのかは知らないが、陽ひの光さえ届かないこの地下施設は小さな都市ほどの大きさがあり、飼育されていた人間が営みを行う広さがあった。

　尤もつとも───それはほんの一〇分ほど前までの話。

　飼育場の飼育員たちは、凡およそ人間とは思えないほど粉砕され死し骸がいとなって転がっていた。

　砕かれた死骸を更に踏み砕き、血の池となった解体現場に、十六夜は一歩踏み出る。初めて人の命を奪ったのだという感慨や背徳感は微み塵じんも無い。

　胸を満たす不快感と、言葉に出来ない憎悪。

　それらが、人の命を奪ったという実感を遥はるかに上回っていた。

　幼くも利発な十六夜にとって、この場所が人間の処理場であることはすぐに理解できた。

　知恵ある者を喰くらうという一部の人間が背徳の極みを経験したいがために建設された、人造の地獄。

　そんな場所で働いていた就労者たちはきっと、人の形をした怪物でしかなかった。

　乱雑に冷凍保存された人間の臓器には出荷先のコードネームと、ご丁寧にもそれぞれの部位が示すご利益と安全な調理法まで明記されていた。

「───……人間を飼育して、処理して、出荷してたわけか」

　乾いた笑みで状況を口にする。

　この世で最も凄惨な戦場が見てみたい。

　その解答が人造の地獄だというのなら、これ以上ない正答だ。

　戦争で死ぬ人間はあくまで人間として死ぬ。戦死者として名が残る現代では尚なお更さら、人が人として生きた証あかしが、死ぬまでの軌跡が記録される。

　だが───生きた証も、死の記録も、産声を聞く者もないこの場所は、人の尊厳すら許さぬ地獄の巷ちまたでしかない。或あるいはそれ以下だ。

　自制心の強い十六夜が怒りのまま拳を振るうことになったのは、この地獄の業の深さがそうさせたのだろう。

　言葉に出来ない不快感を嚙かみ締しめながら、施設を散策していたその時。

　解体現場の奥から、人の声がした。

「───……ッ」

　蠟ろう燭そくの火のように消えそうな声。十六夜は足早に駆け寄り、扉のノブに手を掛ける。

　だが不意にその手が止まった。

「───……っ」

　扉の向こうから聞こえる声はか細く、駆けつけたところで助かる見込みは無いかもしれない。そもそも駆けつけてどうするのだ。

　地獄が見たいという目的は達成され、この地にはもう用は無い。早々に去るべきだ。

　此こ処こから先に一歩でも踏み出たらきっと、想像を絶する何かを背負うような気がした。

　瓦解して沈んでしまいそうな地下飼育場には、十六夜の吐息と、扉の向こうから聞こえる吐息しか聞こえない。

　ドアノブの前で呼吸を荒くしたまま固まる十六夜。

　しかしそんな躊躇ためらいを搔かき消すように、扉の向こうから声がした。

〝───助けて〟、と。

　今までに無いくらいハッキリと助けを求める声に、十六夜は反射的に身体からだが前に進んでしまった。如何どうしてそんな行動に出てしまったのかは何年も経たった今でも解わからない。

　無意識にドアノブを握り締め、その扉を開く。

　何の覚悟も無いままに進み出た十六夜は、此処で生涯背負い続ける傷を負う。

　だが後悔は無い。

　逆廻十六夜は、生涯の傷と引き換えに───この地獄で、生涯の友と出会うのだから。




　　　　＊




「あらまあ。随分な凹へこみ具合ね、十六夜君」

「………五月蝿うるせえ、クソババア」

　病室の廊下で片膝を抱えていた十六夜をからかいに来た女性………白いトレンチコートを来た金糸雀カナリアは、呆あきれ笑いを浮かべつつ十六夜の隣に腰を下ろす。

「例の施設だけど、十六夜君が脱出してから三〇分ほどで崩落したそうよ。紛争が続いているあの国じゃ、崩落したあの場所を掘り返す余裕もないでしょう」

「………そうか。じゃあ全ては闇の中ってわけか」

「いいえ、それは違う。少なくとも生存者がいる限り、全ての事実が埋もれるわけじゃないわ。………尤も、君が連れてきたあの子を、放り出すというなら話は別だけど？」

　責めるわけでもなく、此これからの方針を決める為に金糸雀は問いかける。

　しかし一三歳に成ったばかりの十六夜には答えを用意できるだけの力は無かった。

　そもそも助けたくて助けたわけではない。

　全ては成り行きで起きてしまったことだ。

　生命維持装置の手配や国外の病院へ輸送する為のプライベートジェットの手続きは、全て金糸雀が揃そろえてくれたものに過ぎない。

　だがそれでも、金糸雀は十六夜に決断を委ねた。

「十六夜君。どんな経緯があったにせよ、あの子を救うと決めたのは君の意思でしょう？　だったら逃げちゃ駄目よ。他でもない、君自身の選択から」

「………わかってるよ」

　金糸雀は逃げ出すことを責めはしないが、責任の放棄だけは決して許さない人間だ。

　安易に責任を放棄する選択を許してしまえば、本当に逃げられない選択を迫られた時に思考停止してしまう人間に育つことを、彼女は良く知っていた。

　そして十六夜も、金糸雀のそんな厳しさと優しさの両面を気に入っていた。

「此処だけの話、君が被害者の子を連れて帰ってきてくれて良かったと思ってる。君が私が思い描いていた通り、誠実な少年に育ってくれた。その証拠だもの」

「そういうお前は相変わらずの畜生っぷりだな。その施設のことを知っているなら、もう少し早く教えてくれても良かったんじゃねえか？」

　十六夜の反撃に、金糸雀は珍しく傷ついた顔をした。

「………。馬鹿。知ってたらもっと早く行動に移してたわよ」

「知ってる。アンタ夢想家の癖に現実主義だからな。間に合う可能性が一％でもあれば行動に移すし、手段が無いなら有効活用しようとする。………悪かった。さっきのは只ただの八つ当たりだった」

　十六夜が謝罪すると、二人の間に沈黙が訪れる。

　金糸雀の手の中には、飼育場から連れてこられた子供のカルテが握られていた。

「白皮症患者の飼育………か。食人主義の中で白皮症患者に特別な意味があることは知っていたけれど、まさか此処まで狂った商売を実践してる人間たちが居るとは思ってなかった。白い肌に対する過度な信仰は世界各地に残ってはいるけれど、まさか交配から生産、花嫁不足の農村へ売り出しまでやっていたのは、流石さすがに理解を超えてるわ」

　白い肌への信仰は古今東西、様々な歴史や神話の中で取り上げられており、現代でも息い吹ぶいている風習の一つだ。カースト制度の残っている地域では嫁入りした相手の肌が黒すぎるという理由で命を奪われることもあるという。

　インド系の神話で黒い肌の神霊・英雄が青い肌で描かれているのは、黒い肌を不浄の色として描くのを禁じてきたという悲しい歴史がある。白皮症はただそれだけで神童として崇あがめられることも少なくなく、信仰の対象になることもある。

　だが黒人系の住民が住む国や地域はより苛烈だ。

　黒人系白皮症患者の遺体は食人のみならず、観賞や魔術の儀式にまで用いられる。

　故に、彼らは高く売れる。

　信仰の対象、魔術の媒介、食人主義、冒ぼう瀆とくと背徳。それら全てを愉たのしむ者たちの為に、命と尊厳を侵される日々と戦っている。彼らは己の身を守る為に、現代でも武装し、身を寄せ合って生きていく必要性を強いられている。

　本来なら人間社会によって守られなければならない症状を持つ者たちが、人間社会に殺されないよう、強く生きている事実を、十六夜は今回の件で初めて知った。生まれた時から強きよう靱じんな肉体を持っていた十六夜にとって、此れほど皮肉な事件は無かっただろう。

「………十六夜君が助けた子。臓器の何割かが摘出されていたわ」

「だろうな。アイツを担ぎ上げた時、余りにも軽すぎた。人間の体重じゃねえよ」

　吐き出した言葉には憤りが込められていたものの、誰に向けて吐き出された怒りだったのかまでは、十六夜自身にも理解できていない。

　互いに直接的な言葉は避けていたが、二人とも症状が重度であることは既に悟っていた。

　この国は紛争地域と違って金さえあれば良質な治療を受けられる。取とり敢あえず命を取り留めはしたが、その後の容態が芳かんばしくないのだろう。

　そうでなければ、金糸雀が黙り込むはずもない。

　ならば有限な時間を少しでも有意義に使うべきだ。

　十六夜もまた夢想家であり、現実主義者である。可能性の有無と本人の生きる意思を確かめずに此処で座り込んでいる場合ではない。

　例え可能性が皆無だとしても、抱いた夢の破片で傷つくのは慣れっこだ。

　大きく溜ため息いきを吐ついた十六夜は覚悟を決めて立ち上がり、金糸雀の手からカルテを奪う。

「腐ってても仕方がねえ。意識が戻ったから呼びに来たんだろ？」

「ええ。もう言葉も話せるわ。十六夜君に会ってみたいって」

「了解した。ちょっくら話してくる」

　ヒラヒラと手を振りながら去っていく十六夜。

　金糸雀はその背を見送りながらその場に残った。

　何から話せばいいのかわからないが、まずは会ってみないと何も前に進まない。病院の廊下を大股で突き進み、階段を上り、病室のある階まで歩を進める。

　だが階段を上ってすぐの病室は、扉が開け放たれたままになっていた。

「………おいおい。誰も居ねえじゃねえか」

　無人の病室と、無理やり引き抜かれた点滴。異常事態を察した十六夜の行動は速かった。誘拐の可能性を感じた十六夜は階段に向かって走り出す。

　考えてみれば十分に憂慮すべき事態だった。捜索の足が付かない身元不明の黒人白皮症なんて、攫さらって下さいと言っているようなものではないか。気が抜けていた己自身に舌打ちして足を速める十六夜だが、ふとこの病院の構造を思い出す。

（いや………この規模の病院で騒ぎが起きないのはおかしいし、特別病棟には階段一つと緊急用のエレベーターしかない。俺と鉢合わせないのは不自然だ）

　可能性は二つ。まずこの病院の職員が初めから誘拐するつもりでいた可能性。だが金糸雀に限ってそんなミスをするのか疑問が残る。

　其そ処こまでの組織に狙われていたならば、もっと金糸雀も警戒していただろう。

　もう一つの可能性は………信じ難がたいことに、己の足で外に歩いて行ったという場合だ。

　直感的に後者と判断した十六夜はテラスに向かって走り出す。十六夜にとっては小走り程度の速さだったが、それでもテラスまでは時間がかからなかった。

　三階のテラスには人影が一つしか見えない。

　硝子ガラス張りで透明感のあるこの特別病棟だが、最も光の差す場所がこのテラスだった。

　燦さん々さんと降り注ぐ陽の光の下、両手を組みながら空を見上げる白い人影。

　十六夜が歩み寄ると、人の気配に気が付いたのだろう。

　無造作に伸ばされた白い髪を扇状に靡なびかせて振り返ったその人物は、眩まばゆく輝く紅玉のような瞳に涙を浮かばせて十六夜を見た。

「っ………!?」

　はらはらと………惜しげもなく零こぼれ落ちる涙。

　感謝と、そして感動を此れでもかと詰め込んだその涙には、彼、或いは彼女の持って生まれた全ての感情が複雑に絡み合って輝いていた。

　この世で初めて命が叫びを上げる時───ヒトはきっと、こんな涙を流すのだろう。

　純白の髪を風に靡かせ、真紅の瞳で十六夜を見つめたそのヒトは、この世の誰よりも幸せそうに微笑ほほえみながら名を告げた。




「………初めまして。僕の名前は〝Ishiイシ〟。君の名前を、聞いてもいいですか？」




　　　　＊




　………率直に言って、イシが助かる見込みは零ゼロだった。

　臓器が摘出された際の処置が不適切だったため、傷口に細菌が入って対処が不可能な状態らしい。現代の医療技術で出来るのは、僅かばかりの延命治療と、痛みを和らげることだけだ。

　しかし余命一カ月と聞いたイシの決断は速かった。

　望み薄の延命措置に費やす一分一秒すら惜しいイシにとって、迷うという行為はそれこそ論外だったらしい。

〝永く生きるのではなく、多くの経験をしたい〟

　余命が確定した人間にとってその二つはイコールではない。

　延命処置に半月ほど用いて、半月と三日しか伸びないのでは意味が無い。

　ならば少しでも多くのことを見て、聞いて、未知の経験を積んでおきたいとイシは望んだ。大量の鎮痛剤モルヒネで痛みを消し、少しでも青空の下で生きて居たいと訴えた。

　金糸雀が理由を聞いてみたところ、イシは白い頰ほおを僅かに紅潮させて告白した。

「………実は、初めてだったんです」

「初めて？」

「はい。壁の外に出たのも、青空を見るのも、太陽を見るのも、初めてでした。だからもし僕に時間が無いのなら、少しでも多くの物を見てみたいんです」

　このイシの訴えに衝撃を受けたのは、何故なぜか金糸雀の方だった。今まで十六夜が見たことが無いほど瞳を見開いて硬直し、一分以上黙り込んだ後、イシの望みを受け入れた。

　理由は定かではないが、イシの願いは金糸雀にとって哀あわれみ以外の感情を発露させるのに十分だったようだ。

　行きたい場所、鑑賞したい芸術、聞きたい音楽、あらゆる物を揃そろえて見せると豪語し、その日の内に生命維持装置と投与する鎮痛剤各種を運び込んだ陸海空の移動手段を全て取り揃えた上で、イシの戸籍を急造し、四つ先の国の入国ビザまで揃えてしまった。

　………有り体に言って、化け物である。

　曰いわく「こう見えて私、世界保健機関World Health Organizationに顔が利くのよ。蛇の杖つえの旗印シンボルを貸してるからね」とのことだが、その時の十六夜には理解出来ない言葉だった。

「しかし金糸雀も物好きだな。何処どこの誰とも知れない奴の為に、即日で偽造パスポートまで用意するとはな。此こ処こまで肩入れするとは思わなかったぞ」

「あら、私は初めからそんな人間よ？　じゃなかったら初対面の十六夜君を連れて何年も世界旅行なんて出来るわけないじゃない」

　当然の反論を受け、ムッとする十六夜。

　確かに言われてみればその通りだ。

　血縁でもなければそもそも知り合いですらなかった十六夜を、次の日には国外へ連れ出して旅行三昧というのは、法の外側の権力が働いていなければ不可能だ。

　金糸雀は初めから国連組織に顔が利く存在だったらしい。

「互いに名前しか知らないっていう意味じゃ、俺と同じってことか。………ん？　そういえばアイツの名前ってどういう意味なんだ？　誰かに付けられた名前でもないみたいだし、愛称でもないよな？」

「ええ。あの名前にはきっと特別な想おもいが込められているのでしょう。───十六夜君。君は〝Ishi〟と名乗った民族の最期を知っている？」

　金糸雀の静かな声に、首を傾かしげる仕草で返す。

　説明する為に口を開きかけた金糸雀だったが、ふと思い直したように首を横に振る。

「知らないのなら、今は知らなくていいわ。もし君が如何どうしても知りたいと思うのなら、この旅の終わりに教えてあげる」

　金糸雀の言葉に驚く。彼女は今、初めて旅の終わりを口にした。旅である以上何時いつかは終わるものだろうが、それはまだ先のことだと思っていたのだ。

　突然提示された旅の終わりに心がザワつく十六夜。

　イグアスの滝のような美しい景色も見て、イタイプ発電所のような壮大な発明も見て、地獄の底のような経験も出来た。

　見るべきものは見たかもしれないが、肝心なものを見ていない気がする。

　一方、もう一人の当事者であるイシは、白い髪を切って動きやすい服装をして松まつ葉ば杖づえを突きながら、病院の入り口にある門を練り歩いている。

　十六夜はその後ろに駆け寄ると、呆あきれたような顔をした。

「………落ち着けよ。今日は遊覧用に迎えの車がある。急いでコケても助けないぞ」

「わかってるよ、それくらい。でも少しくらいはしゃいでもいいじゃない？　車って、道路を走ってる四角い箱のことでしょ？　施設の本を読んだときは絵空事だと思っていたけれど、まさかあんなものまで動くなんて！　外の世界はやっぱり凄すごいなあ！」

　瞳を輝かせ、道路の向こうから流れてくる自動車を眺め続けるイシ。

　真まっ直すぐと地平線が見えるほどに続く大陸の道路は一見の価値がある。その瞳は自身の境遇に対する憂いよりも、目の前の光景に対する好奇心の方が勝っている。

　もしかしたら道路を一日眺めているだけでも楽しんでしまうかもしれない。

　しかし十六夜はイシの行動よりも、本を読んだことがあるということにむしろ驚いた。

「オマエ、外に出たことは無いのに本を読んだことはあるのか？」

「ん？　………ん～まあね。オジサンたち曰く、〝人間を食べる〟ことに意味があるのであって、無教養の獣を食べても意味が無いんだって。捌さばくにしても殴るにしても犯すにしても、ソッチの方が有意義だって話」

「………。そうか」

「あ、あと僕の事はちゃんと名前で呼んでね？　〝オマエ〟って呼び方、好きじゃないんだ。せっかく尊敬する人から名前を借りたんだし、イシって呼んでくれると僕も嬉うれしい」

　満面の笑みを向けるイシに、十六夜も力なく笑う。壮絶な過去ではあるのだろうが、本人が万事この調子だから半端にシリアスになることも無かった。

　………それがイシの気遣いだったという事に気づいたのは、後になってからの話だが。

　キャンピングカーとは凡およそ思えない三階建ての大型車に乗り込んだ十六夜とイシは、流れる風景を観賞しつつ目的地へと向かう。

　些さ細さいな街の営みを見かける度に質問されるのは十六夜にとって億おつ劫くうでしかなかったが、それでも律儀に答え続けた。

「ねえねえ十六夜」

「………ああん？　今度は何だよ」

「この街では至る所で苦い香りがするけれど、如何してなの？」

「苦い香り？　………なんだ、珈琲コーヒーの香りか」

　隣の窓を開けて外の空気を吸う。

　香ばしい珈琲豆を挽ひく薫りが漂う田舎町。如何やら近くに大きな喫茶店があるようだ。だが珈琲のことを説明したところでイシには理解出来ないだろう。

　何より消化器官が正常に働いていないイシは少しでも吸収が早いゼリー状の食事しか口に出来ない。話したところで口に出来なければ辛つらいだけだろう。

　だがイシは興味津しん々しんとばかりに風を吸い込み、

「苦い香りだけど、良い匂いだね。………本で読んだ通り、カフェイン中毒者が愛好してるというのもわかる気がする。此れが人を奴隷にしてでも飲み続けたい薫りかー」

「───……」

　一応、間違ってはいない。

　間違ってはいないのだが、如何してイシの知識は変な方にばかり偏ってるのだろうと、十六夜は訝いぶかしんだ。

「まあ、間違っちゃいないな。珈琲は今や高級志向が進み世界中で需要が増えているものの、原産地に金が流れてこない仕組みになっている」

「世界中で人気なのに、生産者は報われないの？」

「報われないどころか、環境が改善される目途すら立ってないな。まあこの辺りの背景は奴隷貿易の頃から根付いてる悪習が今も生きてると言うべきか」

　珈琲やカカオは需要が広がった今でも原産地の賃金が殆ほとんど変わらないまま、値段だけが高騰していっている。

　かつて開拓民が持ち込んだ紅茶や珈琲の原種を育てていたのは、連れてこられた奴隷たちだった。その奴隷たちの子孫が自由に商業化して発展していったのが現代の珈琲産業だ。しかし原産地には全体の収益の一割未満しか回ってこず、現代でも問題視されている産業の一つでもある。

　三階に上ってきた金糸雀は、面白そうに笑いながら二人の隣に座った。

「珍しい話をしてるわね、二人とも。奴隷貿易前後に起きた自由主義の発展と珈琲の話をしたいなら、中南米の宗教について勉強するといいんじゃない？」

「中南米………と言うと、ブードゥー教か？」

「ハイチの辺りですよね。詳しくは知らないですけれど、黒人主体の国家だと本に載ってました」

「あら、意外に博識ね。ブードゥー教は奴隷制度に対抗していた宗教で、調べれば面白い話が色々と出てくるわよ。幾つか本を持ってるけど、良かったら移動中に読む？」

「う………とても惹ひかれるお話ですけど、起きてる間は少しでも色々と見ておきたいんです。本は、施設でも読めましたから」

　申し訳なさそうに断るイシ。

　目的地に着くまでの間、三人はこんな取り留めの無い会話を繰り返した。

　十六夜にとっては風景よりもむしろこの時間の方が遥はるかに新鮮だったのだろう。

　同世代の少年が物事を嚙かみ砕くだいて十六夜と同じレベルで会話を成立させるというのは、今まで体験したことが無いことだった。

　全く違う境遇に生まれ、全く違う環境で育ち、その体質は真逆と言っても過言ではなかったというのに。

　金糸雀とイシの三人で会話をしている時は、同じ目線で話せる相手がいることを心地よく感じていた。

　………本当に、心地よい時間だった。

「まあ、啓けい蒙もう思し想そうや自由主義がこれだけ発展した時代だからこその弊害もある。金糸雀に言わせれば、日本なんて相互監視社会によるディストピア化が進んでるらしいからな」

「………ディストピア化？　日本って為政者の締め付けが厳しいの？」

「いいえ、為政者はむしろ能天気なくらいよ。私が言っているのは、常に他者から監視される社会的構造から生まれる閉塞感、行動の束縛、多様な思想の衰退という意味ね」

　此れは日本を旅立つ時に金糸雀が口にしていたことだ。

　生活水準の平均化、富の再分配を求める声、民衆による民衆への言論弾圧。

　此れらは国の為政者による政治的な締め付けではなく、平均的な民衆が平均を超える存在を許容せずに隙あらば弾圧しようとする閉塞的な社会構造が原因にある。

　存命人類が七〇億という膨大な数字に達した現代において、立法による完全管理社会は成立しにくい反面、大衆が数の暴力を振るい過ぎる場合がある。

　突出した才能や過大な成功は、時に権力者が行う以上の弾圧を受けることになるだろう。

　日本は出る杭くいを折れるまで叩たたくことで相互監視社会化、集合無意識による管理社会化に向かいつつあることを、随分前に金糸雀は危惧していた。

「………尤もつとも、日本という国は大衆の道徳教育に関して平均を大きく上回っているから、大きな契機さえあれば、ディストピアの先を目指すポテンシャルはある筈はずなんだけどね」

「ディストピアの先？」

「なんだそりゃ。超管理社会とかそういう奴？」

「馬鹿ね、違うわよ。私たちが目指したのは───いえ、この話はまたの機会にしましょう。もうすぐ目的の場所に着く頃だしね」

　金糸雀は笑顔で手を振りつつ時計を見る。

「そろそろ目的のものが見えるわ。旅の始まりとしては、まずアレを見ないと駄目よね」

「アレ、ですか？」

　はて、と首を傾げるイシ。

　青空、太陽、見果てぬ地平線。

　自然界に存在する壮大なものは概おおむね見てきた筈だ。

「ふふ………折せつ角かくだから、キャンピングカーの上に出ましょう。こういう経験は、最初の一口目が一番美味おいしいものよ」

　金糸雀に促された二人は顔を見合わせ、言われるがままキャンピングカーの屋根に上る。するとその途端、今までと全く違う風が二人の頰ほおを撫なでた。

　丘を越えた向こうに広がる一面真っ青な風景。

　水平線を初めて見たイシは、呼吸が止まりそうになるほど身を強こわ張ばらせた。

「まさか………海？　アレが海………!?」

　大仰な感嘆を、十六夜は笑わなかった。

　頰を撫でていく独特な風が潮風なのだと気が付いたイシは、自分でも気が付かないうちに頰へ右手を当てている。

　キャンピングカーを砂浜に止めたイシは、逸はやる気持ちを抑えつつ車を飛び出た。

　イシを担ごうとした十六夜の手を強引に振り払い、自分の足で波打ち際まで歩み寄る。しかし押し寄せる小さな波に晒さらされたイシは、己の身体からだを支えきれずに倒れてしまった。

「ッ………」

「おいおい、慌てるなよ。海は逃げねえからもう少し」

　落ち着け───という言葉を、十六夜は最後まで言えなかった。

　立ち上がれないイシは両手を組み、神に祈る様に跪ひざまずいていた。

　太陽を見上げた時と同じように。

　青空を仰ぎ見た時と同じように。

　星空に瞳が眩くらんだ時と同じように、その瞳には宝石のような大粒の涙を浮かべている。

　そして目の前の光景に感謝するように、イシは呟つぶやいた。

〝───主よ。このような機会に恵まれたことを感謝します〟、と。

　父もなく、母もなく、血の通った肉親がこの世に一人もいない飼育小屋で育ったイシは、生まれて初めて母と呼べる大海原に祈りと涙を捧ささげていた。

「───……っ」

　居た堪たまれない表情で顔を背ける。決して安っぽい同情を感じていたわけではない。

　ただイシが如何どうして感謝を口に出来るのか、十六夜には理解出来なかった。

　イシが育った施設は、率直に述べて地獄だった。

　生存者はイシ以外に一人もおらず、十六夜が駆けつけた時には既に全員が処分されていた。きっと何かの都合で施設そのものを破棄する予定だったのだろう。

　掘り返して保存データを確認したのなら、怖おぞ気けが奔はしる映像記録が山のように出てくるだろう。イシはその最後の一人として、全てを見届けた筈だ。もしも誰かに、何かに憎しみを叩きつけたいのであれば、神様ほど都合のいい相手はいない。

　神様はどれだけ憎しみを叩きつけたところで反論しない、口答えしない、報復しない。人類の罪を押し付けるのに此れほど都合がいい相手はいない。

　何を憎めばいいのかわからない者は、何は無くとも神様を恨むことで己の心を守ろうとする。

　だから十六夜は、祈りを捧げるイシに聞かずにはいられなかった。

「………イシ。お前は、神を恨んでないのか？」

「？　恨んでいたよ。当たり前じゃない」

　余りにも軽い即答。

　だが十六夜は違和感を見逃さない。

「恨んでいた………ということは、今はもう憎んでいないのか？　お前の中で憎しみは既に過去のものなのか？　お前はアレだけの虐待と差別の数々を、全て過去にして赦ゆるしてしまったのか？」

　もしそうだとしたら、イシの精神性は十六夜の理解できる範はん疇ちゆうを超えている。

　十六夜は誰かを強く憎悪するという経験が無い。

　したがって誰かを赦すという経験も無い。

　だがそれでも、憎悪という感情の熱量については想像するに容易たやすかった。その熱は決して簡単に沈められるような代物ではない筈だ。

　もしもイシが復ふく讐しゆうを望むというのなら、今からでも遅くはない。

　拳で虐げた者、肉を喰くらった者、冒ぼう瀆とくを愉たのしんだ者。

　その関係者の全てをイシの前に並び立たせ頭を地に伏ふせ、もう二度と──そうそれこそ、六道輪りん廻ね幾たび繰り返そうと、二度とこんなふざけた真似まねが出来ないように生き地獄を味わわせてやることも出来る。

　病に蝕むしばまれたイシには出来なくても、十六夜には復讐を成し遂げる力がある。

「イシ。お前が感謝を捧げているものは、この世界じゃ有り触れた、取るに足らないものだ。そんな大した価値の無い物に感謝をしている場合じゃない。お前の時間が有限なら、お前が本当にやりたいことをやればいい。………もしも憎しみの火が僅かでもお前の中に燻くすぶっているのなら。その火に薪まきをくべてやるべきだ」

　燃え盛る怒りを込めて、十六夜は復讐を口にする。

　イシの行動に納得出来なかったのはきっとそれが原因だ。

　裁かれるべき者が今も生を謳おう歌かし、咎とがの無い者が明日を憂いている。そんな世の中の理不尽さが何より許せなかった。

「………復讐。復讐、か」

　遠い水平線を見つめながら、イシは十六夜の言葉を反はん芻すうする。

　憎悪を否定しないのは、イシの中に憎しみが残っているからだろう。

　この場だけ取り繕って否定することを選ばなかったのは、憎しみを否定したくなかったイシなりの意地だったに違いない。

　重たい沈黙が二人の間に流れる。

　波打ち際で瞳を閉じ、潮しお騒さいに耳を傾けていたイシは、不意に水平線の彼方かなたを指さした。

「ねえ、十六夜。君は〝世界の果て〟と呼ばれている、ジブラルタル海峡って場所へ行ったことがある？」

「………ああ？」

「もし行ったことがあるなら答えて。其そ処こには本当に、〝世界の果て〟が存在していたの？」

　紅玉の瞳が真っ直ぐに十六夜を見つめる。

　ジブラルタル海峡は金糸雀と共に旅をした中で、十六夜が最初に見に行きたいと口にした場所だ。

　西暦より遥か以前、ギリシャ世界で最果てと定義されたその大地に赴いたのは、十六夜という特別な人間ならば、もっと違う景色が見えるのではないかと期待したからだ。

　だが無情な現実は幼心を簡単に打ち砕いた。

　宝石のような瞳を見つめ返し、ゆっくりと首を横に振る。

「………いや、無かった。ジブラルタル海峡には、ヘラクレスの柱の向こうには、世界の果てもアトランティス大陸も存在しなかった」

　ジブラルタル海峡の向こうに、世界の果ては無かった。

　イグアスの大滝の滝たき壺つぼには、悪魔など存在してなかった。

　結局のところ、金糸雀との旅で得たものは唯ただ一つ。

　如何いかに強く夢を見ても、夢は破れるもの。現実の中で現実を見て生きろという教訓だけだった。

　なのにイシは、身を震わせながら両手を組み、瞳を潤ませた。

「十六夜。君は僕たちの育った施設を見て、何を連想した？　鳥とり籠かご？　それとも箱庭？」

「………どちらかといえば箱庭だ」

　鳥籠は飼育する為だけの檻おりだが、箱庭は違う。

　箱庭は生活を営む上でのあらゆる要素が一つの小さな箱に収められていなければならない、造られた世界という意味だ。

「うん、正しい認識だと思う。僕らの施設には人を養う為の農畜産を行う場所もあれば、多種多様な教会も存在していた。宗教の自由だけが僕らに与えられた自由でもあったよ。僕らの多くが閉ざされた地下で産まれ、閉ざされた地下で死を迎える。だから僕らにとって物資の搬入を行う巨大な鉄の扉は───比喩ではなく、〝世界の果て〟そのものだったんだ」

　鉄の扉を、越えることの出来ない世界の果てと思い馳はせ、そして絶望した少年少女たち。

　其それは想像するに容易たやすい光景だ。

　あの地下飼育場で生まれた子供たちは、伝聞で外の世界を教えられながら、その世界を見ることは決して無いまま、悲痛な思いと共に命を散らしていった。

「僕もそうだった。本の中で書かれていたことにどれだけ憧れても、どれだけ強く恋い焦こがれても、あの鉄の扉を越えることは許されなかった。それほどまでに、あの鉄の扉は僕らにとって絶望の象徴でもある〝世界の果て〟だったんだ。………でもね。そんな世界の果てを越えて、僕を救いに来てくれた人が居た」

「っ………」

　その言葉の先を、十六夜は聞きたくなかった。

　視線を逸そらし、奥歯を強く嚙かみ締しめて首を横に振り、

「………俺は、お前を助けられなかった」

「うん。でも、君は僕を救ってくれた。そして世界に果てなんて無いのだと、人に不可能なんて無いと、僕に証明してくれた。そして僕が見ることの出来なかった景色を沢山見せてくれた。………だからいいの。それで十分なんだよ、十六夜」

　そう言って微笑ほほえみながら、イシは十六夜の隣を横切って行く。イシは一度も振り返ることなく車に戻って行った。

　波打ち際でしばし立ち尽くした十六夜は、天を仰いで瞳を閉じる。

　イシと復ふく讐しゆうについて話をしたのは此れが最初で最後。

　十二日後の夜に体調が急変し、イシは意識不明のまま息を引き取った。

　十六夜とイシは最期の言葉を交わすこともなく、何かを変えられることもなく、静かすぎる別れを迎えたのだ。

「───………、」

　如何すれば最善だったのかは、今でもわからない。

　ただイシは世界の果てを、人間が不可能と感じる壁の象徴だと告げた。

　世界の果てを否定した十六夜は、人間の限界の向こう側から来たのだと、イシは最期の最期まで心から信じていた。

　………忘れられない痛みは多くある。

　胸を焦がすほどの復讐心も、星より多く散っていった怨えん嗟さの声も、イシは誰にも打ち明けないまま、独りで抱きしめながら生きていくことを選んだ。

　永く生きられない人生だったかもしれない。

　だが、強く生きた人生だった。

　十六夜より強くない人が、十六夜より強く生きようとしたその事実に、十六夜は人生観を決定付けられる程に打ちのめされた。

　陽の下で生きているイシを思い出すと、何時いつも笑顔の姿しか記憶に無い。

　もしもそれがイシの狙いだったのなら見事に罠わなに嵌はめられた。きっと十六夜は生涯、イシのことを忘れることが出来ないだろう。十六夜が価値を感じていなかった万物万象全てのモノを、イシは価値があると教えてくれたのだから。

　だからきっと、十六夜がその力で世界を破壊しようとする未来はこの瞬間に殺された。

「───……」

　だが………如何しても考えずにはいられないことがあった。

　もしあの笑顔を曇らせて、イシが復讐を望んでくれたのなら。

　たった一言でも怨恨を吐き出してくれていたのなら。

　十六夜の力を復讐に使うことを、たった一度でも肯定してくれたのなら───




　　　　＊




　───この噎むせ返るような血溜だまりの中で。

　十六夜は、慙ざん愧きに包まれることも無かっただろう。

「……………」

「これはまた、随分と派手にやったわね」

　砕けた扉を開き、金糸雀は血だらけの十六夜に声をかける。

　イシが亡くなり、十六夜が失踪して、三週間が経っていた。

　十六夜が失踪することそのものは珍しいことでもなかったが、金糸雀が此れほど長期間に渡って十六夜を見つけられなかったのは今回が初めてだった。

　部屋の脇に転がる死体を一いち瞥べつした金糸雀は、状況を察して小さく溜ため息いきを吐つく。

「人身売買を行っていたブローカーたち、か。此こ処こなら取引先もわかるし、関係者を根絶やしにするなら最初に襲うのは正しい判断ね。……だけど、皆殺しはやりすぎじゃない？　君がコイツらを皆殺しにしても、風習そのものは変わらないし、今後も同じことが起こらないとも限らない。戦争は敵対者を皆殺しにするだけじゃ終わらないわよ？」

「…………」

　戦争は、敵を皆殺しにしても終わらない。

　その無情な事実を十六夜が知るのは此れより何年も先の話。今の彼にその本質を悟るだけの器量は無い。

　十六夜は手の甲で頰ほおの血を拭い、先ほどまで生きていた死体を見下ろしている。

　金糸雀の言葉に返事をしないのは、十六夜の当初の計画がその通りのものだったからだろう。少なくともブローカーたちを皆殺しにする気は無かったはずだ。

　肯定も否定もしないまま、しばし黙り込む二人。

　先に言葉を発したのは、十六夜の方だった。

「………〝助けてくれ〟って、コイツらに言われたよ」

「………？」

「助けてくれ、殺さないでくれ、命だけは、もう関わらない、心を入れ替える、明日からは清く正しく生きます。───だから、助けてくれ。目の前のコイツや他の奴らにも、皆にそう言われたよ」

　命乞いをした死体を見下ろしながら、十六夜は声を震わせて告白する。普段の十六夜なら命乞いまでした相手を手にかけるような真似はしなかったはずだ。

　………でも、十六夜は殺した。

　只ただ殺したのではない。

　命乞いをした全ての人間を皆殺しにした。

「………そんなに、許せなかったの？」

「わからない。少なくとも最初は殺すつもりなんてなかった。いっそ命乞いをされない方が殺さずに済んだかもしれない」

　血に塗まみれた手の平に、奪った命の死に顔を顧みる。

　誰も彼もが酷ひどい死に顔だった。

　命を奪われる恐怖に歪ゆがみきったその顔を思い出すだけで、幼い十六夜は慙愧の念に沈んで足が重たくなった。

「〝助けて〟、〝殺さないで〟、〝死にたくない〟。そんな有りっ丈の命乞いを、叫び声を………イシや施設のガキ共も、同じように口にしたんじゃなかったのかよ………[image: !!!]」

　拳が壊れそうになるほど握り締める。

　みんな、死にたくなんてなかった。

　───〝助けて〟、と。

　みんな同じ言葉を口にした筈はずなのに、イシだってそう口にした筈なのに。

　誰も耳を貸さずに命を奪って、嘲あざ笑わらいながら尊厳を奪っていった。

　何も英雄的な、特別な誰かである必要すらない。

　人並みの良識と優しさを持つ誰か、一人でも聞き届けてくれたのなら。

　誰か一人でも手を差し伸べてくれたのなら、誰か一人でも心を痛めてくれたのなら───此れほどの地獄にはならなかったかもしれないのに。

　それなのに加害者だけがその言葉を口にして、十六夜が赦してしまっては、散って逝った全ての命を踏ふみ躙にじってしまうような気がしたのだ。

「俺一人の感傷と勘違いだってのはわかってる。殺してやりたかったっていう気持ちがあったのも噓うそじゃない。でも俺もイシのように、その怒りと向き合って諫いさめながら、コイツらの罪を裁いてやれると思った。………でも、出来なかった。出来なかったよ、金糸雀」

　金糸雀と出会い、イシと出会い、十六夜はやっと、この力の使うべき方法を見つけた気がした。

　社会的に救われない者、社会的に虐げられている者を背に庇かばって戦うのであれば、この力はこの時代でも意味を損なうことなくいられるのだろう。

　だが………それを知るのが余りにも遅かった。

　助けたかった人を助けられないまま、その力を暴力に堕おとしてしまった。

　金糸雀は血塗れのまま振り返った十六夜に歩み寄り、静かに抱きしめる。それは赤子を抱きしめるような優しい仕草だった。

「よかった。もし君が復ふく讐しゆう心だけで此処に来たのなら、私は君の暴走を命がけで止めなければならなかった。少なくともイシ君との出会いは、君にとって福音になってくれた」

「………もう、十分暴走した気がするぞ」

「ええ。でもその根底にあるモノが違う。貴方あなたは貴方の怒りの為に拳を振り上げたんじゃない。それに貴方は悪を断つためではなく、罪を裁くために来たとも言ったわ。その二つは本質的に似て非なるもの。だから大丈夫。君はまだ、〝世界の敵〟にはなってないわ」

　抱きしめる手が強くなる。金糸雀は最悪の事態を想定していたのだろう。

　命がけで止めるという言葉に比喩は無い。

　イシとの出会いが十六夜を歪めてしまったのなら、あらゆる手段を行使して十六夜を止める覚悟でいた。十六夜が世界を滅ぼすような怪物にならなくて、本当に良かったと安あん堵どしている。

　その腕を抱きしめ返すことで。

　十六夜は、旅の終わりを悟った。

「………どの旅も、楽しかった。ジブラルタル海峡やイグアスの滝に、俺みたいな突然変異は存在しなかったけど。どの景色も、本当は価値あるものだった」

　幼かった頃の十六夜は、目の前の景色に本質を見み出いだせないほど未熟だった。

　悪魔が居なくても、世界の果てなんてなくても、其そ処こにある価値はもっと多くの感動を与えてくれていた。

　この旅はきっと、十六夜がこの時代に折り合いをつけて生きていく方法を見つける為の旅だった。今後、十六夜が怒りに任せて世界を壊そうとする事態は生涯来ないだろう。

　二人の旅の目的は完遂された。

　だが如何どうしても、決着を付けなければならないことが残っている。

「金糸雀。俺たちの旅はこれで終わっていい。だけど最後に、片付けないといけない奴らが居る」

「………白皮症アルビノの子たちを買っていた側のこと？」

「ああ。そいつらは駄目だ。需要がある限り、今回のような事件が起こるかもしれない。尚なお悪いことに、購入者には国の要人クラスが数名いるらしい。司法で守られている権力者を、司法で裁くのは不可能だ」

　───きっと、殺すしかない。

　そんな遠回しな進言に、金糸雀は十六夜を無表情で見つめ返す。

「………十六夜君。加害者たちを皆殺しにしても、この戦争は終わらないわ」

「─────、」

「思想や風習を殺さない限り、この戦いは終わらない。これは人の暦によって培われた罪。この時代の人間たちが自分たちで罪に気が付き、その罪を裁いた結果じゃないと、皆殺しには意味が無い。………だけど、そうね。再発防止の時間稼ぎにはなるかもしれないわ」

　金糸雀の瞳に冷たい光が宿る。

　其それは普段の金糸雀なら決して見せない鋭さと冷徹さを備えていた。

「いいでしょう。その連中には、私が手ずから裁きを下します。この世には六道輪りん廻ねの輪を外れ、ダンテの歌も届かない地獄があることを、連中に知らしめてあげる。………だから、十六夜君は休みなさい。夢から覚めたら、この地獄は終わっているから」

　瞼まぶたが重くなり、意識が遠くなる。

　流石さすがの十六夜も、今回ばかりは心身ともに疲れ切っていたのだろう。

　夢ゆめ現うつつを揺蕩たゆたう感覚に身を任せる最中、十六夜に聞こえないように金糸雀は呟つぶやく。




「十六夜君。君の人生はまだまだ続く。此これから先にきっと、君の力を必要とする誰かが、君と出会う運命を待っているわ」




　故にこの地獄で裁かれるべき罪は、私が引き継ぎましょう。

　金糸雀は冷たい瞳のまま十六夜を抱き上げ、ブローカーたちが所有していた購入者リストを拾い上げる。
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　そして十六夜が次に目を覚ました五日後には───その名簿に、生存者は一人として残ってはいなかった。
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　───桜の花弁が、十六夜いざよいの酒しゆ杯はいの中にヒラリと舞まい落ちる。

　珍めずらしく過去について饒じよう舌ぜつだった十六夜は、クツクツと苦笑いを浮うかべて花弁ごと酒杯を呷あおった。

「おっかねえ女だと、あの時ばかりは思ったもんだ。箱庭出身ってことを差っ引いても、どんな魔ま法ほうを使ったのか見当もつかない」

　金糸雀カナリアが箱庭の関係者だというのは、召しよう還かんされてからすぐに理解した。

　確信を持ったのは〝アンダーウッド〟の大樹の上で黒くろウサギと話した時のことだ。

　しかしまさかこの神々の箱庭でも一目置かれる人物だったとは。この事実に関しては………割と、意外でもなかったか。

　むしろ本当に驚おどろいたのは、十六夜が落ちてきた〝トリトニスの滝たき〟の方だ。

　本当に〝世界の果て〟なんてものが存在したこともそうだが、トリトニスと言えば幻まぼろしの大地として有名なアトランティス大陸とも無関係ではない。もしかしたらこの世界には大陸ごと召還された場所もあるのかもしれない。

　箱庭にはまだまだ多くの謎なぞがあり、未み踏とうの大地が数多く残っている。

　何時いつかそんな見たことの無い大地を巡めぐるのも面おも白しろいだろう。

「俺の話は此こ処こでおしまいだ。七しち天てん戦争の話に比べれば何とも華はなの無い話だったけど、少しは楽しんで貰もらえたか？」

　酒代の足しにでもなればいいと思って話したのだが、存外にも長くなってしまった。

　篝かがり火びもその勢いを衰おとろえさせている。

　薄うす暗ぐらい宴えん席せきでは誰だれも彼もが酒さか瓶びんを抱だきしめながら寝ね息いきを立てていた。

　魔王との戦いくさで負った身体からだの傷、心の傷。

　死者の送別を終えて漸ようやく全すべてに決着がついた。しかしその空白を埋めるにはこれからまた永い月日が必要だろう。

「そろそろ片付けるか。野や郎ろう連中は兎とも角、うちの女性陣じんは放ほうっておくと風邪かぜ引きそうだ。後になってギャーギャー言われるのも面めん倒どうだし、」

「まて小こ僧ぞう。一つ、問わねばならんことがある」

　十六夜の話を聞き終えた酒しゆ天てん童どう子じは目め頭がしらを押さえつつ、重々しく口を開いた。

「………小僧よ。金糸雀のことだがの」

「うん？」

「あの娘むすめ、死んだのか？」

　直球の質問に、十六夜は少しだけ眼めを見開いた。

　だがその反応だけで十分だったのだろう。酒天童子は痛切な表情で瞳ひとみを閉じ、酒杯に残っていた最後の酒を呷った。

「そうか………あの娘も逝いったか」

「悪い。話すタイミングが無かった」

「構わん。だが隠かくすつもりがあるのなら、今のような語り口は止やめておけ。そんな楽し気に故人を尊びながら語られては、誰だって気が付くわい」

　酒杯を投げ捨て、酒瓶に口を付けて一気に飲み干す。

　十六夜はバツが悪そうに後ろ髪がみを搔かいた。

　そんなつもりは一いつ切さい無かったのだが、今こ宵よいは間が悪かった。こんなに美味うまい酒と聞き手が揃そろっていては、多少なりとも感情を込めてしまうのは仕方が無いことだろう。

　瞬またたく間に一いつ升しよう瓶びんを平らげた酒天童子は、瞳を細めて遠くを見た。

「………小僧よ。貴様、魔王〝閉鎖世界デイストピア〟というのを聞いたことがあるか？」

「クロア＝バロンから聞いた程度なら。人類ラスト最終試練エンブリオの一人だろ？」

「うむ。かつて箱庭はその魔王の出現によって滅ほろびを迎むかえる瀬せ戸と際ぎわまでいった。世界中の名立たる英えい雄ゆう英えい傑けつ、そして神々が戦いを挑いどみ、散っていった。神王もあの戦で相棒であったヴィナマを失っておる。奴やつは間ま違ちがいなく箱庭史上、最も強大な魔王だったのだろう。………だがな。そんな強大な魔王を倒たおしたのは、〝世界の果て〟を越こえて来た人間の少女だったのだ」

「───……」

「〝世界に、果てなんて無かった〟。ディストピアの世界から現れたその娘は、涙なみだながらにそう語ったそうだ。きっと金糸雀がそのイシという童わらべに肩かた入いれしたのは、己おのれの境きよう遇ぐうと重ねてしまったからだろう」

　そして魔王アジ＝ダカーハを倒した十六夜もまた、〝世界の果て〟を越え、人間の可能性の向こう側から現れた少年だった。

　酒天童子は空になった酒瓶を投げ捨て、夜明けの近くなった空を見る。

「何とも因果な話だ。人類最終試練を越えるのは英雄英傑ではなく、世界の果てを踏破し、人間の限界を超こえたものたちにこそ、その資格があるようだわい」

「………ふん。只ただの偶ぐう然ぜんだろ」

「かもな。何はともあれ、実に楽しい酒宴だった！　もし次があるのなら、鬼おに姫ひめ連盟の娘たちも連れてくるとしよう！」

「そりゃいい。酒と美人ならいつでも歓かん迎げいするぜ。アンタには他ほかに聞いてみたい話が沢たく山さんあるからな」

　ガッハッハ！　と豪ごう快かいに笑い、馬ば鹿かでかいゲップをする酒天童子。

　その拍ひよう子しに、久く遠どう飛鳥あすかが眠ねむたそうに身体を起こす。

「………なにかしら？　ばくはつ？」

「違う。オッサンのゲップだ。夜も更けたしお嬢じよう様さまもいい加減起きろと」

「………ねむぅ」

　コテン、と十六夜の背中に凭もたれ掛かかる飛鳥。如何やら眠気は全く飛んでいないらしい。

　顎あご髭ひげを撫なでまわしながら飛鳥を見た酒天童子は、不思議そうに飛鳥を覗のぞき込む。

「………そういえば、娘よ」

「はい？」

「おぬし、ワシと何処かで会っとらんか？」

　十六夜と酔よっぱらっている飛鳥は顔を見合わせて首を傾かしげる。

　二人とも酒天童子とは面識が無いし、今回が初めての筈はずだ。

「オッサンには悪いけど、初対面だと思うぞ？」

「む、そうか。気の所為せいならばそれでよい。ワシもこんなめんこい娘を忘れる筈も無いからな。………ほれ、早く連れて帰ってやれ。娘っ子が身体を冷やすのは良くなかろう。ワシも野ざらしになっとる連中を運ばせよう」

　雑魚ざこ寝ねしていた耀ようの襟えり元もとを摑つかんで十六夜の背中に乗せる。飛鳥と耀の二人が十六夜の背中に居るわけだが、何時までも放置しておくわけにもいかない。

　あとでコッソリ顔に落書きしてやろう、と勝手に誓ちかって二人を運ぶ十六夜。

　耀はすやすやと健すこやかな寝息を立てながら、一升瓶を摑んで放さない。

　どうやら気に入ってしまったらしい。この年ねん齢れいで酒豪に目覚めるのは危険な気がしたが、耀ならばまあ大だい丈じよう夫ぶだろう。

　道すがら、飛鳥がふと頭を上げる。

「ん………十六夜君？」

「ああ、起きたか。もうすぐ宿舎だから大人しく寝とけよ」

「でも、お酒ゲームは？」

「もう終わったっての。酒天童子のオッサンの話もな」

「ん………そっか。ふふ。十六夜君の背中、温かいわね」

　猫ねこのように丸まる飛鳥。同じく耀も寝ぼけながら顔を上げる。

「んぁ～………ねえ、十六夜」

「うん？」

「次のゲームも………みんなで一いつ緒しよに、頑がん張ばろうね………」

「………ああ」

「私たちは………大たい聖せいさんたちより、ずっと、一緒に………すやぁ」

　二度寝する二人に苦く笑しようする。

　しかし耀が望むようにずっと一緒というのは難しいかもしれない。

　多くの出会いと別れがあるのは今も昔も、時代が変わっても変わらない。箱庭に来てからも出会いと別れがある。此こればかりは強く願っても変えられないものだ。

「だけどまあ………別れる日が来ても、再会が無いわけじゃないか」

　イシや斉せい天てん大聖たちがそうだったように。

　飛鳥や耀にも、同じような出会いと別れが来る時が必ず来る。

　出会い、別れ、そして再会した時に。

　三人が胸を張り、強く生きられる程ほどに成長していることを願って、十六夜は遠い星空を見上げた。
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